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2019年度末から世界中を襲った新型コロナウイルスの感染拡大により、本法人においても各設置
学校における行事や授業を中止・変更せざるを得ない状況が続いています。これまでも、自然災害やテロ
に加え、SARSを教訓に感染症を想定した危機管理体制は構築していたものの、これほどまでの世界的
な感染拡大は想定をはるかに超えており、学生生徒等の安全と学習機会を確保する観点から、最善の策
を模索しながら取り組んでいるところです。

さて2019年度は、大学全体に大きな影響を与える政策の決定や変更が続きました。なかでも、11月
に発表された大学入試共通テストにおける英語民間試験活用と論述式問題の出題の見送りは、受験生
の混乱を招きました。また、私立大学においては、2020年4月1日施行の私立学校法改正や、諸団体が
発表した「ガバナンス・コード」への対応に追われた一年でありました。

2018年11月に中央教育審議会から出された「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン
（答申）」では、今後の「人口が減少し、社会の変化が予測不能な時代における大学の在り方」が述べられ
ています。本法人においても、創立130周年を機に、20年後の将来像をイメージして作成した長期
ビジョン「Kandai Vision 150」の具現化に取り組んでいますが、いずれも共通しているのは、より一層
厳しさを増す環境変化への対応と「人づくり」の重要性であり、教育やイノベーションを担う学校に寄
せられる期待と責任の大きさを認識しております。

本事業報告書では、法人の主要な事業である、教育研究の充実、国際化、学生支援の促進をはじめ、
各部門の取り組みについて報告しております。

学校法人関西大学の2019年度の実績をお読み取りいただき、今後ともご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

͸ ͡ Ί ʹ

学校法人関西大学

理事長 ஑಺ࡾܒ�
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建ֶのਫ਼ਆ
わが国が法࣏国Ոとしての体制を੔えつつあった1886年11月4日、12人の創立ऀたͪによって、関西ॳ

の法཯学校として大阪西区で։校した関西法཯学校が、関西大学のલ਎です。౰時は、自༝民ݖӡಈの高まり
とともに、ۙ 代国Ոへの発లを目ࢦすためにさまざまな法੔උが進められ、法཯に関する国民大ऺへのܒ໤、
教育のඞ要性が高まっている時代でした。市民の法஌識のᔻཆを目ࢦす૲創期の教育は、後年になって「正ٛ
と自༝」「正ٛをྗݖよりޢれ」とݴい表された理೦のもとにల։されるようになり、このਸ高な教育理೦は
本学の学෩として定ணし、2016年に創立130周年をܴえた今日にいたるまで、一؏して社会・市民のܒ発と
教育にӶҙ取り組んでいます。

教育ཧ೦
1922年6月5日に大学ྩによる大学（چ制）へঢ֨した本学は、大学の教育研究の理೦として、「学の実化

（じつげ）」というスローガンをうͪ立て、本学の学ੋとして޿く定ணするにいたりました。「学の実化」とは、
大学が研学の府として、学問におけるਅ理追究だけにऴわるのではなく、社会のあるべき࢟をఏҊし、ͦ の
ඞ要とするものをఏڙすることにより、「学理と実際とのௐ࿨」をٻめるߟえ方です。この「学の実化」を実現
するために、不確実性の高まる社会の中でࠔ೉をࠀ෰しະ来を੾り୓こうとするڧいҙࢤと、新たなՁ஋を
創造しଟ༷性を生み出すことができるྗとを༗する人ࡐを育成しています。

1 ҭཧ೦ڭͷਫ਼ਆɾֶݐ

2 Ԋֵ

๏ਓͷ֓ཁⅠ

創立者の群像

1886年 大阪西区京町ງの願फ寺において「関西法཯学校」を։校
1905年 「私立関西大学」と改শし、大学科、大学予科ٴびઐ門科

を設置
1922年 大学ྩによる関西大学として認Մ
1929年 大学院（چ制）を設置
1947年 「ୈ一中学校」を։校
1948年 新制大学にҠ行（法、文、経済、商の4学部）、「ୈ一高等学

校」を։校
1950年 新制大学院を設置
1951年 「༮ஓԂ」を։Ԃ
1958年 「工学部」を設置
1967年 「社会学部」を設置
1986年 関西大学創立100周年ه೦式యをڍ行
1994年 「総合情報学部」を設置

2004年 「法຿研究科（法科大学院）」を設置
2006年 「会ܭ研究科（ઐ門৬大学院）」を設置

関西大学創立120周年ه೦式యをڍ行
2007年 「政策創造学部」を設置

「工学部」を࠶ฤし、「システム理工学部」、「環境都市工学
部」、「化学生命工学部」を設置

2008年 学校法人෱෢学Ԃと合ซし、「関西大学北ཅ高等学校」を
։校

2009年 「外国語学部」、「ྟচ৺理ઐ門৬大学院」を設置
2010年 「人間健康学部」、「社会安全学部」を設置

「高等部」、「北ཅ中学校」、「中等部」、「ॳ等部」を։校
2013年 ୈ一高等学校・ୈ一中学校創立100周年ه೦式యをڍ行
2016年 関西大学創立130周年ه೦式యをڍ行
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法学研究科
文学研究科
経済学研究科
商学研究科
社会学研究科

総合情報学研究科

理工学研究科

外国語教育学研究科
৺理学研究科

社会安全研究科

法຿研究科（法科大学院）
会ܭ研究科（ઐ門৬大学院）

ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）

ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）

ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）

ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）
ઐ門৬学Ґ՝ఔ

社会学ઐ߈ɹ社会システムデザインઐ߈
Ϛス・コϛϡχέーション学ઐ߈
લ期՝ఔ 社会情報学ઐ߈ɹ஌識情報学ઐ߈
後期՝ఔ 総合情報学ઐ߈

商学ઐ߈

ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ）

ઐ門৬学Ґ՝ఔ
ઐ門৬学Ґ՝ఔ

法学・政࣏学ઐ߈
総合人文学ઐ߈
経済学ઐ߈

લ期՝ఔ システム理工学ઐ߈
 環境都市工学ઐ߈
 化学生命工学ઐ߈
後期՝ఔ 総合理工学ઐ߈

৺理学ઐ߈
৺理ྟচ学ઐ߈（ྟচ৺理ઐ門৬大学院）

外国語教育学ઐ߈

๷災・減災ઐ߈
東アジア文化研究科 ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ） 文化ަব学ઐ߈
ガバナンス研究科 ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ） ガバナンスઐ߈
人間健康研究科 ത࢜՝ఔ（લ期՝ఔ・後期՝ఔ） 人間健康ઐ߈

法૤ཆ成ઐ߈
会ܭ人ཆ成ઐ߈

େ
ֶ
Ӄ

法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部

政策創造学部
外国語学部
人間健康学部
総合情報学部
社会安全学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

社会学科ʜ社会学ઐ߈ɹ৺理学ઐ߈
メデΟアઐ߈ɹ社会システムデザインઐ߈

法学政࣏学科
総合人文学科
経済学科
商学科

政策学科ɹ国際アジア法政策学科
外国語学科
人間健康学科
総合情報学科
安全Ϛωジメント学科
਺学科ɹ෺理・応用෺理学科ɹ機ց工学科ɹిࢠిؾ情報工学科
築学科ɹ都市システム工学科ɹΤωルΪー・環境工学科ݐ
化学・෺࣭工学科ɹ生命・生෺工学科

ֶ

ɹ෦

ਤॻؗ
ཹֶੜผՊ

ത෺ؗ
*5ηϯλʔ
ҭਪਐ෦ڭ

ਪਐ෦ڀݚ
ࣾ会࿈ܞ෦

෦ࡍࠃ

ೖࢼηϯλʔ
ֶੜηϯλʔ
ΩϟϦΞηϯλʔ
ֶੜ૬ஊɾࢧԉηϯλʔ

教育։発支援ηンター
教৬支援ηンター

ηンターܞ࿈׭学࢈
஌ࡒηンター
地Ҭ࿈ܞηンター

国際教育ηンター
グローバル教育イノベーションਪ進機構

高大࿈ܞηンター
イノベーション創生ηンター

関西大学・大阪ҩ科大学・大阪ༀ科大学
ҩ工ༀ࿈環科学教育研究機構

なにわ大阪研究ηンター

日本・&6研究ηンター（ベルΪー）
ւ外ΦϑΟス（上ւ・バンコΫ・台࿷・北京）

ϘランテΟアηンター
ΤΫステンション・Ϧードηンター

経済・政࣏研究ॴ
東西学ज़研究ॴ
ઌ୺科学ٕज़ਪ進機構

法学研究ॴ
ιシΦωοトワーΫઓུ研究機構
人ݖ問題研究ࣨ

ઓུ研究総合ηンター
ҩ工ༀ࿈ܞ研究ηンター
地Ҭ࠶生ηンター
社会ۭ間情報科学研究ηンター

ݚ
ڀ
ॴ
等

˙�ؔ੢େֶ

˙�ؔ੢େֶ�ୈҰߴ౳ֶߍ
˙�ؔ੢େֶ�๺ཅߴ౳ֶߍ
˙�ؔ੢େֶߴ�౳෦
˙�ؔ੢େֶ�༮ஓԂ

˙�ؔ੢େֶ�ୈҰதֶߍ
˙�ؔ੢େֶ�๺ཅதֶߍ
˙�ؔ੢େֶ�த౳෦ ˙�ؔ੢େֶ�ॳ౳෦

3 ઃஔ͢ΔֶߍɾେֶӃɾֶ ෦౳ （2019年度）
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4 ໾һɾධٞһ 2020年3月31日現在

ʢ1ʣ�໾員
理事長 ஑内ɹࡾܒ
学長・理事 ࣳҪɹ࢘ܟ
ઐ຿理事 ໼野ɹलར
ৗ຿理事 安部ɹ善ത 北田ɹ৳࣏
ৗ任理事 ౔ڮɹ良一 寺内ढ़ଠ࿠ 田ɹɹ༟ 良Ӭɹ康ฏ
理事 ੴҪɹᅳஉ 大௶ɹ文༤ ඌ࡚ɹɹ༟ ӂ地ɹཅհ 川北ɹ文༤ Տ田ɹዳত

川ാɹ一成 ೇ見ɹ੖重 村ɹ࿨正׉ ࢙ɹঘݪ܂ 小ઘɹ良޾ 小西ɹलथ
小দཅ一࿠ 佐౻ɹ߂一 高ڮɹஐ޾ 竹内ɹɹ理 田መɹՂ࿠ ׮໦ɹɹߝ
東ڷɹɹ༸ 中ቇɹಓ༃ 野坂ɹതೆ 田ɹ正ढ़ݪ ฏ野ɹɹ੣ দฒɹٱయ
ࢠ໦ɹҸࡾ 山田ɹ୓޾ 山本ɹलथ

؂事 ২田ɹ๕ޫ 小坂༟࣍࿠ 小谷ɹࢠ׮ ౯田ɹɹ進

理事定਺ɿ36 （໊実਺36໊）
؂事定਺ɿ 4 （໊実਺  4໊）

ʢ2ʣ�ධٞ員
議ɹ長 北ౢɹ߂一
෭議長 ਔҪͻろみ
ධ議һ ઙ田ɹඒ明 ɹ重ೋ࠺ޗ 新Ҫɹ㙐彦 Ҫ口ɹढ़ത

஑内ɹࡾܒ ੴҪɹᅳஉ 市ݪɹ༃ٱ Ҷೄɹོ࢙
༞ܓɹ࡚ؠ 大૔ɹɹढ़ 大東ɹ࣏ګ Ԭ本ɹ఩࿨
小川ɹ఩உ ৫戸ɹɹ新 ࢠɹ良࣏ 加੎田ɹത
ยۅɹ新自 加౻ɹɹ୓ 加౻ɹ安޺ 川北ɹ文༤
川࡚ɹɹږ 川㟒ɹ安ষ 川ݪɹ఩෉ ໦Լɹஐ࢙
࿨ɹɹོل ૲川ɹ大造 村ɹ࿨正׉ ޹ඌɹঘ܀
高ɹɹ一߂ 小坂ɹܓ一 小দཅ一࿠ ۙ౻ɹ正ত
ۙ౻ɹ康༤ 佐౻ɹ߂一 ࣲɹɹ健࣍ հܓɹڮࣲ
白໦ɹ成ޫ ਿ本ɹࢤو ۱谷ɹ఩ࡾ ૆෕ߐ༸ೋ࿠
高Ԭɹɹ३ 竹内ɹɹ༸ 竹Լɹެࢹ ٦ɹɹঢ一
田中ɹɹम 田中ɹߞ一 田中ɹୡ໵ 田中ɹ正ت
田中ɹٛত 田中ɹٛ৴ 谷ɹɹਅ明 谷ɹɹ康࢘
田渕ɹ޺政 置ɹӫ一ۄ ౔田ɹɹত అɹɹ༐ೋ
寺内ढ़ଠ࿠ 寺ౢɹൟయ 東ڷɹɹ༸ 中Ҫɹ๜෉
Ӭඌɹढ़一 中川ɹ࣏ݑ 中川ɹៃ෉ 中本ݾ஌෉
ೆ部ɹ༃೭ 西村ɹ఩࿠ 西村ɹ٢ً ృ໦ɹࢠܡ
野理ɹᰉೋ ඿本ɹོࢤ ྛɹلඒ代 ɹɹɹపݪ
㜯内ɹ良明 ౻田ɹউ໵ ɹɹ੣ݪ౻ ਔ޹渕ɹݹ
別႔ɹྃ一 ງɹɹխ༸ લ田ɹ༝ར দ口ɹɹ正
দӬɹɹ明 ࢠ໦ɹҸࡾ ਫ本ɹɹప ߒ本ɹউٶ
ঁ川ɹɹ㑑 ৿Լɹ৳໵ 田ɹ࿨޿ 山田ɹ༱உ
山田ɹ୓޾ 山根ɹɹൟ ٢田ɹɹᦱ ౉ᬑɹହ೭

定਺ɿ95 （໊実਺94໊）

ʢ3ʣ�૬ஊ໾・ސ໰
૬ஊ໾ɹɹ実਺ɿ0໊
問ɹɹɹ実਺ɿ6໊ސ
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5 事຿૊৫ （2019年度）

総 合 ا ը ࣨ

総 ຿ ہ

ࡒ ຿ ہ

管 ࡒ ہ

ॳ 等 中 等 教 育 事 ຿ ہ

梅 田 事 ຿ ہ 梅 田 Ω ϟ ン ύ ス 事 ຿ ࣨ

学 長 ࣨ

研 究 ਪ 進・社 会 ࿈ ܞ 事 ຿ ہ

国 際 事 ຿ ہ

学 事 ہ

高 槻 事 ຿ ہ

堺 事 ຿ ہ

入 試 事 ຿ ہ

学 生 サ ー ビ ス 事 ຿ ہ

Ω ϟ Ϧ ア η ン タ ー 事 ຿ ہ

学 ज़ 情 報 事 ຿ ہ

内 部 ؂ ࠪ ࣨ

ൿ 書 ՝

総 ຿ ՝

ا ը 管 理 ՝

޿ 報 ՝

人 ࡐ ։ 発 ՝

څ 与 ・ ෱ ར ް 生 ՝

東 京 η ン タ ー

管 ࡒ ՝

ࡒ ຿ ՝

出 ೲ ՝

ॳ 等 中 等 教 育 ՝

ୈ一高等学校・ୈ一中学校・༮ஓԂ事຿ࣨ

北 ཅ 事 ຿ ࣨ

ॳ 等 部・中 等 部・高 等 部 事 ຿ ࣨ

学 長 ՝

研 究 支 援・社 会 ࿈ ܞ グ ル ー ϓ
研 究 ॴ 事 ຿ グ ル ー ϓ
ઌ୺科学ٕज़ਪ進機構グルーϓ
地 Ҭ ࿈ 高・ܞ 大 ࿈ ܞ グ ル ー ϓ

国 際 教 育 グ ル ー ϓ
国 際 ࿈ ܞ グ ル ー ϓ
国 際 ϓ ラ ザ グ ル ー ϓ

教 ຿ 事 ຿ グ ル ー ϓ
授 業 支 援 グ ル ー ϓ
学生૬ஊ・支援ηンター事຿グルーϓ
学 部・大 学 院 事 ຿ グ ル ー ϓ
ઐ 門 ৬ 大 学 院 事 ຿ グ ル ー ϓ

高 槻 Ωϟン ύ ス 事 ຿ グ ル ー ϓ

高槻ϛϡーζΩϟンύス事຿グルーϓ

堺 Ω ϟ ン ύ ス 事 ຿ ࣨ

入 試・高 大 ઀ 続 グ ル ー ϓ
大 学 院 入 試 グ ル ー ϓ
入 試 ޿ 報 グ ル ー ϓ

学 生 生 活 支 援 グ ル ー ϓ
঑ 学 支 援 グ ル ー ϓ
ϘランテΟア活 ಈ 支 援グルーϓ
ス ϙ ー π ৼ ڵ グ ル ー ϓ

保 健 管 理 η ン タ ー 事 ຿ ࣨ

ΩϟϦアηンター 事 ຿グル ーϓ
ΩϟϦアηンター理工ܥ事຿グルーϓ

情 報 ਪ 進 グ ル ー ϓ
情 報 ج ൫ グ ル ー ϓ

ΤΫステンション・Ϧードηンター事຿グルーϓ

ਤ 書 ؗ 事 ຿ ࣨ

ത ෺ ؗ 事 ຿ ࣨ

出 ൛ 部 出 ൛ ՝

理事会 常任理事会 法人本部

大学本部

安 全 管 理 ՝

KANSAI UNIVERSITY
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6 行動計画
͍ͯͭʹըܭظ๏ਓؔ੢大ֶの中௕ߍֶ

本法人では、創立130周年を機に、「K6 Vision 2008-2017」に続く長期ビジョンとして「Kandai 
Vision 150」を策定し、2016年の創立ه೦日（11月4日）にެ表しました。
「Kandai Vision 150」では、「学校法人関西大学の将来像（20年）」として、「全体の将来像」とͦれをجに

「教育」、「研究」、「社会ݙߩ」、「組৫ӡӦ」のより具体性のある4つの将来像を、さらにͦれらの将来像をより
実行性のある行ಈܭըにܨげるため、લ൒の10年間における政策目ඪ（学部・研究科・ซ設校では10年ビ
ジョン・政策目ඪ）をܝげています。

,BOEBJ 7JTJPO 150　શମ૾

「Kandai Vision 150」の骨格は学園全体の将来像と4つのテーマで構成する。
内容としては、夢があり、今日的な使命、将来像、価値観といったものが感じられるものとする。

陳腐化を回避するため将来の環境変化を踏まえつつも普遍性のあるものとする。陳腐化を回避するため将来の環境変化を踏まえつつも化を踏まえつつも普遍性のあるものとする。

学園の
理 念

（普遍的理念）
正義を

権力より護れ
学の実化

学理と実際との調和、国際的精神の涵養、
外国語学習の必要、体育の奨励（ ）

今日的に解釈し将来像として提示

学校法人関西大学の将来像（２０年）

多様性の時代を、関西大学はいかに生き抜き、先導すべきか。
全体の将来像

教　　育： 変化を続ける社会に、関西大学はいかなる人材を送り出すべきか。

研　　究： 学の真価を問われる時代に、関西大学はどんな知を提示できるか。

社会貢献： 社会貢献のあり方において、「関大らしさ」はどこにあるか。

組織運営： より柔軟で堅牢な組織となるために、関西大学はどう変わるべきか。

「学校法人関西大学の将来像（20年）」の実現に向け、前期10年のめざすべき方向性を
示したものを「各分野の政策目標（10年）」と位置づける。

各分野の政策目標（10年）

❶教育（大学・大学院）　❷教育（併設校）　❸研究・社会連携　❹国際化　
❺学生の受入れ　❻学生支援　❼就職・キャリア　❽組織運営　　　　　

 ● ステークホルダーが
共有する方向性

 ● 社会に向けた
メッセージ

現　状
2016

将来像を補う
数値イメージ

建学の精神 学　是

2026
10年後 20年後

2036
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Kandai Vision 150の政策目ඪ（10年）をجにして、5年間でୡ成すべき中期行ಈܭըを策定しています。
中期行ಈܭըにおいては、1年目から5年目までの年度୯Ґでの行ಈܭըを立Ҋし、౰֘年度の事業ܭը

へとϒϨーΫμウンさせることにより、確実かつண実にビジョンをਪ進し、本学の充実・発లにܨがるよう
体制を੔උしています。

なお、中期行ಈܭըについては、ຖ年度ローϦング方式により内༰を更新し、୯年度の事業ܭըとϦンΫ
させて、1%$AサイΫルを機能させています。

ɹ2019年度൛として126݅の行ಈܭըを策定し、年度末に理事会でͦの進௙状況が報告されました。
ɹ݁Ռ（˞）の内༁は、
ɹɹᶃ׬ （ྃऴྃ）�12݅ɹɹᶄ׬ �12݅（続予定ܧ）ɿ102݅ɹᶅ஗Ԇ（続予定ܧྃ）
ɹɹᶆ࠶ฤ�0݅ ɹɹɹɹɹ ᶇ中止�0݅
となっています。
ɹなお、2020年度൛中期行ಈܭըについては、本法人のウΣϒサイトにࡌܝしています。

（˞）   ᶃ׬ （ྃऴྃ）ɹ ɿ今年度でܭըどおりऴྃするもの。
ɹɹ  ᶄ׬ 続予定であるが、౰֘年度としては予定どおりܧ年度Ҏ߱も࣍ը期間中でありܭ ɿ （続予定ܧྃ）

年ܭ࣍ըがྃ׬したもの。
ɹɹ  ᶅ஗Ԇ（ܧ続予定） ɿܭը஗Ԇのため࣍年度Ҏ߱にԆ期するもの。
ɹɹ  ᶆ࠶ฤ ɿܭը内༰を全໘的に見௚し、全く新たなܭըとして࣍年度൛を策定し௚すもの。
ɹɹ  ᶇ中止 ɿܭը内༰を全໘的に見௚し、ܭըを中止し׬全に取り止めるもの。

˞予ࢉฤ成方਑にجづき作成する୯年度事業ܭըは、中期行ಈܭըの1年目の内༰をแؚする。

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

政策目標（10年）

中期行動計画　2018 ～ 2022 （5年）

中期行動計画　2019 ～ 2023 （5年）

中期行動計画　2020 ～ 2024（5年）

中期行動計画　2021 ～ 2025（5年）

予算編成方針、事業計画

中期行動計画　2022 ～ 2026 （5年）

中期行動計画　2017 ～ 2021 （5年） ローリング方式により
毎年度見直しを行う。

中期行動計画策ఆͷ͑ߟ方

中௕期計画ͷ࣮行ͷྲྀΕ

2019年度൛中期行動計画ͷਐ௙ঢ়گに͍ͭͯ

KANSAI UNIVERSITY
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1 ҭ事業ڭ
ʢ1ʣ教育ྗのҰ૚の͚ͨ޲ʹ্޲औΓ૊Έ
˔�#:0%ʢ#SJOH�:PVS�0XO�%FWJDFʣͷਪ঑ʹ൐͏ֶशڥ؀੔උ

2019年度入学生から、自཯的に学Ϳྗを育成するために、学生がノートύιコン等をࢀ࣋して学Ϳ
#:0%をਪ঑しています。ϨϙートやϓϨθンテーションࢿྉの作成、学習支援システム（-.S）の活用、
F--FaSninHを用いた自学自習等、日ৗ的な学習活ಈにおいてノートύιコン等の活用を促進しました。
ແઢ-A/、.iDSosoGU 0GGiDF、ウΟルス対策ιϑト、8FCメール、%SoQCoY等をར用できる学習環境の
੔උを行うとともに、hύιコン૬ஊコーナー をɦ全Ωϟンύスに設け、ιϑトウΣアのインストール、
各छ設定等の࣭問に答え、学生の主体的な学びを支援しました。

˔�ΞΫςΟϒɾϥʔχϯάΛଅਐ͢ΔڭҭϓϩάϥϜͷల։
アΫテΟϒ・ラーχングਪ進の一ྫとして「アΫテΟϒ・ラーχング読本」をຖ年度作成してきました。

2019年度はシϦーζ5を発行し、本学だけではなくଞ大学でも޿く活用されています。共通教ཆ科目では、
業等と合ಉで՝題解決に௅Ή1#-型の「ϓロジΣΫト学ا
習」がల։されています。2019年度はا業が๊える実際の
՝題に取り組み、解決策のఏҊだけではなく実ূ実験まで
行いました。ͦ のほか、学生の学びを支援する-Aの育成にも
ૣくから取り組み、ここ最ۙは学内外へのීٴをਤるため、
ଞ大学との合ಉのϑΥーラムをຖ年։࠵しておりました。
2019年度は7大学と࿈ܞして学生アシスタントの育成に向
け取り組みました。

ʹ3ʢ*OTUJUVUJPOBM�3FTFBSDIʣ*ֶڭ�˔ ΑΔֶम੒ՌՄࢹԽͷਪਐ
教学*RϓロジΣΫトでは、学म行ಈ・౸ୡ度のௐࠪやͦの݁Ռを学生にఏࣔするシステムの։発などを

通じて、「学Ґ授与の方਑」において学म成Ռと定めた「ߟಈྗ」のՄࢹ化をਪ進しました。また、これまでの
෼ੳ事ྫをまとめたサンϓル （ूϑΝΫトシートू）を新たに作成したことで、各学部・研究科からの෼ੳ
ґཔが増加するなど、学Ґ՝ఔごとの内部࣭保ূを支援しました。さらに、学長のもとに設置された「内部
࣭保ূਪ進ϓロジΣΫト」内に「大学*Rݕ౼ワーΩンググルーϓ」を設置し、全学的な*Rਪ進に向けて具体的
な体制等のݕ౼を։࢝するなど、大学全体としての内部࣭保ূシステムの実࣭化に寄与しました。

˔�ूதӳ࠲ߨޠʮ,6�*OUFOTJWF�$PNNVOJDBUJPO�$BNQʢ,6*$$ʣʯͷಋೖ
2019年度から新たなϓログラムとして改ฤされた「K6 *nUFnsiWF $oNNVniDaUion $aNQ（K6*$$）」を、

Ն期（2019年9月9日ʙ9月14日）ٴびय़期（2020年2月17日ʙ2月22日）に実施しました。英語での
コϛϡχέーションにۤ手ҙ識のあるॳ৺ऀ向けの(FnFSaMコースと、ւ外留学やւ外でのब৬をҙ識
した上ऀڃ向けのAdWanDFdコースの2コースを設定し、いずれもಛ任外国語ࢣߨが担౰して、ಛ৭ある
内༰構成で全ٛߨを英語で行いました。国内で手ܰにl留学体験zできるϓログラムとして学生のध要も
高く、ࢀ加ऀ਺はՆ期78໊、य़期71໊といずれの日ఔも定һを超える申しࠐみがありました。

事業ͷ֓ཁⅡ

他大学との合同フォーラムの様子
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࢝৬՝ఔʹ͓͚Δ৽՝ఔͷ։ڭ�˔
教育৬һ໔ڐ法ٴびಉ施行نଇの改正に൐い、2019年4月1日から、新たに教৬՝ఔコアΧϦΩϡラムの

内༰をؚΉ新՝ఔがスタートしました。今ճの改正では໿20年Ϳりにཤमすべき事߲の見௚しが行われ、
小学校の英語教育、*$5を用いたࢦಋ法、ಛ別支援教育の充実等が新たに加わりました。本学においても

「ಛ別支援教育論」ٴび「総合的な学習の時間のࢦಋ法」の2科目を新設しました。また྆科目については
新՝ఔ対৅のฤ入学生がいることから、教学上の഑ྀにより1年લ౗しで2020年度に։ߨすることと
しました。Ҿき続きࢿ ・࣭能ྗの高い教һを送り出していくことを目ࢦします。

˔�ཤमূ໌ϓϩάϥϜʮւ֎ϏδωεϚωδϝϯτ࠲ߨʯͷల։
「ւ外ࢠ会社の経Ӧを担う人ࡐをཆ成する大学院教育ϓログラム」（通শ「ւ外ビジωスϚωジメント

たせた教育ϓログラムです。2019年度は࣋性をܥは、学校教育法のཤमূ明制度にଇり、科目に体（「࠲ߨ
社会人14໊が౔༵とฏ日໷間を活用し、梅田Ωϟンύスで実຿に໾立つ理論や実ફ஌の習得に೤৺にྭみ、
120時間Ҏ上の科目を学मした受ߨ生にはཤमূ明書をަ෇しま
した。また、2018年度からް生࿑ಇলの認定を受け、一定の要݅を
ຬたしたݸ人には受ߨྉの最大7ׂの教育訓࿅څ෇ۚが支څされる
ことになりました。さらに、受ߨ生を೿ݣする事業主には受ߨྉの
一部がॿ成される人ࡐ։発支援ॿ成ۚの対৅となっています。社会人
が一層受ߨしやすい環境を੔え、ݸ人の成長とا業の発లにݙߩして
いきます。

ʢ2ʣଟ࠼ͳࡍࠃԽࣄ業のਪਐ
˔�ҟจԽ理ղͷͨΊͷڞमɾڥ؀ॅڞͷ੔උ

.i-RooN（.VMUiMinHVaM *NNFSsion RooN）は、日本人学生と留学生のަྲྀや外国語で活ಈする৔と
して設置されています。担౰教һと(5A（(MoCaM 5FaDIinH AssisUanU）により英語をはじめ、さまざまな
国のݴ༿やҟ文化理解を促進するϓログラムを千里山Ωϟンύスと堺Ωϟンύスで実施しており、年間
ར用ऀは10
479 （໊2018年度ൺ1
096໊増）となりました。また、4つの国際学生ྈにおいては、留学
生の日ৗ生活をサϙートするϨジデント・アシスタント（RA）が入ྈし、さまざまなアΫテΟビテΟを
ը・ӡӦすることにより、ྈ生間のҟ文化ަྲྀを促進しています。2019年度はलྷྈに加え、ೆا 千
里国際ϓラザ留学生ྈでも.i-RooN活ಈを拡大実施しました。

˔��จ෦Պֶলʮॅڥ؀ɾब৬ࢧԉ౳ཹֶੜͷडೖΕ࣮ॆڥ؀事ۀʢ$"3&4�0TBLBʣʯɺʮཹֶੜ
ब৬ଅਐϓϩάϥϜʢ46$$&44�0TBLBʣʯͷల։
$AR&S-0saLaはҕୗ事業としての最ऴ年度をܴえ、12月にシンϙジウムを։࠵し、本学とಉ༷に事業

をਪ進する5ڌ点が各ʑの取り組みを報告しました。
S6$$&SS-0saLaでは、2019年度も「S6$$&SS-0saLa 'VUVSF %FsiHn」を留学生10໊とا業7社の

業ا、加により実施しました。今年度のテーϚは「外国人留学生による大阪・関西のS%(͂՝題解決」としࢀ
と留学生で構成する5νームはͦれͧれが՝題を設定し、໿൒年間の՝題解決型インターンシοϓに取り組み
ました。1月には梅田Ωϟンύスにおいて最ऴ発表会を։࠵し、200໊を超えるࢀ加ऀのલで、各νームが最
ऴ報告を行いました。

「海外経営のための企業会計入門」の授業風景

KANSAI UNIVERSITY
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˔���จ෦Պֶলʮେֶͷੈքల։ྗڧԽ事ۀʢ$0*-ڭܕҭΛ׆༻ͨ͠ถࠃ౳ͱͷେֶؒަྲྀ�
ԉʣʯͷల։ࢧ੒ܗ
5年ܭըの2年目にあたる2019年度は、グローバル教育イノベーション

ਪ進機構（**(&）において、$0*-の授業を受けた学生の教育ޮՌをূݕする
アηスメントルームの設置、$0*-を実ફする教һをϚονングするサイト
*NNFSsF6の構築といったج൫੔උを行いました。*NNFSsF6のར用方法や
教育ޮՌを測るサイト#&V*と$0*-を༥合した教育手法など、$0*-に関する
さまざまなٕ法・஌識をम得できるトϨーχングϓログラム、ηϛナー、ワーΫ
ショοϓ等を国内外で実施しました。

$0*-型教育を活用したϓログラムとしては、8月に日本・ؖ 国・ロシアを
周༡する大型٬ધに世界中の学生が一ಊに会する6.A1-$0*- +oinU 
)onoSs 1SoHSaNを実施しました。また、$0*- 1MVs 1SoHSaNを։発し、
国際部主࠵の೿ݣϓログラムを2月に実施したほか、学部・研究科においても$0*-型教育を活用した೿ݣ・
受入ϓログラムが行われました。

˔���ླཱྀ ֶੜडೖϓϩάϥϜͷల։
国際部では各छ受入ϓログラムを実施しています。「日本語・日本文化教育ϓログラム進学コース（留学生

別科）」は、य़学期は9Χ国・地Ҭから117໊、ळ学期は11Χ国・地Ҭから164໊と安定的に定һを確保して
おり、「日本語・日本文化教育ϓログラム語学留学コース」では年間Ԇべ15໊を受け入れました。また、୹期
ϓログラムとして、「日本語・日本文化教育ϓログラム୹期語学研मコース」は、Ն期2ճ、ౙ期1ճ実施し、
英語でઐ門科目を学Ϳ「SVNNFS�8inUFS SDIooM aU Kansai 6niWFSsiUZ」では、S%(sをテーϚとした
科目やインターンシοϓ等のಛ৭ある内༰で実施しました。

˔�೿ֶཹݣϓϩάϥϜͷଟ༷Խ΁ͷରԠ
グローバル化の進行と学生のχーζに合わせ、ϓログラムをଟ༷化させつつ、留学ϓログラム全体の࣭

向上をਤっています。
語学ηϛナーでは、୯なる語学研मにとどまらず、*5やビジωスなどಛ定の෼野にԊった現地活ಈを੝り

ݣの୹期೿ࢹんだり、ւ外体験ϓログラムでは、S%(sをΩーコンηϓトにਾえるなど、コンテンπ重ࠐ
ϓログラムをల։し、留学ϓログラムの࣭向上をਤりました。

中長期の留学ϓログラムでは、ւ外のڠ定大学でઐ門෼野を学Ϳަ׵೿ݣ留学の೿ऀݣ਺をഒ増させる
とともに、認定留学では、各大学でఏڙされる実ફ活ಈをηοトにしたϓログラムをల։しています。

˔�ֶੜͷϞϏϦςΟ͢ࢿʹ্޲Δֶश঑ྭ੍౓ͷݟ௚͠
「Kandai Vision 150」の国際化に関する政策目ඪ1「インターΧルνϡラル・イϚージョンΩϟンύス

の構築」ٴびಉ2「世界を෣台に活༂する学生の育成」の実現のため、国際ަྲྀॿ成ۚجによる঑学ۚ制度
の見௚しを実施しました。新制度は、国අ等留学生をはじめとして༏लな外国人留学生の֫得や、本学学生
のւ外留学支援等を目的としており、10छྨのڅ෇঑学ۚによる学習঑ྭ制度がスタートしました。

UMAP-COIL Joint Honors Program
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˔�೔ຊɾ&6ڀݚηϯλʔΛڌ఺ͱͨ͠֎ࠃେֶͱͷڞಉڀݚͷల։
本学とԤभの大学との共ಉ研究や学ज़ަྲྀのਪ進を目的として6ni-i0/に加ໍするとともに、2006年に

ルーϰΣン大学（ベルΪー）に設置した「関西大学日本・&6研究ηンター」をڌ点として、本学に関する情報
発৴やԤभにおける研究情報のऩूを行いました。

また、2019年ळから国際共ಉ研究・申੥書作成支援担౰の6RAを任用し、ಉηンターとの࿈ڧܞ化をਤ
るとともに、Ԥभの大型研究අや日Ԥ共ಉの研究අ申੥のための研究ڌ点ܗ成を進めました。

ʢ3ʣଟ࠼ͳֶͼのల։
˔�੓ࡦ૑଄ֶ෦ʹ͓͚Δ৽نւ֎ӳݚޠम

政策創造学部では、国際社会に通用する語学ྗをͪ࣋、グローバルなࢹ野に立って活༂できる人ࡐ育成を
目ࢦしたϓログラムの一環として、今年度新たにタイのνΣンϚイ大学にてւ外英語研मを実施しました。
英語の授業だけではなく、νΣンϚイ大学の教һによるS%(sに関するٛߨや現地ا業の๚問、文化体験
などಛ৭あるϓログラムをఏڙし、13໊の学生がࢀ加しました。

ࢪͷ࣮ۀ೦事ه෦૑ઃ��प೥ֶޠࠃ֎�˔
外国語学部は創設10周年をܴえ、10月11日にχϡーサウスウΣールζ大学のアンデΟ・ガΦࢯを

招へいし、「0QFn nFX dooSs in MiGF UISoVHI MFaSninH ManHVaHFs」のه೦ߨԋ会を行いました。また、
ཌ日にはه೦式యٴびߨԋ会を予定していましたが、台෩19号の上཮によるߥఱのため行事を中止しま
した。代ସ行事として、12月20日に式య౰日にߨԋいただく予定であった、つく͹ݴ語ٕज़教育研究ॴ長
のࡾ৿Ώりかࢯを招へいし、「外国語のૅجとしてඞ要な日本語スΩル」のߨԋ会を行い、外部からもଟ਺の
ௌऀߨがありました。 

このほか、東京ηンターにおいて、8月には竹内理教授による「新学習ࢦಋ要ྖと英語の授業作りʵ小中高
一؏のࢹ点から」、9月には八ౡஐࢠ教授による「外国語学習とコϛϡχέーションのಈ機についてߟえる」
のߨԋ会を行いました。

˔�γεςϜ理ֶ޻෦ʹ͓͚Δ"*ɾ*P5ڭҭγεςϜͷߏங
システム理工学部では、「Kandai Vision 150」の「政策目ඪ1」と「学部のビジョン・政策目ඪ」にجづき、

を「し、高校ŋ大学のデータサイΤンス教育にॊೈに取り組める教育システムの構築ܞび高校と࿈ٴ業ا」
2017年度にܭըしました。

2019年度はΦーϓンラϘ、研究体験ŋ見学会、データサイΤンス育成ϓログラムઆ明会、A*ŋ*o5イン
ターンシοϓ（1anasoniDג式会社）等の実施と、2020年度からシステム理工学部 ిࢠిؾ情報工学科に
おいてA*人ࡐを創出する「データサイΤンテΟスト育成ϓログラム」を教育՝ఔとするΧϦΩϡラムの変更
を実施しました。

本事業は今後、システム理工学部内の各学科にॱ࣍拡大していく予定です。

KANSAI UNIVERSITY
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˔�理ֶܥ޻෦ɾ理ڀݚֶ޻Պʹ͓͚ΔࡍࠃԽϓϩάϥϜͷ֦ॆ
理工ܥ学部・理工学研究科では、ւ外でのଟ༷な活ಈを通じて学生の社会性、国際性ٴび主体性をཆう

ことを目的とした「グローバル人ࡐ育成ϓログラム」を実施し、2019年度は台࿷、タイ、アメϦΧ、ドイπ、
ϙーランドの大学に合57໊ܭを೿ݣしました。2019年度からは$0*-を取り入れた理工ܥ学部�研究科
ϓログラム（$0*- 1MVsϓログラムとの࿈ܞ）も実施し、理工ܥ学生のグローバル人ࡐ育成の促進につな
げています。

また、受入ϓログラムでは台࿷、タイ、香ߓ、アメϦΧ、ϙーランド、ドイπ、デンϚーΫの大学から28໊の
留学生を受け入れました。日本にいながら英語に৮れ、国際ަྲྀができる環境が੔いつつあります。

さらに、Ϊーηン大学（ドイπ）との「μϒル・デΟグϦー・ϓログラム」により、2019年度は理工学
研究科で1໊を受入れ、2020年度からは理工学研究科からॳめて学生（2໊）をΪーηン大学へ೿ݣし
ました。今後はさらなる「μϒル・デΟグϦー・ϓログラム」の拡充をਪ進していく予定です。

˔�ΨόφϯεڀݚՊʹ͓͚Δཤमূ໌ϓϩάϥϜͷॆ࣮
ガバナンス研究科では、লྩ改正を受けて「地Ҭ政策コーデΟωーターをཆ成する大学院教育ϓログ

ラム」（ཤमূ明ϓログラム）のमྃ要݅をこれまでの120時間Ҏ上から60時間Ҏ上に変更しました。
これを受けて科目౷合等、ΧϦΩϡラムの੔උを行い、2019年度は5໊の社会人が受ߨしました。

˔�૯߹情報ֶ෦૑設25प೥ه೦ࣄ業の࣮ࢪ
2019年4月に学部創設25周年をܴえ、25年のาみとして、h関西大学 総合情報

学部 創設25周年ه೦ࢽ をɦ発行しました。ه೦事業としては、ه೦シンϙジウム等を
։࠵するとともに、2019年4月28日には、大学関ऀ܎、学外関ऀ܎ฒびに総合情報
学部ಉ૭生を招いてϓロジΣΫションϚοピングなど総合情報学部らしいө像を
用いたه೦式యをڍ行し、ະ来へ向けてさらなる発లを願いました。式య後は大ಉ૭会
が։࠵され、各छイベントも։࠵され、੝会ཪにऴྃしました。

˔���ਓֶ݈ؒ߁෦ʹ͓͚Δ஍ҬͱͷؔΘΓ߹͍Λ௨ͯ͡ల։͞ΕΔ1#-ʢ1SPKFDU�#BTFE�
-FBSOJOHʣͷ࣮ફ
体験学習法（アドベンνϟーϓログラム）によるνームビルデΟングをج൫とし、৴པできる஥間との

自༝でϑラοトな議論をੵみ上げ、さらには、堺Ωϟンύスۙྡの地Ҭ社会の方ʑとのڠಇによって、
コϛϡχテΟの具体的な՝題解決をલ進させる1#-（1SoKFDU #asFd -FaSninHɿڠಉ学習）をෳ਺の
授業や堺市との地Ҭ࿈ܞ事業でల։しました。

具体的には、堺市堺区との࿈ܞによる「自సं」を࢖った地Ҭ活性化の取り組みや地ݩ自࣏会とྡ઀する
模災害の発災を想定したシϛϡϨーション訓࿅とワーΫنಇにより、大ڠ࿈合会との࣏ๅ校区自ࡾ
ショοϓ等を実施しました。事業（ϓロジΣΫト）を׬਱する経験が主体的に՝題に取り組Ή「学び」につな
がり、学生はྗߟࢥや൑அྗ、表現ྗを習得しました。

記念誌の表紙
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ʢ4ʣઐ໳৬大ֶӃʹ͓͚ΔऔΓ૊Έ
˔��৽͍͠๏૤ཆ੒ϧʔτͷ੍౓Խʹ͚ͨ޲๏ֶ෦ͱͷ͞ΒͳΔ࿈ڧܞԽฒͼʹڭҭͷ্࣭޲
औΓ૊Έ͚ͨ޲ʹ
法科大学院では、新しい法૤ཆ成ルートの制度化に向け、「法科大学院の教育と࢘法試験等との࿈ܞに

関する法཯」にجづき法学部と法૤ཆ成࿈ڠܞ定をక݁し、ͦ れが文部科学大ਉからద౰であるࢫの認
定を受けました。これにより、法学部の設置する「関西大学法૤コース」と法科大学院による5年一؏〔学
部3年（ૣ期ଔ業制度をར用）ɹ 大学院2年（法学طमऀコース）〕のஈ階的かつ体ܥ的な法૤ཆ成教育がՄ
能となりました。 

また、教育の࣭の向上に向け、大阪大学法科大学院との࿈ڠܞ定にجづく'%の共ಉ実施、共ಉ։ߨ授業
科目「࿈ٛߨܞ」のҡٴ࣋びͦの拡大に向けたηϛナー（民事ૌু法）の実施、୯Ґ׵ޓ科目の拡大等の取り
組みを行っています。

˔�会ܭઐ໳৬େֶӃվֵʹ͚ͨ޲औΓ૊Έɹ
会ܭઐ門৬大学院のن模のద正化が実施され、これまで70໊であった入学定һが2018年度入学生から

40໊に࡟減され、2019年度に׬成年度をܴえました。会ܭઐ門৬大学院改ֵূݕҕһ会が策定した改ֵ
の工ఔ表にଇり、ݒҊであった教һ人事は、ઐ任教һ2໊を、経済学部、商学部とͦれͧれμϒルΧウン
ト（݉຿）することが決定しました。また、入学定һద正化の実ޮ性を上げるべく授業時間ׂฤ成ٴび授業ӡ
Ӧを行い、かつެ認会࢜ܭ試験合֨ऀ増に向けた՝外࠲ߨ改ֵを実施しました。2019年ެ認会࢜ܭ試験
においてはमྃ生をؚめて11໊が合֨しました。

また、2018年度にҾき続き梅田Ωϟンύスにおいて、ห࢜ޢ、ެ 認会࢜ܭ、੫理࢜、社会保ݥ࿑຿࢜など
の実຿Ոをࢣߨにܴえ、会ܭઐ門৬大学院在学生はもとより、社会人のϦΧϨント教育にもࢿする正՝授
業科目をଟ਺։ߨしました。

˔�৺理ྟচηϯλʔͷ৽ͨͳࣾ会ݙߩ事ۀʹ͍ͭͯ
2019年1月に梅田と千里山の2ΧॴにあったΧウンηϦングルームが1つに౷合され、2019年度は、

施設໘が大෯に充実して׬成した新たなΧウンηϦングルームが本֨࢝ಈする年度となりました。
これまでҎ上に、৺理ྟচηンターのଘ在を周ล地Ҭの方ʑに஌っていただき、ΧウンηϦングを਎ۙな

ものとしてར用いただけるよう、ब学લの༮ࣇとͦの保ऀޢを対৅としたηϛナーやアートηラピー
をऴ݁したঁ性を対৅としたグルーϓ໘઀など、ଟ༷な取り組みを行いました。また、Χウンྍ࣏不೛、࠲ߨ
ηϦングルームの޿報を「市報すいた」にࡌܝし、吹田市民への認஌度の向上もਤりました。

KANSAI UNIVERSITY
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2 事業ڀݚ
ʢ1ʣڀݚ水४のߴ౓Խͱ֎෦ࢿ金֫ಘʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ
ԉମ੍ͷ͞ΒͳΔਪਐࢧ"౓ͳઐ໳ੑΛ༗͢Δ63ߴ�˔

6RAによる支援体制については、研究の国際ల։やւ外からの外部ۚࢿの֫得、ωοトワーΫܗ成支援
を担う国際共ಉ研究担౰6RAを新たに഑置し、国際ઐ門性をڧ化しました。また、科研අをはじめとする
外部֫ۚࢿ得支援については、ै 来の支援活ಈに加え、ए手研究ऀ向けの外部ۚࢿ申੥を支援するϓロ
ジΣΫトを組৫し、6RA・コーデΟωーター・事຿৬һによる一体的な支援をల։しました。

科研අの֫得実績については、新نとܧ続՝題を合わせた࠾୒਺が303݅とલ年度ൺ16݅の増、࠾୒
ֹۚは551
830千ԁとલ年度ൺ1
100千ԁの増となりました。

6RAのاըにより、学内の研究ऀを対৅に、෼野を超えた研究ऀϚονングを支援する新たな取り組み
として、ҟ෼野༥合研究応援ϓログラム「'6S*0/サロン」を実施し、新たな共ಉ研究につなげる研究ަྲྀの
৔をܗ成しました。

また、6RAの全国組৫である「Ϧサーν・アドϛχストϨーターڠ議会（RAڠ議会）」では、本学6RAが
Φーガナイザーとして「S%(sに大学はどうݙߩしていくかʁ」というηοションを主࠵し、本学のS%(s
への取組事ྫの発৴に寄与しています。このほか、理工ܥ学部のシーζをもとに文ܥ学部の学生が新たな
Ձ஋をఏҊするアイデア༥合ϓログラム「i-'6S*0/」の実施やA*をテーϚとしたηϛナーの։࠵など、
研究ऀの研究活ಈの活性化と研究成Ռの発৴を促進し、大学の研究ྗの向上にݙߩしています。

˔�ୈ��ճઌ୺Պֶٕज़γϯϙδ΢Ϝͷ։࠵
ઌ୺科学ٕज़ਪ進機構では、1年間の研究ϓロジΣΫト活ಈの

成Ռを൸࿐するため、1月23日、24日にシンϙジウムを։࠵しま
した。メインテーϚを「いのًͪくະ来社会へのݙߩɹʵଟ༷で健康
な生き方の追ٻʵ」とし、ಛ別ߨԋでは、本学の研究ϒランデΟング
事業（K6.1）の研究代表ऀである化学生命学部の大໼༟一教授に
よるಛ別ߨԋが行われました。2日間で22݅の学外招待ߨԋ、21
݅のηοション、72݅のϙスターηοションを行い、今ճは、K6.1
のシンϙジウムとࡾ大学ҩ工ༀ࿈環科学教育研究機構研究発表会がͦれͧれಉ時։࠵され、࢈業界等学
内外から໿900໊の方ʑにࢀ加いただきました。本学のઌ୺科学ٕज़シーζが஫目され、本シンϙジウ
ム։࠵のਅՁが発شされています。

ʢ2ʣ୎ӽͨ͠教育ڌڀݚ఺のܗ੒ଅਐ
˔��,6�4."35�130+&$5ʮਓʹಧ͘ʯؔ େϝσΟΧϧ
ϙϦϚʔʢ,6.1ʣʹ ΑΔະདྷҩྍͷ૑ग़
本ϓロジΣΫトは、2016年度文部科学ল私立大学研究

ϒランデΟング事業の4年目です。
研究໘では、実施ܭըにجづきॱௐに進௙しており、研究ス

テージ向上に൐い、研究成Ռであるҩྍࡐث・ҩྍシステムの
実用化を目ࢦした活ಈも行っています。

先端科学技術シンポジウムポスターセッションの様子

第41回日本バイオマテリアル学会ランチョンセミナー
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、く周஌を行い޿報໘では、ҩ学部のない本学でҩྍに関わる研究を行っている点を受験生向けに޿
2019年度からK6.1型A0入試の合֨ऀが入学しました。また、日本バイΦϚテϦアル学会のランνョ
ンηϛナーにおいて研究代表ऀの大໼教授が本事業を঺հし、ଟくの研究ऀが೤৺にࣖを܏けるなど、学
外の研究ऀに対し、認஌度の向上を目ࢦした޿報を行いました。

˔��ΦʔϓϯɾϓϥοτϑΥʔϜ͕։ؔ͘େͷ౦ΞδΞจԽڀݚʢ,6�03$"4ʣ
本ϓロジΣΫトは、2017年度に文部科学লの࠾୒を受けて

スタートし、研究のϦιース・グルーϓ・ノウϋウ・成Ռ、これら4つの
Φーϓン化を目ࢦして活ಈをల։しています。

2019年度は、東アジア文化研究Φーϓン・ϓラοトϑΥームシス
テムをՔಇさせ、国際֨ن***'（トϦϓルアイΤϑ）に४ڌした、
東アジア文化に関࿈するデジタルアーΧイϒについて、࣭ ・ྔ ともに
充実をਤり、国際シンϙジウムも։࠵しました。

またॳめての試みとして、バνΧンਤ書ؗにऩଂされている日本
関࿈࢙ྉのデジタル化に向けて、ΫラウドϑΝンデΟングを活用することとしました。

、を本学のϒランドとして確立するため「Ҿする関西大学ݗ世界的な東アジア文化研究を」、報໘では޿
ΦーϓンΩϟンύス等において、本ϓロジΣΫトの活ಈの一୺を঺հするなど、学生や一ൠ市民に向けて、
認஌度の向上をਤりました。

˔���จ෦Պֶলʮཱࢲେֶઓུతجڀݚ൫ܗ੒ࢧԉ事ۀʯͷ࠾୒Λड͚ͨϓϩδΣΫτ͕ઌ୺ڀݚ
Λਪਐ
文部科学লň私立大学ઓུ的研究ج൫ܗ成支援事業ŉに、本学はこれまでに22݅が࠾୒されており、

全私学中、ୈ1Ґの実績をތっています。本事業は制度改ฤに൐い、最ऴ年度となります。
˙����೥౓ʹల։தͷཱࢲେֶઓུతجڀݚ൫ܗ੒ࢧԉ事ۀϓϩδΣΫτ
ؒظڀݚ ฼ମ૊৫ ૊৫ڀݚ ϓϩδΣΫτ໊ڀݚ

2015-2019 ઌ୺科学ٕज़ਪ進機構 ナノ・ϚイΫロϢχοトݩ࣍3 ナノ・ϚイΫロ構造の創成とバイΦϛメテΟΫス・ҩྍへの応用ݩ࣍3

˔���ιγΦωοτϫʔΫઓུߏػڀݚͷػೳڧԽ
ιシΦωοトワーΫઓུ研究機構は、2019年度からの文部科学ল「共ಉར用・共ಉ研究ڌ点事業」の認定

更新を受けました。
研究ऀコϛϡχテΟにさらに։かれたڌ点として発లさせるため、ै 来のެื研究制度を見௚して、

学内外の研究ऀがࢀ加するެื՝題研究を拡充し、2019年度は8݅を࠾୒しました。また、大阪大学社会
経済研究ॴと࿈ܞに関する֮書をక݁し、共࠵ηϛナーの։࠵などڌ点事業ಉ࢜の࿈ܞを։࢝しました。
さらにެ式5XiUUFSの։設やϓϨスϦϦースの発৴などのੵۃ的な研究޿報も新たに行い、ෟ置研究ॴと
しての研究機能をڧ化しました。

バチカン図書館閲覧室
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3 ։͔Εͨେֶ事業
ʢ1ʣകాΩϟϯύスࣄ業のऔΓ૊Έ
˔�スλーτΞοϓࢧԉࣄ業のల։

してスタートܞ続的に業຿ఏܧ式会社関西5S65A:Aとג業・創業ऀを育成支援するためにى代の࣍
アοϓΧϑΣ大阪をӡӦしました。2019年10月に։設3周年をܴえ、2020年3月末のྦྷܭ૬ஊऀは
։設Ҏ来Ԇべ3
321໊、イベント։࠵もԆべ686݅・11
016໊のࢀ加ऀとなりました。また、2019年度
は学生のى業ՈϚインドをৢ成するためにا業と࿈ܞして໿3Χ月間のアントϨϓϨナーシοϓ育成ϓロ
グラムを実施し、24໊の学生がࢀ加しました。ซせてՆ期ٳ業期間中にΧンϘジアฒびにベトナムで
実施した新ن事業体験ϓログラムには合19໊ܭの学生がࢀ加しました。

˔�ҟ業छަྲྀサϩϯࣄ業のల։
本学教৬һ、校༑をはじめ、一ൠ社会人が人的ωοトワーΫを拡充して新しいイノベーションをىこす

ことをاਤして։設したҟ業छަྲྀサロンについては、2020年3月末の入会Ԇべ人਺は749໊、ୀ会ऀ
をআいた実会һ਺は519໊となりました。サロン会һ૬ޓ間のコϛϡχέーションの活性化をはかり新
しい事業創生の機ӡを期するため、ै 来のަྲྀϓログラムに加えて会һ自らの஌見や事業を発৴する行
事等の։࠵を増やしてҟ業छަྲྀを促進する機会を増やしました。

˔�ࣾձਓ教育ࣄ業のల։
2019年度より社会人のϦΧϨント教育ٴび生֔学習ϓログラムとして梅田Ωϟンύスで։࠵する

学内の各छϓログラムを「関西大学ΦーϓンΧϨοジ梅田.F R*S&」としてϦϒランドしてల։しました。
梅田Ωϟンύス主࠵行事としてはՏ田๷災क़、ധԂݹయ࠲ߨ、Τンジχアのための人工஌能࠲ߨૅج、
ナイトϛϡージアム、みらいず文学क़、)A$$1トϨーχングηϛナー、ビジωススΩルと&*։発ηϛナー、
ϛωルバ大学式ߟࢥ法Τοηンシϟルηϛナーなどଟ༷に։࠵しました。さらには、ެ ӹࡒ団法人京都高度
ٕज़研究ॴと࿈ܞしてビジωスύーιン対৅のビジωスデザインスΫール、ࣇಐ・༮ࣇ対৅にઌ進的教育
ϓログラムఏڙをاਤする5-K*%SシΣアスΫール梅田KA/%A* .F R*S&を新たに։ߨしました。

ʢ2ʣ౦ژηϯλーのऔΓ૊Έ
東京ηンターでは、ͦ の立地を活かした学生の活ಈ等の支援、関東地区における本学の認஌度向上に向け

छʑ事業をల։しています。
2019年度は、本学の関東地区の方ʑに本学を਎ۙに感じてもらう目的で、ത෺ؗによる࿈࠲ߨܞ

「஝Ի機でௌくS1Ϩコードコンサート」（ฏ成31年度文化ி 地Ҭのത෺ؗを中֩としたΫラスターܗ成
事業）を10月4日に։࠵し、60໊のࢀ加がありました。

また、本学の学ज़研究においてݦஶなݙߩをされたौ୔խ英ࢯへの໊༪ത࢜ଃఄ式を東京ηンターで
ࣥり行い、ͦ の際にはテϨビ会議システムを活用して、千里山Ωϟンύスの大学院生との࣭ٙ応答を行う
ことで、東京ηンター機能の新たなଆ໘を創出しました。
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ʢ3ʣ4%(Tのਪਐ
2015年9月の国࿈サϛοトで࠾୒された「࣋続Մ能な։発のための2030アジΣンμ」でܝげられた

世界目ඪ「S%(s（࣋続Մ能な։発目ඪ）」のୡ成に向けて、学長のもとに「S%(sਪ進ϓロジΣΫト」を
設置し、෼野ԣஅ的でଟ࠼な活ಈをਪ進しています。

2019年度は、S%(sの理೦・内༰をਫ਼ࠪし、「S%(sに関する関西大学の行ಈࢦ਑」を策定してެ表しま
した。また、S%(sਪ進ϓロジΣΫトの具体的な活ಈとして、S%(sに関するҙ識ௐࠪアンέート、関西大学
S%(sϑΥーラム、各部ॺのΤコϚωージϟーを対৅としたS%(s研म会、大阪府大・大阪市大・本学の࿈ܞ
によるS%(sシンϙジウムなどを実施するとともに、教৬һと学生がともに学ͿS%研मϓログラム、本学
ਤ書ؗによるさまざまな取り組みにもྗڠしました。

なお、これらの取り組みについては、ϦχϡーアルしたウΣϒサイトにて޿く情報発৴しました。

ʢ4ʣڠఆʹͮ͘ج大ֶؒ࿈ࣄܞ業のਪਐ
法政大学、明࣏大学との࿈ܞ事業については、3大学の։学のݯىとなったϘアιナードത࢜に関࿈する

८ճలࣔٴびシンϙジウムを、6月に本学を会৔として։࠵しました。また、法政大学との国内留学・୯Ґ
。できることとなりました࢝がॱௐに進み、2020年度から։ܭについて、ઌ方との制度設׵ޓ

津田क़大学との࿈ܞ事業については、ライテΟング支援に関する合ಉϑΥーラムを12月に実施、さらに
今後の共ಉ研究やθϛަྲྀのܖ機となるように、྆ 大学の教һと学生による合ಉθϛを2݅実施しました。
2020年度Ҏ߱の共ಉ研究につながるՄ能性も見ࠐめるところです。

また、෢庫川ঁࢠ大学との࿈ܞ事業については、2019年度より本学学生に։์された「保育࢜試験対策
ಛ別࠲ߨ」の実施、ਤ書ؗの૬ޓར用、Ϋラϒ間のަྲྀ試合等も活発に行われ、実࣭的な࿈ܞが進లしてい
ます。

ʢ5ʣࣾ ձ࿈ܞ෦の׆動
˔�産ֶ׭࿈ܞηϯλーɺ஌ࡒηϯλーٴͼΠϊϕーγϣϯ૑ੜηϯλーの׆動

業との受ୗ・共ಉ研究のاコーデΟωーターが中৺となってܞ学࿈࢈、ηンターにおいてはܞ࿈׭学࢈
ௐ੔・ަ বを行い、外部ۚࢿを֫得・研究成Ռの実用化につなげる活ಈをల։しました。

研究成Ռを対外発৴するٕज़シーζूについては、2018年度にҾき続きS%(sのロΰへの対応をܧ続・
拡充するとともに、「イノベーション・ジϟύン」をはじめとするさまざまなలࣔ会で഑෍し、ޮ Ռ的な
アピールに౒めました。

また、2019年度は、コーデΟωーターٴび̧̪̖ฒびに社会࿈ܞ担౰ٴび研究支援担౰の事຿৬һが
一体となって、研究成Ռの発۷から外部֫ۚࢿ得まで、研究ऀをいかにサϙートするかについてݕ౼する
ϓロジΣΫトを立ͪ上げ、ܧ続的なݕ౼を重Ͷました。

外部ۚࢿの受け入れ制度については、新たに「関西大学ٕज़૬ஊ・学ज़ࢦಋに関する取ѻنఔ」を制定しま
した。

஌ࡒηンターにおいては、研究成Ռのద正なݖར化をਤるため、஌ࡒ担౰によるಛڐௐࠪ、ಛڐの出願
ҡ࣋管理業຿ٴびܖ໿管理を行いました。

また、学生に対する஌ࡒインターンシοϓの取り組みについて、文ܥ学生のࢀ加もଟいことからಛڐ
だけでなく、商ඪもΧϦΩϡラムに入れるなど、ϓログラムの充実をਤりました。

KANSAI UNIVERSITY
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イノベーション創生ηンターでは、લ期後期合わせて5ճのए手ى業ՈによるイノベイターζトーΫを
։࠵し、学生のى業Ϛインドのৢ成に౒めました。ซせて、ઌ進的な取り組みを行うا業を2社๚問し、会社
見学や取り組みのઆ明、ワーΫショοϓを行いました。また、理工ܥの研究成Ռをجにしたビジωスアイデ
アコンテストを実施し、最༏लऀはͦのଞの学内外のビジωスϓランコンテストにも出৔しました。

さらに、新たに「イノベーション創生ηンター研究設උٴび機ثのି与に関する取ѻنఔ」を制定しま
した。

˔�ʮؔ੢大ֶϕϯνϟー育੒ϓϥοτϗーϜʯʢ,6�61ʣのਪਐ
本学がこれまで行ってきたඞ要な情報やノウϋウのఏى、ڙ業Ո等によるメンタϦング、ϨンタルΦ

ϑΟスのି与、ͦ してى業ηϛナーの։࠵などのى業支援に関する取り組みを「関西大学ベンνϟー育成
ϓラοトϑΥーム（K6�61）」とҐ置෇け、ͦ の重要な支援のͻとつとして、本学の研究成Ռ等からى業
するऀに対するى業ۚࢿ支援制度をࡢ年度創設し、審ࠪの݁Ռ今年度に入り1݅、ג式のୈׂऀࡾ౰増ࢿ
によるۚࢿ支出を行いました。

また、今後の追加出ࢿ等ඞ要となった৔合に対応できるようにするためنఔٴび応ื要ྖ等の改గを
行いました。

˔�஍Ҭ࿈ܞηϯλーٴͼͳʹΘ大ڀݚࡕηϯλーの׆動
地Ҭ࿈ܞηンターでは、学内では「地Ҭ࿈ܞ活ಈに対するิॿ事業」によって๖ժ的な取り組みを支援

し、学外では࿈ܞ自࣏体等から寄せられるྗڠґཔを本学の教育・研究活ಈにつなげ、՝題解決型の地Ҭ࿈ܞ
事業をਪ進しています。また、地Ҭ࿈ܞ活ಈを通じた学生の成長を発表する৔である「地Ҭ࿈ܞηンター
ʻ地Ҭで活ಈするएいྗʼ঑ྭ৆」も3年目をܴえたほか、大阪・東京において一ൠ向けのެ։࠲ߨを਺ଟく
։ߨするなど、ଟ࠼な࿈ܞをサϙートしました。

なにわ大阪研究ηンターでは、「大阪を中৺とした地Ҭ研究のϋϒ」をܗ成し、࣍世代にܧঝすべき情報を
発৴しながら研究活ಈをਪ進しています。これまで実施していた関西大学創立130周年ಛ別研究අによる
研究は新نのืूをऴえましたが、本ηンターの研究活ಈに充てられたࢦ定寄෇により、新たな研究ϓロ
ジΣΫトのެืを։࢝しました。この研究ϓロジΣΫトは、これまでのװج研究部門を౿襲するものと
なっています。

˔�ୈ3�ճʮ஍ํの࣌୅ʯө૾201ࡇ�Λ։࠵
「地方の時代」ө像ࡇは、2007年度から本学を会৔として։࠵しており、2019年度は「地Ҭが時代の෩を

఻える」を෭題として、11月にଃ৆式・ه೦ߨԋ・シンϙジウムを行いました。期間中は、受৆・ノϛωート
作඼の上ө会を行い、各छイベントのࢀ加ऀ਺は、Ԇべ4
000໊Ҏ上となりました。

さらに、関࿈イベントとして6月に吹田市文化ؗメイシアターにて上ө会・ϑΥーラムを։࠵したほか、
12月には本学東京ηンターにてグランϓϦ受৆作඼の上ө会・੡作ऀ等による作඼を語る会を։࠵しま
した。

また、2019年度より「地方の時代」ө像ࡇと࿈ಈした授業科目を։設し、ө像作඼の教育ݯࢿへの活用を
ਪ進しました。
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のల։ܞ大࿈ߴͳͲ෯広͍࠲ߨमݚछηϛφー・教員ର৅֤͚޲ੜߍߴΠϯλーϯγοϓ΍ߍֶ�˔
高大࿈ܞηンターでは、ྫ 年、各छの学校・Ԃで学校体験活ಈを行う学校インターンシοϓを実施して

おり、2019年度は76໊の本学学生が46の学校・Ԃで研मを行いました。
さらに、高校生に向けては大学の教育や研究内༰への理解をਂめる機会をఏڙするため、ηϛナー

「関大の஌に;れる」、「関大のٛߨに学Ϳ」ٴび「関大の研究を体験する」などの各छ高大࿈ܞϓログラムを
ఏڙしています。

現৬の教һを対৅とした「教৬һ対৅研म࠲ߨ」、「シンΩングπール・ߟࢥπール活用ηϛナー」、
「小論文が書ける生徒を育てる」や、小・中学生を対৅とした理工ܥ学部「サイΤンスηϛナー」なども
։࠵しました。

˔�ؔ੢大 ・ֶ大ࡕҩՊ大 ・ֶ大ࡕༀՊ大ֶ�ҩ޻ༀ࿈؀Պֶ教育ߏػڀݚの׆動
本学、大阪ҩ科大学ٴび大阪ༀ科大学は、2009年度文部科学ল事業「大学教育充実のためのઓུ的大学

࿈ܞ支援ϓログラム」に࠾୒され、10年間にわたって、「ҩ工ༀ࿈環科学」෼野における୯Ґ׵ޓや社会ؐݩ
事業（高槻市内の小学校への出ுٛߨ、自༝研究コンテスト、シンϙジウム等）などに取り組んできました。

2019年度には、ࡾ大学間の࿈ڠܞ ・ྗਪ進に関するڠ定にجづき、各大学内に「ҩ工ༀ࿈環科学教育研究
機構」を設置して、これまでの取り組み成Ռをベースとしながら研究෼野も༥合することで一層の発లに
つなげ、さらなる࿈ܞをਪ進しています。

ʢ6ʣ֤ Ωϟϯύスʹ͓͚Δ஍Ҭ࿈ܞ
高槻ϛϡーζΩϟンύスでは、ྫ߃となった「高槻ϛϡーζΩϟンύスࡇ」を6月23日に։࠵し、地ݩ

自࣏会との災害時を想定したਬき出し訓࿅、地ݩҿ৯ళの出ళ等により、地Ҭの活性化をਪ進し、3
000໊
を超える市民のࢀ加がありました。

ͦのほか、։設౰ॳから行っている市民への施設։์や、高槻シテΟーϋーϑϚラιン等イベントへの
ͦ、ࢍڠ れらに൐う学生団体によるϘランテΟアへのࢀ加により、ܧ続した地Ҭ࿈ܞを行いました。

一方、高槻Ωϟンύスでは、ۙ ྡॅ民ࢀ加のྫ߃行事であるň高槻Ωϟンύスࡇŉを5月26日に行い、
໿2
500໊の来৔がありました。

また、アイスアϦーナでは、高槻市民を対৅にアイススέート教ࣨをはじめ、「高槻市民ウインタースϙー
πデイ」、小・中学校の校外学習活ಈ、高槻市観ޫڠ会ϓログラムňΦーϓンたかつきŉとの࿈ܞなどを実施し、
Ԇべ໿4
500人の市民のར用・ࢀ加がありました。

さらに、高槻市ӦバスのϚナーアοϓ޿告や高槻市։࠵行事でのϙスターڠಇ制作や、「高槻市と関西
大学による高槻市民ҙ識ௐࠪ」の実施に加えて、これまでࢍڠしていた地ݩイベントňたかつきアート
തཡ会ŉでの学生ϘランテΟアによるňϓロジΣΫション・Ϛοピングŉ上өなど、地Ҭに根෇き、Ѫされる
活ಈをల։しています。

スϙーπと健康など、ࢱଞをక݁し、健康と෱「定書ڠ本جに関するܞ࿈」に、堺Ωϟンύスでは、堺市と࣍
人間健康学部の教育研究テーϚは໪論、今日的՝題であるS%(͂のテーϚと関࿈する՝題にも取り組み
ました。

౰֘事業は、堺市との࿈ڠܞ議会、学内のاըӡӦҕһ会や人間健康ラϘラトϦの議を経て、事業予ࢉの
ద正管理をはじめ、౰֘اըの教育研究的ޮՌや成Ռのূݕを行い、事業の࣋続的な実ޮ性を確保し、࿈ܞ
事業としてのద性ฒびにΧϦΩϡラムとしての࣭保ূを担保しています。

KANSAI UNIVERSITY
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ʢ7ʣγϯϙδ΢ϜʮੈքจԽҨ産΁の͋ΏΈ�ඦઉௗ・ݹࢢݹ෿܈ͱؔ੢大ֶʯの։࠵
2019年7月6日にඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈が世界文化Ҩ࢈にొ࿥

されました。これをه೦し、7月15日と28日にͦれͧれ本学
千里山Ωϟンύス100周年ه೦会ؗと東京コンベンション
ηンターを会৔に、シンϙジウム「世界文化Ҩ࢈へのあΏみɹ
ඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈と関西大学」を։࠵しました。྆ 日ともに
500໊を超えるࢀ加ऀを得、ඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈と関西大学との
関わりや、長年にわたる学ज़研究のੵみ重Ͷである最新の研究
成ՌとͦのՁ஋について、活発な議論がల։されました。

ʢ8ʣಛผల ʮࣔϘΞιφーυͱその教͑ͪͨࢠʯؔ ੢大ֶలͱه೦γϯϙδ΢Ϝの։࠵
法政大学、明࣏大学とのࡾ大学࿈ڠྗڠܞ定క݁をه೦した

ಛ別ల 「ࣔϘアιナードとͦの教えࢠたͪ」を関西大学ത෺ؗ
ಛ別లࣔࣨにおいて։࠵しました。本లࣔは明࣏大学లと法政
大学లに続く最後の८ճにあたり、2019年6月1日から7月
20日までの会期中に1
275໊の来৔がありました。

また、6月15日のه೦シンϙジウム「ಇくことと学Ϳことʙ
商 都 大 阪 と 関 西 法 ཯ 学 校 」で は ج ௐ ߨ ԋ と ύ ω ル デ Ο ス
Χοションを։࠵し、లࣔとともにࡾ大学のྺ࢙や࿈ܞのҙٛを఻える৔となりました。

ʢ�ʣ大ֶスϙーπͱΦϦϯϐοΫਫ਼ਆ企ը࣮ߦҕ員ձの企ը࣮ࢪ
東京ΦϦンピοΫ・ύラϦンピοΫをܴえるにあたり、ロサンθルスΦϦンピοΫ（1932年）཮上ࡾஈ௓

びのಔメμϦストで、東京ΦϦンピοΫ（1964年）の日本બ手団団長を຿めた大ౡࢯ٢חが࢒された଍
੻と本学におけるスϙーπ文化をৼりฦり、ಉࢯのઆいたΦϦンピοΫਫ਼神、大学スϙーπやスϙーπの
ҙٛ等を޿く学内外に発৴するために、11月に「シンϙジウム」を、10月から3月にかけて「اըల」を։
。しました࠵

なお、シンϙジウムは、「大学スϙーπとΦϦンピοΫ・ύラϦンピοΫਫ਼神」をテーϚにߨԋ、アスϦート
学生の対ஊ、ΦϦンピοΫ・ύラϦンピοΫ出৔経験ऀによるύωルデΟスΧοションを行い、໿600໊の
観ऺが೤৺にࣖを܏けました。

また、اըలは年ࢿ࢙ྉలࣔࣨで大ౡࢯにΏかりのある඼ʑや、ಉࢯにまつわるΤピιードをύωルで
లࣔし、໿1
210໊が଍をӡびました。

記念シンポジウム開会挨拶の様子

千里山キャンパスでのシンポジウムの様子
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4 ֶੜࢧԉɾֶ शڥ؀ͷ্޲΁ͷऔり૊Έ
ʢ1ʣো͕͍の͋Δֶੜのमֶࢧԉٴͼֶੜ૬ஊମ੍の੔උ・ॆ ࣮

学生૬ஊ・支援ηンターは、自らのোがいやࠔ೉について自֮
していない学生に、「発ୡোがい」について実感を൐った理解を促し、
ͦの後のέアにつなげるため、ϛχηϛナーを実施しました。一方、
਎体োがいのある学生にシンϙジストを担ってもらい、਎体োがいを
テーϚとしたシンϙジウムを行いました。 

また、「ୈ15ճ日本ௌ֮ো害学生高等教育支援シンϙジウム」
の「ௌ֮ো害学生支援に関する実ફ事ྫコンテスト2019」にて、学
生支援スタοϑが、日ࠒの支援の取り組みを঺հし、「४1&1/FU-+aQan৆」を受৆しました。本ηン
ターは、োがいのある学生に対するम学支援ج本方਑にଇり、すべての学生がともに生き、ともに学Ϳ
Ωϟンύスづくりをਪ進していきます。

ʢ2ʣࠃのमֶࢧԉ৽੍౓ಋೖʹ܎Δֶԑ給෇঑ֶ金੍౓のݕ౼
2020年度から国のम学支援新制度がಋ入されることに൐い、現行の学ԑڅ෇঑学ۚ制度について

びͦれに४じる世ଳを対৅としていますが、学ԑٴを行いました。国のम学支援新制度は、ඇ՝੫世ଳ౼ݕ
ͦ。෇঑学ۚ制度も経済支援型であることから、一定ఔ度要݅が重ෳしますڅ のため、ซڅのੋඇをؚめ
ͦ、する学生にはڅを行った݁Ռ、国のम学支援新制度を受౼ݕ の支援区෼ごとに学ԑڅ෇঑学ۚのڅ෇
ֹۚをௐ੔してڅ෇することとしました。国のम学支援新制度の対৅となる在学生の申੥もすでに
2
000໊を超えており、2020年度には౰֘制度の受څが決定している新入生も入学します。本学のڅ෇
঑学ۚをซڅすることで、安৺して学生生活を送ることができる環境を੔えました。

ʢ3ʣؔ ੢大ֶスϙーπએݴの੍ఆ
大学スϙーπを取りרく環境がஶしく変化している状況を౿まえ、本学のスϙーπに対する理೦をࣔす

ものとして「関西大学スϙーπએݴ」を制定しました。本એݴは、大学におけるスϙーπのҐ置づけを明確に
するとともに、大学においてスϙーπに関わるすべての学生が学業ٴびスϙーπ活ಈの྆立をਤることが
できるためのॴ要の環境੔උٴび支援を行い、もって࣋続Մ能な大学スϙーπのৼڵをਪ進することを
目的としています。

ʢ4ʣスϙーπৼڵηϯλーの設ஔ
2018年度に࠾୒を受けたスϙーπிのެื事業「日本൛/$AA創設事業」のਪ進をܧ続して取り組Ήに

あたり、スϙーπ౷ׅ部ہの設置がٻめられており、ͦ の੔උがඞ要不Մܽな状ଶとなっていました。
加えて、一ൠ社団法人大学スϙーπڠ会（6/*VAS）、一ൠ社団法人大学スϙーπコンιーシアムKA/SA*

（K$AA）をはじめとする学外関܎機関とのԁ׈な࿈ܞ体制を構築するとともに、学外に対する「Մࢹ化」を
ਤることを目的に、大学におけるスϙーπを౷ׅする機関として、学生ηンター内に「スϙーπৼڵ
ηンター」を設置しました。

準グランプリを受賞した学生支援スタッフ
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ʢ5ʣֶ ੜΞスϦーτ͚޲ΩϟϦΞܗ੒ࢧԉϓϩάϥϜ̨̠̖̥のਪਐ
2017年度からスϙーπிが実施する「日本൛/$AA創設事業」については、2018年度にҾき続き2019

年度も「学生アスϦート向けΩϟϦアܗ成支援のための̡ KSA1（KA*S&RS SUVdFnU-AUIMFUF 1SoHSaN）r
の実ફについて」を申੥し、࠾୒されました。

2019年度は、スϙーπৼڵ主事ٴび2໊のスϙーπ・アドϛχストϨーターを中৺に、学生アスϦート
向けのम学支援のみならず、来る人生100年時代をࢹ野に入れて、地Ҭ社会における健康増進、༨Ջの
充実を担うࢦಋऀの育成を主たる目的とし、人間ܗ成、ྗٕڝの向上をਤるଟछଟ༷なϓログラムをਪ進
しました。

ʢ6ʣଟ༷ͳΩϟϦΞܗ੒・ब৬׆動ࢧԉٴͼΤΫスςϯγϣϯࣄ業のਪਐ
˔�201�೥౓৽ଔ࠾༻のब৬ঢ়گͱ2020೥౓৽ଔ܎ʹ༺࠾Δब৬׆動ࢧԉ

2020年4月新ଔ࠾用は、日本経済団体࿈合会が「࠾用બߟに関するࢦ਑」をࣔす最ऴ年となり、ै 来通り
のスέジϡールでスタートしました。ا業ଆの࠾用ڝ૪がܹ化する中で新ଔ࠾用χーζはґ然高いਫ४を
ҡ࣋し、࠾用手法においてもଟ༷な工෉がみられるようになりました。また޿報活ಈ։࢝લ（2月末まで）の
期間に学生とا業が઀点を࣋つ機会として、ಛにインターンシοϓは一ൠ化しており、学生はインターン
シοϓを中৺に業界や࢓事研究をੵんでબߟϑΣーζに進Ήέースが定ணしました。ͦ のような環境の
中、本学においても時期に応じたさまざまな支援ϓログラムを実施し、最ऴ的に2019年度ଔ業生のब৬཰
はલ年度ൺ0�4ˋ増の98�9ˋ、業छ別・ن模別のब৬状況はԼهの݁Ռとなりました。

一方、2021年4月新ଔ࠾用予定 （ऀ3年࣍生）対৅には、学生がより޿いࢹ野を࣋って「࢓事」と向き合い、
社会で活༂できるようインターンシοϓガイμンスٴびಉηϛナー等を։࠵し、かつا業との関܎性を
ਂめるために、ا業๚問をはじめ大阪ٴび東京におけるब৬情報・໊ 業։୓にもا、等࠵会の։׵ަࢗ
用担౰ऀと学生との出会いの৔として、10ʙ2ˎ月にかけて࠾業等のا、的に取り組みました。またۃੵ
業界研究ηϛナーٴび合ಉا業研究ηϛナーをͦれͧれ大ن模に実施しました。さらに、ۙ 年の࠾用活ಈに
おいて重ࢹされる܏向にあるS1*などのචه試験対策として、ແྉの「ब৬模ٖ試験」の機会を年3ճ、
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巨大企業
34.0％中企業

20.7％

小企業
10.1％

大企業
35.2％

不動産業・
物品賃貸業
3.2％

電気・ガス・
熱供給・水道業

0.6％

農業・林業・漁業・鉱業
0.1％

その他
1.6％

建設業
5.7％

教育・広告・
その他サービス業
18.2％

公務員・教員
7.1％

金融業・保険業
10.4％

製造業
20.8％

情報通信業
14.5％

卸売業・小売業
13.5％

運輸業・郵便業
4.3％

学部生
全体

5,542名

学部生
全体

5,150名

（஫）2ɹا業ن模はै業һ਺により、ҎԼのとおり区෼する。
業ɿैا大ڊ ・  業һ਺3
000໊Ҏ上 ・ 大ا業ɿै 業һ਺2
999໊ʙ500໊
 ・ 中ا業ɿै 業һ਺499໊ʙ100໊ ・ 小ا業ɿै 業һ਺99໊ҎԼ

（஫）1ɹ  「ن模別ब৬情報」の਺஋には、ެ ຿һ・ެ 立学校教һ392໊は
ؚまない。
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本番にۙいܗ式で実施したほか、ΤントϦーシート対策、模ٖ໘઀対策など、ब৬支援対策においても
さらなる充実をਤりました。
ˎ新型コロナウイルス感染症拡大๷止のため、3月に予定していた合ಉا業研究ηϛナーは中止しました。

˔�ΩϟϦΞܗ੒ࢧԉͷਪਐ
学生一人ͻとりのۈ࿑観・৬業観をᔻཆし、自らのΩϟϦアをಋき出すྗを育成するため、ଟ༷なΩϟ

Ϧアܗ成支援、とりわけ1・2年࣍生向けΩϟϦアܗ成支援の充実に取り組みました。教育的ޮՌの高い
ϓログラムとして実施している関大࿮インターンシοϓにも1・2年࣍生のࢀ加をੵۃ的にݺびかけ、
。重な機会となりましたوを学Ϳ「事とはԿか࢓」、のもとྗڠの（10社ܥ文理不問20社、理工）業30社ا定ڠ
また、ै 来のΩϟϦアデザインϛχηϛナーに加え、Նٳق業中に1・2年࣍生対৅ΩϟϦアデザインՆ合॓
を新たに実施し、将来のΩϟϦアビジョンに対するߟえ方をਂめ、学生の大きな成長を実感できるاըと
なりました。

一方、本学のグローバル化方਑にجづく、ΩϟϦア教育を主؟としたଟ༷なグローバル人ࡐཆ成ϓロ
グラムのͻとつである国際インターンシοϓにおいても、アメϦΧ（ロサンθルス、χϡーϤーΫ）、インド

（グルガΦン）、ベトナム（ϗーνϛン）、タイ（バンコΫ）、インドωシア（ジϟΧルタ）の5Χ国に、Նق・
य़ق合わせて1・2年࣍生37໊をؚΉ73໊ܭの学生を೿ݣしました。

˔�ࣾ会ͷ਼੎΍χʔζʹରԠͨ͠ΤΫεςϯγϣϯ事ۀͷਪਐ
ΤΫステンション・Ϧードηンターでは、英語5-&*、�-'&50、�$*&50࠲ߨSä、ެ ຿һ、࢘法、会ܭ৬、

S1*試験対策、ͦ のほか࠲ߨ֨ࢿなど合࠲ߨ13ܭを主に千里山Ωϟンύスで։ߨするとともに、高槻
ϛϡーζΩϟンύスや堺Ωϟンύスにおいても、ެ ຿һ、S1*試験対策、50&*$�、฽8ه&#、総合ཱྀ行業຿
取ѻ管理ऀ8&#࠲ߨを։設し、年間Ԇべ2
996໊が受ߨしました。

とりわけ、英語50・࠲ߨ&*$� -�R�*&-5Sä各テスト対策コースにおいて、英語のスコアアοϓをਤる
ւ外଺在型ϓログラムには35໊ܭがࢀ加しました。また、ެ ຿һ࠲ߨ受ߨ生が本学ެ຿һब৬ऀ਺の
໿6ׂを઎め、೉関国Ո試験のͻとつであるެ認会࢜ܭ試験では受ߨ生から13໊の合֨ऀをഐ出しました。
各࠲ߨ֨ࢿについても全国ฏۉを大きく上ճる合֨཰をҡ࣋し、学生χーζに対応しつつ実成Ռを上げて
います。

˔�ถ6$ࠃ-"��&YUFOTJPOɹఏܞΦϯϥΠϯ࠲ߨͷॆ ɾ࣮ൃ ల
「中期行ಈܭը」のୈ3ϑΣーζとしていた6/&9ఏܞΦンライン࠲ߨを本学学部等の正՝科目に読みସ

えՄ能な࠲ߨとするܭըが、予定より1年ૣく2019年度から政策創造学部においてಋ入されました。Ҿ
き続きಉ学部と࿈ܞし、ଟ਺の学生が受ߨし得る方策をݕ౼していきます。また、社会人へのల։としては、
から社һへのアϓقに正式ಋ入されている大手総合商社の社һ研मϓログラムにおいて、2020年度Նط
ローνがさらにਪし進められるのに加えて、新たに大手総合商社、ฒびにͦのا5*ྻܥ業においても、طଘ
の各社グローバル人ࡐ研मに組みࠐまれるܗでのݕ౼が進められています。
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ʢ7ʣ�ֶज़情報ࣄ業
৘ใΛؚΉʣͷ੔උɾॆࢠྉʢిࢿਤॻ༺ڀݚҭɾڭ�˔ ࣮

、ジϟーナル等の高ಅへの対ॲとして、ਤ書ҕһ会のもとに設置したઐ門部会の議論を౿まえࢠి
2020年度Ҏ߱の予ࣥࢉ行のルールを確定しました。2019年度は࣍年度Ҏ߱にܖ໿するిࢠジϟーナル
ύοέージとデータベースのબ定に関して、研究・教育にඞਢのコアࢿྉをબ定し、4年間のར用を保ো
する体制を構築しました。続いて、2021年度Ҏ߱にܖ໿するࢠ࡭体ࢽࡶ等の予ࣥࢉ行ルールを策定し、
ਤ書ҕһ会にఏҊしました。今後も本学の教育・研究にඞ要なࢿྉを安定してఏڙできるよう、設定し
たルールにجづきࢿྉߪ入ܭըを進めていきます。

˔�ؔ੢େֶֶज़ϦϙδτϦΛ֩ͱͨ͠ڀݚ੒Ռൃ৴ڥ؀ͷ੔උ
関西大学学ज़ϦϙジトϦは、本学の研究成Ռを޿く発৴するج൫としてར用されています。2019年度は、

コンテンπഒ増ܭըの2年目の取り組みとして、学内ل要の૎ొٴ࿥をਪ進しました。ܭըでは2020年
12月までに15
000݅のొ࿥を実現する予定ですが、すでに2019年度のొ࿥コンテンπ਺は13
000݅
にୡしております。

また、システムϦϓϨースによりインターωοト上でެ։される学ज़成ՌへのアΫηスを保োする
識別ࢠである%0*（%iHiUaM 0CKFDU *dFnUiGiFS）の෇与をՄ能とし、ത࢜論文への%0*෇与を։࢝しました。
今後も策定したܭըをண実に実施し、情報発৴の一層のڧ化、充実に౒めます。

ʢ8ʣ*5ࢧ༺׆ԉࣄ業
˔�ωοτϫʔΫͷ҆ఆӡ༻ͷͨΊͷ*5ج൫੔උͷਪਐ

学生が自਎の୺末を活用する#:0%（#SinH :oVS 0Xn %FWiDF）ਪ進に൐い、学内8i-'i環境の
充実に向けて、ແઢωοトワーΫ用アΫηスϙイント248台を追加しました。ಉ時に、ແઢωοト
ワーΫを安定的にར用するために、学内༗ઢωοトワーΫの高଎化を進めています。

さらに、ෳ਺のΩϟンύス間のωοトワーΫ઀続に関して、千里山Ωϟンύスから઀続していま
したが、学外઀続のڌ点であるಊౡデータηンターから઀続する構成に変更しました。これにより、
法定ఀిやো害発生時であってもଞΩϟンύスに影響がٴ͹ないことから、より一層の安定化を実現
しました。また、Ωϟンύス間ճઢの通৴଎度を1(CQsから10(CQsに変更し、高଎化をਤりました。

˔�σʔληϯλʔΛ׆༻ͨ͠ϓϥΠϕʔτΫϥ΢υʹΑΔ৘ใج൫ͷू໿
学内システムのサーバج൫は、これまで千里山Ωϟンύスのサーバルームが中৺でしたが、2018年8月

から学外データηンターのϓライベートΫラウドを活用した高ू໿型の౷合Ծ想ج൫へのҠ行を進めて
います。

学内各システムのサーバ更新や0Sサϙート期ݶ等をצҊして、時期が౸来したサーバからॱ࣍、౷合
Ծ想ج൫へू໿する作業を実施しており、2019年度はਤ書ؗシステム、学事システム、関大̡̢̨など
7システムのサーバҠ行を実施し、またサーバϦιース（$16、メϞϦ、デΟスΫ）の拡ுも対応しました。

2020年度には、໿20システムのサーバҠ行を行い、ほ΅全てのシステムのデータηンターへのサーバ
ू໿がྃ׬する予定です。
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5 ซઃߍͷ事業
ʢ1ʣୈҰߴ౳ֶߍ・ୈҰ中ֶߍ

関西大学ୈ一高等学校・ୈ一中学校は2019年度も஌育、
ಙ育、体育の高度にௐ࿨した人間育成にྗを入れて教育を行い
ました。

஌育においては、生徒たͪがすべての教科においてૅج学ྗ
の習得が実現できるよう、「よりよい授業の追ٴ」をઈえず೦಄
に置きながら日ʑの授業を行いました。またグローバル化する
現代社会にඞ要な英語にڵຯ、関৺が࣋てるように、中学校・
高等学校共に英ݕ受験のਪ঑、ւ外英語研मへのੵۃ的なࢀ加をݺびかけました。さらに*$5教育のల։と
して、校内にi-1adを150台ಋ入し、授業で活用できる環境を੔උしました。今後、あらΏる教科で活用機会
が増えることが期待されます。

ಙ育については、「人の৺の௧みが理解できる人間、ޓいに認め合う人間の育成」を目ࢦし、人ݖ教育部を
中৺に、いじめ問題を生徒一人ͻとりの問題としてとらえさせ、ଞ人をࢥいやる৺の大੾さをૌえました。
ಛにୈ一中学校では、ಓಙ授業の一環として、各学年で外部ࢣߨを招き、命の大੾さ、ฏ࿨のଚさ、਎ۙな
फ教問題等のテーϚを設定しながらさまざまなࢹ点を࣋つことの大੾さを学んだことは、今後のಙ育໘
における成長の一ॿになりました。

部活ಈにおいては、ୈ一高等学校のӡಈ部のうͪ、サοΧー部とਫӭ部、アイスϗοέー部がインター
ϋイ出৔をՌたしました。また、Χイザー部が全国高等学校μンスドϦルౙق大会に出৔し、日ごろの࿅習
の成Ռを発شしました。

ʢ2ʣ๺ཅߴ౳ֶߍ・๺ཅ中ֶߍ
北ཅ高等学校では、学習支援ιϑト（$Massi）や教育支援アϓϦ（ロイロノート）をಋ入し、*$5を活用

した教育を実ફしています。また、アΫテΟϒラーχング型研究授業のಋ入から4年目をܴえ、アΫテΟϒ
ラーχング型研究授業について研究授業報告書にまとめることでさらに*$5教育のਪ進に取り組んで
います。

ಛ進コースでは、高校1年生の一؏生Ϋラスでૅج学ྗの習得に加え、さらなる学ྗ向上を目的に英語、
਺学において習ख़度別授業をల։し、2年生でアドバンスΫラスに進学する生徒には、य़ٳみに学習合॓
を実施しています。文理コースでは、内部進学にಛ化したΧϦΩϡラムのもと、Ϋラϒ活ಈへのੵۃ的
なࢀ加を促し、文෢྆ಓを実ફしています。スϙーπコースでは、アスϦートとしての能ྗを高める࠲ߨ
などಛ৭のあるϓログラムを実ફし、4छの実習（Ωϟンϓ、スΩー、スέート、ΰルϑ）を通して、人間ྗの
向上をਤっています。

さらにಛ৭ある教育をల։するために外部ϓログラム
である「ւ༸教育ύイΦχアスΫールϓログラム」に
応ืし、3年࿈続で࠾୒されました。生徒会が中৺となり

「アϚϞからܨがる大阪࿷࠶生」をテーϚに取り組み、
「自らߟえ൑அするྗ」をཆい(20大阪サϛοト2019に
おいて活ಈ報告を行いました。 G20大阪サミットにおいての活動報告

関西大学第一中学校人権教育部講演会
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北ཅ中学校では、生徒一人ͻとりに応じたࢦಋの充実をਤるため̴ラーχングをੵۃ的に行っています。
また、総合学習において中学校1年生で大阪府ビϒϦΦバトル大会へのࢀ加、2年生で/*&実ફࢦ定校として
ಛ৭ある取組みを行っています。施設໘では、中学校校ࣷにおいてແઢ-A/通৴環境の੔උを進め、学ڃ
活ಈ、̴ ラーχングٴびௐべ学習などのさまざまな৔໘で*$5を活用する環境੔උを進めています。

高校の՝外活ಈでは、཮上ٕڝ部が日本཮上ٕڝબ手̪ݖʵ18ɹ100̼ʷ4̧で༏উ、全国高校Ӻ఻に
出৔しました（3年Ϳり7ճ目）。また、உࢠバスέοトϘール部が全国高校総体、全国高等学校バスέοト
Ϙールબ手ݖ「ウインターΧοϓ」にॳ出৔、ਫӭ部がインターϋイ400NϑϦーϦϨーで全国ୈ5Ґの
成績をおさめました。

ʢ3ʣ中౳෦ߴ・ ౳෦
中等部では、教育目ඪのͻとつに「国際理解ྗ」のཆ成をܝげており、

ͦの一環として、ୈ3学年の生徒を対৅にΧナμでの研मཱྀ行を実施
しました。現地校の生徒に日本文化を঺հしながらのަྲྀ、i1adを活
用したバンΫーバー市内でのϑΟールドワーΫ、ϗームステイなど
の活ಈを通じて、日ごろ習得した語学 ߟࢥྗ・ ・ྗ୳究能ྗを大いに
発شしました。

高等部では、6月に関西大学梅田Ωϟンύスにて、࣋続Մ能な։発
目ඪ（S%(s）についてߟえるಛ別授業「関大S%(sϑΥーラム」を実施しました。全体会では、٢本ڵ業
業が取り組んでいるかをاされ、各ࢹ式会社が制作したS%(sに関するಈըをもとに、なͥ、今S%(sが重ג
、えるワーΫショοϓを行いました。全体会後の෼科会では、国࿈が定めたS%(sの17の目ඪについてߟ
団、ড়౔ਅफ本願寺೿（西本願寺）、/10法人ࡒ式会社ງ৔੡作ॴ、大阪市உঁいきいきג、-*式会社-*9ג
/*$&、+*$A関西、等の16のا業・団体にごྗڠいただき、各ا業・団体が取り組んでいる、S%(sの活ಈ
にࣖを܏け、ͦ れͧれのテーϚごとにデΟスΧοションを行いました。ྗڠいただいたا業・団体の方ʑ
のごਚྗで、生徒たͪの୳究৺をかきたて、S%(sについてਂく学べる良い機会となりました。

ʢ4ʣॳ౳෦
։校10年目をܴえ、2019年度もॳ等部教育の大きなபである

のさらなるਪ進を「$5環境の活用*」「国際理解教育」「育成ྗߟࢥ」
ਤりました。

2月に։࠵したୈ10ճ研究発表会では、全国から໿800໊の教育
関ऀ܎がूい、ެ ։授業や授業ڠ議会、ߨԋ会等を通じて෯޿いҙ見
を行いました。国際理解教育では、2019年度も学年୯Ґでւ外׵ަ
の小学校とさまざまなަྲྀϓログラムを実施しました。ಛに5年生は
入したi1adをΧンϘジアの現地小学校ߪըした「ΧンϘジア・ϑΣステΟバル」のバザーऩӹでاಐがࣇ
に寄ଃし、年間5ճのテϨビ会議でのަྲྀを行いました。

また、日本の小学校で།一の「AQQMF %isUinHVisIFd SDIooM 2018-2021」の認定校として、11月には
*$5ެ։授業「5IinL ADU $SFaUion 2019」を։࠵し、ྗߟࢥを高めるためのઌ進的な*$5教育の取り組み
をଟ਺の方ʑに見学いただきました。

初等部5年生とカンボジア・クナー小学校との交流の様子

関大SDGsフォーラム
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ʢ5ʣ༮ஓԂ
༮ஓԂでは、すべてのԂࣇが各自の人間性や能ྗを全໘的に։Ֆ

させ、自෼で行ಈできるࢠどもに育てることを理೦とし保育を
行っています。

この方਑にجづき2019年度も、本学Ԃが一؏して目ඪとして
いるߟಈྗある人ࡐを育成し、༮ஓԂにおいてもアΫテΟϒ・ラー
χングのࢹ点からॳ等教育・中等教育・高等教育においてٻめられて
いる教育のૅجを確立させる教育を行うために、大学ٴびซ設校と
࿈ܞすることに஫ྗしました。具体的には、ୈ一中学校の「総合学習（Իָのある฻らし）」への授業ࢀը、
留学生とのަྲྀ、英語であͦ΅う（イΪϦス人3໊、ドイπ人1໊）、ܳ ज़体験（関西大学グϦーΫラϒ、๜
ָ部、ަ 響ָ団）等を行いました。

これらの取り組みにより、関西大学の一؏教育における༮ஓԂのଘ在ҙٛを明確にすることができる
とともに、࿈ྗڠܞしてくれる学生や生徒の成長も促すことができました。

また、ࢠ育て支援のために一ൠ的な༬かり保育とはҟなり、1年間Ϋラスとして保育をੵみ重Ͷていく
地Ҭ、「教ࣨࢠ਌ࣇ࠽2」、がඞ要な時にར用できる༬かり保育「なないろ」ऀޢ保、「๬（のͧみ）Ϋラスر」
ަ 「ྲྀ関大༮ஓԂで༡びませんか」を実施しました。さらに、Ոఉや地Ҭの教育ྗ௿Լがݒ೦されている
ため、3ࡀະຬのೕࣇ・༮ࣇを対৅としたࢠ育て支援「おいでおいで」を実施しました。これらを通じて
Ոఉとྗڠしながら、฼਌の৺の安定につながるࢠ育て支援策をਪ進しました。

加えて、在Ԃ保ऀޢのརศ性向上と教һのෛ担をܰ減するためにܽ੮࿈བྷや༬かり保育の申ࠐみを
スϚートϑΥンから行える*$5システムをಋ入し、保ऀޢからの޷ධを得ました。

6 Ωϟンύεͷ੔උঢ়گ
ʢ1ʣະ଱਒建物の଱਒վमͳͲのਪਐ

本学では学ࣷのະ଱਒ݐ෺の଱਒改म工事はすべてྃ׬し、学ࣷҎ外のະ଱਒ݐ෺について、2019年度中
に଱਒改म工事かݐସ、解体のいずれかを実施し、ྃ׬する予定でした。2019年度は、関西大学会ؗと彦根૳

（ηϛナーϋウス）の଱਒改म工事、ୈ一高等学校・ୈ一中学校のܠ෩ؗの解体工事をྃ׬しました。これらҎ
外に、行政手続きに時間を要するະ଱਒ݐ෺もあるため、2020年度Ҏ߱もҾき続き対応する予定です。

ʢ2ʣઍཬࢁΩϟϯύスड電ܥ౷の౷Ұͱม電ॴのෳ਺Խʢ2೥ܭըの1೥໨ʣ
千里山Ωϟンύスでは、これまで「ಛ別高ѹ」と「高ѹ」の2ܥ౷で受ిしてきましたが、ఀ ిϦスΫの

௿い地中ઢ࿏による「ಛ別高ѹ」受ిに౷一する自Ӧઢを構築します。ซせて吹田変ిॴに加え、ຯ生
（あじう）変ిॴ（ઁ津市）からಛ別高ѹ受ిઢの予උిڅڙݯ設උをෑ設し、送ి変ిॴのෳ਺化をਤり
ます。2年ܭըの1年目として2019年度のୈ1期工事は、ಛ別高ѹ受ిΤϦアから高中ΤϦアٴびୈ3学ࣷ
ΤϦアへの഑管ຒ設等の工事を実施しました。

外国人留学生と遊ぶ園児

KANSAI UNIVERSITY
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ʢ3ʣઍཬࢁΩϟϯύスޫωοτϫーΫߋ৽ʢ3೥ܭըの1೥໨ʣ
千里山Ωϟンύスのޫ通৴ωοトワーΫは、教研・事຿・設උの3つのωοトワーΫがෑ設から20年Ҏ上

経աし、࿝ٺ化が進んでいることから、ωοトワーΫの共用化をਤり最大100(CQsに対応できる、ॊೈで
拡ு性・ڧਟ性のあるޫ通৴ωοトワーΫを࠶構築します。2019年度は、総合ਤ書ؗ、新関西大学会ؗ、
ୈ1学ࣷ5号ؗ、੣೭ؗ7号 （ؗ新֌෩ؗ）、ୈ2学ࣷ4号ؗ、100周年ه೦会ؗ、ୈ3学ࣷ3号ؗٴび4号ؗに
スター型װجωοトワーΫをෑ設しました。

ʢ4ʣ๏ద߹ʹ܎ΔΠϯϑϥ੔උ
1$#ಛ別ા置法にجづく1$#ഇغ෺のॲ෼ҕୗ期ݶは2021年3月末となっています。本学では1$#

ؚ༗Մ能性機ثに関する全਺ௐࠪを実施し、1$#ؚ༗機ثを଎やかにճऩして厳重保管の上、大阪府
しました。2020年度Ҏ߱、1$#ॲ෼業ऀからのॲ෼決定ྃ׬び1$#ॲ෼業ऀへのॲ෼ҕୗ手続きをٴ
通஌にجづき、ॱ 。ॲ෼を進めますغഇ࣍

また、2019年3月のޫܬ౮ث具の生࢈ऴྃ、2020年12月のਫۜ౮ランϓの੡造、༌出入ఀ止を受け、
学内র明ث具の-&%化をおよͦ10年ܭըで進めていきます。

ʢ5ʣϨδϦΤϯスΩϟϯύスߏ૝のਐ௙
ୈ18期理事会の重要՝題のͻとつに、一高一中લのՖஃ౿੾ٴびڮྊฒびに阪ٸ関大લӺϗームの拡෯

をܝげています。この՝題解決のために、これまで吹田市、大阪府ҵ໦౔໦事຿ॴ、阪ిٸమג式会社と本学
の4ऀにてڠ議を進めてきました。このڠ議を౿まえ、吹田市では「上の川周ล地区都市࠶生੔උܭը事業」
の一環として、災害時の一時ආ೉地である本学へのアΫηスをڧ化するために、2020年度からの5Χ年
で一高一中લのՖஃ౿੾ٴびڮྊを拡෯するܭըを進めることになりました。また、阪ిٸమג式会社では、
Ӻར用ऀの安全性を向上させるために、2020年度中に関大લӺ北千里方໘ϗームを拡෯するܭըを
進めることになりました。これらに対し、本学では、吹田市、阪ిٸమג式会社ͦれͧれとࡒ政的な支援を
行うࢫのڠ定をక݁しました。

7 ؅ཧӡӦ
ʢ1ߴʣ ౳教育のमֶࢧԉ৽੍౓のର৅ߍʹೝఆ

2020年4月から国が実施する高等教育のम学支援新制度（ॅ民੫ඇ՝੫世ଳٴびͦれに४じる世ଳの
学生に対し、授業ྉ・入学ۚの減໔ٴびڅ෇型঑学ۚの支څが行われる制度）において、本学は国の定めた
要݅をຬたして、学生が支援を受けられる対৅校に認定されました。

ͦれに൐い、授業ྉ等の減໔実施方法や౰֘制度に܎る学業成績ࢦඪの設定、学生への周஌等の制度
ಋ入への՝題について関܎部ہ間でௐ੔を行い、࣍年度からの実施に向け学内体制を੔උしました。

ʢ2ʣࣗ 動のվળ׆ධՁ・ݕ఺ݾ
2018年度に受審したୈ3期機関別認ূධՁ݁Ռにおいて「改善՝題」としてఏࣔされた߲目について、

3年後に大学ج४ڠ会へ「改善報告書」をఏ出することがٛ຿෇けられていることを౿まえ、ࢦఠされた
改善՝題について改善方਑を策定しました。今後、֘ ౰部ہを中৺に改善に౒めていきます。
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また、自ݾ点ݕ・ධՁ体制について、2020年4月から、各部ہの長がҕһを担うように自ݾ点ݕ・ධՁҕһ
会（大学部門ҕһ会）の構成を改正しました。これにより、内部࣭保ূや認ূධՁ対応も೦಄に置いたうえで、
自ݾ点ݕ・ධՁ݁Ռを実࣭的な改善ٴび長ॴの৳長へと࿈ಈさせることができる体制になりました。

ʢ3ʣྗڀݚΛϕースͱͨ͠広報׆動のల։
ื、づきج報ઓུに޿報ઐ門部会で策定した޿ ܥ報が一体となり、研究ྗと文理༥合޿報とϒランド޿ू

もؚめた理工ܥにয点を౰てた޿報活ಈをల։しました。具体的には、本学の研究成ՌをまとめてӾཡ
できるウΣϒサイトの充実、ϓϨスϦϦースを活用した研究活ಈ発表、メデΟア向け࠙ஊ会に招く対৅ا業
拡大等を行いました。また、文部科学ল研究ϒランデΟング事業のܧ続的ૌٻల։、ඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈の
世界文化Ҩొ࢈࿥とϦンΫさせたݹߟ学研究成Ռに܎るシンϙジウム։࠵のほか、2020年度に予定する
ウΣϒサイト改గでも研究成Ռ発৴をҙ識し、研究ྗによるϒランドྗ向上に取り組みました。

ʢ4ʣୈ1ظ�ཧࣄձʹ͚ͨ޲ガόφϯスମ੍の੔උ
ୈ19期理事会に向けてガバナンス体制を੔උするため、寄ෟ行ҝ改正ݕ౼ҕһ会からの最ऴ答申

（2018年10月11日෇）にجづき、理事・ධ議һの定਺変更、理事長・学長のબߟ方法の変更などをபとする
「寄ෟ行ҝ」ٴびಉෟଐنଇの改正（2020年10月1日施行）手続きを行い、9月3日෇で文部科学লから寄ෟ行
ҝ変更が認Մされました。

なお、2020年10月1日にब任する໾һٴびධ議һについては、改正施行期日（2020年10月1日）に関わ
らず、これらنఔにجづきબ任します。

ʢ5ʣߍֶཱࢲ๏վਖ਼ʹ൐͏ରԠ
2019年5月24日「学校教育法等の一部を改正する法཯」がެ෍され、「私立学校法」が、ᶃ໾һの৬຿ٴび

責任の明確化、ᶄ情報ެ։の充実、ᶅ中期的なܭըの作成、ᶆഁ୼ॲ理手続きのԁ׈化、をபとして、
2020年4月1日から改正施行されることとなりました。

これに൐い、改めて寄ෟ行ҝを改正するඞ要が生じたため、12月12日にྟ時ධ議һ会を։࠵するなど
ॴ要の手続きを行い、3月26日෇で文部科学লから認Մされました。改正施行日は、2020年4月1日です。

また、改正された寄ෟ行ҝにجづき、໾һの「責任ݶ定ܖ໿」やڝ業ٴびརӹ૬൓取Ҿの制ݶ等の対応を
行いました。

ʢ6ʣ؅ػةཧମ੍のڧԽ
ϦスΫϚωジϟー制度を改ฤし、طଘのϦスΫϚωジϟーに加え、

シχアϦスΫϚωジϟー・ϦスΫϚωジメントサϙーターを新たに
置き、危機管理体制のڧ化をਤるとともに、危機管理に関する各छ
模災害発生におけるආ೉ऀのආ೉ॴنఔ・Ϛχϡアルの改正、大ن
ӡӦガイドラインの作成、ٴび入学試験に関する#$1策定のݕ౼を
行いました。

また、大ن模災害における対策本部の༗ޮ性と改正したنఔ・
Ϛχϡアル等の実ޮ性をূݕすることを目的に、対策本部のӡӦによる「大型台෩઀ۙ」と「ೆւトラ
ϑڊ大地਒発生」を想定した「シϛϡϨーション訓࿅」を実施しました。

シミュレーション訓練の様子
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ʢ7ʣڥ؀保શҕ員ձのऔΓ૊Έ
本学の環境保全に関する全学的なҙࢥ決定を行う組৫として、環境保全ҕһ会を設置しています。本学に

おける環境Ϛωジメントシステムの実ޮ性を高めるため、環境保全ҕһ会のもとに設けている3つの
小ҕһ会では、ͦ れͧれのΧテΰϦーに対応する具体的な施策をݕ౼・実施しました。

具体的には、અిなど全学的な環境保全活ಈに関するܒ発を行うとともに、大阪府と大阪市が取り組んで
いる「おおさかϓラスνοΫごみθロએݴ」に本学もࢍಉし、࢖いࣺてϓラスνοΫごみのഉ出࡟減に
向けた取り組みを࢝めました。また、本学の環境保全活ಈをステーΫϗルμーへ঺հするため、環境保全
8FCサイトを一部Ϧχϡーアルしました。

ʢ8ʣ๏務ʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ
˔�h ؔ੢େֶྫूن ͷɦվ൛ʹن͚ͨ޲ఔͷ੔උ
ʰ関西大学ྫूن はɦ2003年4月Ҏ߱、全ൠ的な੔උを実施して来なかったため、ऩ࿥نఔには用ࣈ・

用語の不౷一、৚文間の不੔合等が少なからず見受けられ、法制ࣥ຿上の観点から点ݕ・੔උがٸ຿と
なっていました。また、نఔの体ܥについても、1980年9月のಋ入後、ඞ要に応じてएׯのम正は行って
きたものの、ฤ・ষٴび഑ྻの今日的な見௚しがݒҊとなっていました。こうした状況を受けて、نఔॴ管
部ॺのྗڠのもと、h関西大学ྫूن のɦ改൛に向けたنఔの੔උに取り組み、2019年10月1日෇で337݅
のنఔの改正・施行を行いました。

˔�վਖ਼ຽ๏ʹ൐͏ରԠ
「民法の一部を改正する法཯（ฏ成29年法཯ୈ44号）」が成立し、一部のن定をআき、2020年4月1日

から施行されることを受けて、学校法人にٻめられる対応についてݕ౼を行いました。具体的には、事຿
৬һ対৅の改正内༰આ明会を実施し、各部ॺにおける՝題と対策についてڠ議し、入学時に保ऀޢ等から
ఏ出される੤໿書ٴび保ূ書のࡌه内༰変更、ফ໓時ޮ制度や法定ར཰の変更に൐うݖ࠴管理手続きの
見௚し、取Ҿઌと取りަすܖ໿書߲目の見௚し等を行いました。

ʢ�ʣਓ੍ࣄ౓ߏ࠶ஙʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ
2017年度から事຿৬һの人事制度を࠶構築するためのϓロジΣΫトがՔಈしており、さまざまな観点

からূݕを行っています。ͦ の中で、ܖ໿৬һの人事制度について、࿑ಇऀを取りרく社会環境が変化して
いる中で、今後、より一層༏लな人ࡐを確保するために、ܖ໿৬һݸʑ人の業຿਱行状況などを一定の方法
やج४により人事ߟ՝するとともに、人事ߟ՝݁Ռをᶃܖ໿৬һのࢦಋ・育成ٴび業຿改善への活用、
ᶄ഑置ٴびローテーション、ᶅঢڅ、ᶆब業نଇに定めるܖ໿更新ճ਺（4ճ）を超える更新のՄ൱の൑定等
に活用することを定めたܖ໿৬һब業نଇの改正（2020年4月1日施行）を行いました。

ʢ10ʣ௕ؒ࣌࿑ಇ͚ͨ޲ʹݮ࡟औΓ૊Έ
2018年7月に「ಇき方改ֵをਪ進するための関܎法཯の੔උに関する法཯」がެ෍され、ಇき方改ֵの

ண実な実施がٻめられることとなりました。
本学においても、まずは事຿৬һの長時間࿑ಇの࡟減をۓ٤の՝題と࠶認識し、管理৬会議などを通じて、

全体的なۈ຿状況の報告・確認や長時間࿑ಇの࡟減目ඪをܝげつつ、業຿改善、ద੾な人һ഑置ٴびۈ຿

30



体制の見௚しなどを各部ॺとྗڠしながらܧ続して行ってきました。
2019年度においても、総຿ہが主体となり࿑ಇ環境やۈ຿状況の確認などを定期的に行うとともに、

ॴ定࿑ಇ時間をҙ識したޮ཰的なۈ຿のため、事຿用ύιコンの時間管理システムを活用し、長時間࿑ಇ
。発に౒めていますܒ減への対応や各৬৔への࡟

ʢ11ʣ෱རްੜ੍౓のॆ࣮ʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ
本学では、法཯で定める定期健康਍அのΦϓションࠪݕについて、աڈの実施݁Ռをもとに༗ޮ性や

අ用対ޮՌ、ͦ してू団ݕ਍にదするものかどうかなどのূݕを行い、実施していますが、ۙ 年日本人
ঁ性にٸ増しているೕがんの予๷ٴびݕ਍のਪ進に向けた方策として、学外でのೕがんݕ਍受਍に
対して、一部ิॿを行うこととしました。

また、2011年度から実施しておりましたスϙーπ施設ར用ิॿ制度をഇ止したうえで、健康保࣋・
増進ฒびに育ࣇ・հޢ支援制度の拡充を目的に、2020年1月から෱རް生アウトιーシングサービスを
ಋ入し、さらなる෱རް生制度の充実に向けて取り組みました。

ʢ12ʣ̓ શ؅ཧҕ員ձのऔΓ૊Έ
学生ٴび教৬һ等の安全確保をਤり、ద੾な教育・研究環境をҡ࣋するため、2019年4月に「関西大学

安全管理ҕһ会نఔ」を制定し、本学の安全管理に関する全学的なҙࢥ決定を行う組৫として安全管理
ҕһ会を設置しました。

安全環境管理をపఈするため、理工3ܥ学部に関して、高ѹガス保༗環境の੔උに向けてのݕ౼を行うと
ともに、安全管理՝による月1ճఔ度の安全८ࢹ体制を確立しました。また、本学の安全管理活ಈをステーΫ
ϗルμーへ঺հするため、安全管理8FCサイトを立ͪ上げました。

2020年度Ҏ߱は高ѹガスの保༗環境੔උ工事を行うべく、Ҿき続きڠ議を行う予定です。

ʢ13ʣୈ2ճӫ༪শ߸ଃఄ ・ࣜަ ྲྀձの։࠵
本学に対する寄෇により、教育研究のৼڵなどにஶしくݙߩされ

た方に対して、ͦ のӫ༪を末Ӭくশえ、感ँのҙを表するため、
2018年度に、「学校法人関西大学寄෇ऀݦজنఔ」を制定しました。

ಉنఔのझࢫにجづき、2019年11月に「ୈ2ճӫ༪শ号ଃఄ式ฒ
びにަྲྀ会（学ԑのूい）」を千里山Ωϟンύス100周年ه೦会ؗに
おいてڍ行しました。ଃఄ式には、2019年度の受শऀ5໊のうͪ2໊
の方にྟ੮いただき、শ号ه೦१をଃఄしました。ଃఄ式ऴྃ後は、こ
れまでの受শऀや໾һをަえてަྲྀ会を։࠵し、大学のۙ況などの
報告、঑学生の੠やΪターΫラϒによるԋ૗が൸࿐され、࿨やかに࠙ஊが行われました。ܧ続的な։࠵を通じ
て、よりݻڧな学ԑωοトワーΫを構築・拡充していきます。

ʢ14ʣ৽ܕίϩφ΢Πϧスײછ঱΁のରԠ
新型コロナウイルス感染症の世界的な大ྲྀ行を受け、本法人では「危機管理نఔ」にجづき2020年1月

28日に対策本部を設置し、ಉ日、「ୈ1ճɹ新型コロナウイルス感染症に関する対策本部会議」を։࠵しました。

2019年度栄誉称号贈呈式
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ಉ会議は、3月31日までの間、̔ܭճ։࠵し、ଔ業式、入学式等の全学的行事の取ѻい、部ہϨベルで実施す
る行事に܎るガイドライン、新年度の授業の取ѻい等のݕ౼を行いました。3月末時点においても状況の௟
੩化がみられず、2020年度もҾき続き対策本部会議が行われることになりました。

8 ͦͷଞͷ׆動
ʢ1ʣؔ ੢大ֶߍ༑ձ

関西大学校༑会は、฼校と校༑とのަྲྀ、また校༑ಉ࢜の
਌ກがさらにਂまるよう、2019年度もさまざまな活ಈを
ల։しました。

ຖ年4月に։࠵する「ϗームΧϛングデーʙスϓϦングϑΣ
ステΟバルʙ」は、さらにଟくの校༑の出ళや学生՝外団体の
。を得て、ଟくの校༑が๚れ、大いに೐わいをみせましたྗڠ

9月に։࠵した「関西大学ϑΣステΟバルin中国」は、今年は
、のこのϑΣステΟバルは࠵し、来৔ऀは800໊を超えて੝況をതしました。大学・法人共࠵ౡ市で։޿
2015年度から࢝まり、۝भ（෱Ԭ）、࢛国（香川）、関東（東京）、東ւ（໊ݹ԰市）につづくものとして、校༑の
ަྲྀはもとより、฼校の教育・研究ฒびに受験生へのアピールの৔としてもҐ置づけています。

また、機関hࢽ 関大 はɦ、ح਺月年6ճ発行、2018年度からは「ଔ業ه೦号」「入学ه೦号」も発行し、学生
会һ（現໾学生）への校༑会活ಈの周஌と޿報に౒めています。

校༑会組৫の活性化として、ւ外にある21支部の中には、国際部やΩϟϦアηンターが主࠵する行事に
ซせて現໾学生とަྲྀ会を։࠵するなど、学生が現地の事情を௚઀理解する৔ともなっています。

Ҏ上のほか、代議һ会、校༑総会（スイーπビϡοϑΣも出ళ）、組৫代表ऀ会議、支部対߅ΰルϑ大会、
ఱ神ࡇไഈધ「関大丸」बߤ、関大寄੮、あらたに/(K（なん͹グランドՖ月）のެԋなどの行事を実施し、
ըし実施しました。また、学生支援部会では、現໾学生への支援とاがるように޿加する校༑の੄野がࢀ
してこれまでのڅ෇঑学ۚ、՝外活ಈへの支援（大ౡ٢ݠスϙーπ文化৆表জをؚΉ）などのほか、学生
χーζにԊった、ଟ༷でޮՌ的な支援策についてさらに議論を重Ͷ、ͻとつの試みとして、ΩϟϦアηンター
との共࠵で「校༑ا業による合ಉઆ明会」を実施しました。

ʢ2ʣؔ ੢大ֶ教育ޙԉձ
本会では、大学とՈఉの࿈བྷをີにして、教育事業を援ॿし、ซせて会һである在学生の෕฼・保ऀޢ૬

の3点については、本࣍の਌ກをਤることを目的として、さまざまな事業・行事を実施しました。なかでもޓ
年度重点的に取り組みました。
アɹ ෕฼・保ऀޢの関৺が高い学生のब৬活ಈฒびにΩϟϦアܗ

成をより一層ਪ進し、進࿏決定への一ॿとなるよう、本学
ΩϟϦアηンター؂मのもと、ब৬活ಈに関するج本事߲を
すべて໢ཏしたඞܞ手ாh ब৬活ಈサϙートϒοΫ をɦ発行
し、ब৬活ಈ४උ時期である9月末から3年࣍学部生を中৺
に഑෇しました。

関西大学教育後援会総会

フェスティバルin中国
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イɹ2018年度からࣳҪ学長と大手書ళの丸善༤দಊג式会社ฒびにג式会社لҏ国԰書ళとがྗڠして
ਪし進めている「新入生にଃる100࡭」に、ؠ೾書ళ「現代人の教ཆ」200࡭を加えたࢠ࡭をిࢠ化し、
いつでもスϚートϑΥンやタϒϨοトでも読めるよう、学生の活ࣈ཭れ解ফに向けた大学の新たな
取り組みに対するॿ成を行いました。

ウɹわが国のݹߟ学研究上「世لの発見」として༗໊な高দ௩ݹ෿の発見Ҏ来、本会がܧ続してݹߟ学と
ਂく関わり、発۷ௐࠪ研究に対する各छ支援を行ってきた経Ңもあり、7月に世界文化Ҩ࢈にొ࿥さ
れた大阪府の「ඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈」の発۷ௐࠪや保ޢなどに向けた取り組みを支援するため、「世界文
化Ҩ࢈h ඦઉௗ・ݹ市ݹ෿܈ ௐɦࠪ研究ৼڵ会」を設立しました。

ʢ3ʣࣜגձࣾؔ大ύϯη
式会社関大ύンηは、本法人からの受ୗ事業、学生サービスの関࿈事業を中৺に安定的なऩӹを確保ג

しつつ、本法人への受഑ऀࢦ定寄෇をੵۃ的に行っています。
2019年度は、#:0%ਪ঑に൐い、1$（.aD）ൢ ചの։ٴ࢝び各Ωϟンύスに1$૬ஊコーナーを新設

するとともに、学生サービスの向上にࢿするべく関大共済会を੣೭ؗ1階にҠసしました。
また、౰社の設立目的である教育・研究の充実、発లにࢿする事業として、国際部におけるグローバル

支援事業ฒびに研究支援・社会࿈ܞグルーϓを支援する教育・研究支援事業を本֨的にՔಇさせ、本学事຿
৬һの৬຿਱行における࣭的向上や業຿のෛ担ܰ減に向けてଆ໘から支援しました。これら事業は、今後
さらなるध要が見ࠐまれるため、学内各部ॺに޿く周஌しながら業຿の受ୗに݁びつけたいとߟえてい
ます。ͦ のためにઐ門スタοϑのޏ用など、࣭ の高いサービスをఏڙできる社内ଶ੎の構築に౒めています。

中期的には社内体制の੔උ・充実をਤりつつ、関西大学内のみならず、学外への事業ల։などもࢹ野に入れ、
取り組んでいきたいとߟえています。

ʢ4ʣʮ/10๏ਓؔ੢大ֶΧΠβーζΫϥϒʯのऔΓ૊ΈʢΧΠβーζΫϥϒࣄ務ہʣ
創立130周年ه೦事業の一環として2015年に設立され、

今年度設立5周年をܴえた関西大学ΧイザーζΫラϒ（通শ）
では、サοΧー、アイスϗοέー、νアμンス、体ૢのスΫールと
ϑΟΪϡアスέートΫラϒに加え、2019年度からバスέοト
ϘールとテχススΫールを։ߨし、6つのスΫールと1つの
ΫラϒをӡӦし、地Ҭ社会に根ざした大学として「੨少年の
健全育成」等、地Ҭ՝題に取り組Ή活ಈを行っています。

2019年度は、「Χイザーζ'aDUoSZ」としてޕલはӡಈ会、ޕ後は英語教ࣨやՆٳみの॓題を大学生と
一ॹに行う等、文෢྆ಓを目ࢦした新しいイベントを։࠵しました。このような取り組みを通じて地Ҭٴび
ステーΫϗルμーに対し、大学の஌ࡒ・人ࡒ・施設を活用した各छ地Ҭݙߩ活ಈを実施しています。

カイザーズFactory ボッチャ競技
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$"3&4�0TBLB�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
2015年度に「ॅ環境・ब৬支援等受入れ環境の充実事業」とし
て文部科学লからҕୗされた事業。ۙ ྡの大学、ا業、自࣏体
や地Ҭ社会と࿈ܞし、༏लな留学生の֫得、日本・日اܥ業で
活༂するグローバル人ࡐとしてのഐ出、地Ҭॅ民としての定
ணまでのϓロηスを総ׅ的かつロングスύンでέアする取り
組みをਪ進している。

$0*-�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��ɺ��
$oMMaCoSaUiWF 0nMinF *nUFSnaUionaM -FaSninHのུ。ւ外と
のΦンラインڠಇ学習。*$5πールを活用し、ւ外の学生と
ϓロジΣΫト型学習を行うことができる教育手法。

$0*-�1MVT�1SPHSBN�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
学生のւ外೿ݣまたはւ外からの学生受入れのલ後に$0*-
を実施することで留学ޮՌを高めるϓログラム。

F�-FBSOJOH�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
にコンピϡーターやωοトワーΫを活用して教جをࡐ教ࢠి
育や研म・自習を行うこと。

'%�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
'aDVMUZ %FWFMoQNFnUのུで、教育環境や教һの教え方を改
善していく組৫的な取り組みのこと。

(5"�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
(MoCaM 5FaDIinH AssisUanUのུ。主にւ外からの留学生が
担౰し、日本人学生向けに英語をはじめ、さまざまな外国語学
習や文化体験のϓログラムを実施している。

*$5�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �ɺ��ɺ��ɺ��
*$5（*nGoSNaUion and $oNNVniDaUion 5FDInoMoHZ）は

「情報通৴ٕज़」のུ。*5（*nGoSNaUion 5FDInoMoHZ）とほ΅
ಉٛのҙຯを࣋つが、国際的に*$5が定ணしていることなどか
ら、日本でもۙ年*$5が*5に代わるݴ༿として޿まりつつあ
る。

*3� ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
*nsUiUVUionaM RFsFaSDIのུ。教育、経Ӧ、ࡒ຿情報をؚΉ大
学内部のさまざまなデータの入手や෼ੳと管理、ઓུܭըの
策定、大学の教育ϓログラムのϨビϡーと点ݕなどแׅ的な
内༰をҙຯする。

,6�03$"4� ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
Kansai 6niWFSsiUZ 0QFn RFsFaSDI $FnUFS GoS Asian 
SUVdiFs（関西大学アジア・Φーϓン・Ϧサーνηンター）のུ。
東アジア文化研究における世界最高ਫ४の研究ڌ点をܗ成
すべく2017年4月に発଍。

-"�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
-FaSninH AssisUanUのུ。本学ಠ自の制度で、全学のॳ年࣍
対৅の科目を中৺に౰֘授業担任ऀの責任のもと、授業中に
おける学習支援や学習を促進する業຿のิॿ等を行う学生

。のこと（ଇ学部学生ݪ）

1#-� ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �ɺ��
1SoCMFN #asFd -FaSninHまたは1SoKFDU #asFd -FaSninH
のུ。自立学習ऀの育成を目ࢦす、՝題解決型の学習ܗ式。学
習ऀがࢦಋऀのサϙートのもと、自ら発見した問題について、
解決の見通しをつけて実行し、݁ 論を得る作業を自཯的に਱
行するաఔで、ಛ定の෼野においてඞ要とされる஌識や情報
などを一定の関࿈性の中で理解することができる。

1$#ഇغ෺�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
ϙϦԘ化ビϑΣχルഇغ෺のུ。1$#ഇغ෺はిؾ機ثのઈ
ԑ༉など޿く࢖用されてきたが、ͦ の༗ಟ性から「ϙϦԘ化ビ
ϑΣχルഇغ෺のద正なॲ理のਪ進に関するಛ別ા置法」に
式会社（+&S$0）によるॲגづき、中間ஷଂ・環境安全事業ج
෼が進められている。

4%�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
SUaGG %FWFMoQNFnUのུ。大学設置ج४において「大学は、౰
֘大学の教育研究活ಈ等のద੾かつޮՌ的なӡӦをਤるた
め、ͦ の৬һにඞ要な஌識ٴびٕ能を習得させ、ฒびにͦの能
を向上させるための研मの機会を設けることͦの࣭ࢿびٴྗ
ଞඞ要な取り組みを行うものとすること」として2017年度か
らٛ຿化された。「৬һ」には事຿৬һのほか、教һや大学ࣥ行
部、ٕ ज़৬һ等もؚまれることが明確化されている。

4%(T� ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��
SVsUainaCMF %FWFMoQNFnU (oaMs（࣋続Մ能な։発目ඪ）の
続Մ能な։発目ඪとは2001年に策定されたϛϨχアム࣋。ུ
։発目ඪ（.%(s）の後ܧとして、2015年9月の国࿈サϛοト
で࠾୒された「࣋続Մ能な։発のための2030アジΣンμ」に
てࡌهされた2016年から2030年までの国際目ඪであり、
続Մ能な世界を実現するための17のΰールと169のター࣋
ήοトから構成されている。

46$$&44�0TBLB�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
2017年度に「留学生ब৬促進ϓログラム」として文部科学ল
からҕୗされた事業。ۙ ྡの大学、ا業、自࣏体や地Ҭ社会と
࿈ܞし、外国人留学生がଔ業後に高度外国人ࡐとして日本ا
業で活༂できるྗをᔻཆすることを目的としたΩϟϦア教
育、日本語教育、インターンシοϓなどの取り組みを実施する
とともに、外国人ࡐを࠾用するا業に対する支援を行っている。

46$$&44�0TBLB�'VUVSF�%FTJHOʢ40'%ʣ�ʝʝʝʝʝ �
本学が主ಋする文部科学লҕୗ事業・留学生ब৬促進ϓログ
ラム「S6$$&SS-0saLa」事業が、2025日本ສ国തཡ会༠க
ҕһ会等との共࠵で取り組ΉϓロジΣΫト。この中で、外国人
留学生と日本ا業がタοグを組み、࣋続Մ能な։発目ඪ 

（S%(s）ୡ成に向けたビジωスイノベーションاըを共創す
る。اըҊの中でもධՁが高く、ඇৗに実現性の高いものは実
際の事業としてల։するというಈきも出てきている。

6OJ-J0/�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
6niWFSsiUiFs *nGoSNaM -iaison 0GGiDFs /FUXoSLのུ。研
究։発（R�%）や高等教育に関࿈するަྲྀを目的とした、ϒ
Ϧϡοηル（ベルΪー）ۙ ߫にΦϑΟスを࣋つ大学ฒびに高等
教育機関のコンιーシアム。ϒϦϡοηルをڌ点に6ि間ごと
に$oSF NFFUinHを։࠵するほか、&6の大型研究ॿ成制度
)0R*;0/（ ϗ ラ イ ζ ン ）2020や Ԥ भ 研 究 ධ 議 会（&R$ɿ
&VSoQFan RFsFaSDI $oVnDiM）をテーϚとしたワーΩング
グルーϓを通して定期的に情報ަ׵を行っている。

63"�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��ɺ��
6niWFSsiUZ RFsFaSDI AdNinisUSaUoSのུ。研究ऀとともに
研究活ಈのاը・Ϛωジメント、研究成Ռの活用促進等を行
い、研究活ಈの活性化や研究ਪ進体制のڧ化等を支える業຿
にै事する人ࡐのこと。関西大学では、この༷な人ࡐを6܈の
ઐ門的な৬能区෼に体ܥ化し、組৫的・機能的な研究支援体制
の構築をਤっている。

ΞΫςΟϒɾϥʔχϯά�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �ɺ��
教һによる一方向的なܗٛߨ式の教育とはҟなり、学मऀの
能ಈ的な学मへのࢀ加を取り入れた教授・学習法の総শ。

�ɹूޠ༺ ʲΞϧϑΝϕοτɺ��ԻʢΧφʣॱ ʳ
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Πϊϕʔγϣϯ૑ੜηϯλʔʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��ɺ��
関西大学創立130周年ه೦事業の一環として、自然科学ܥ・社
会科学ܥの࿮組みを超えた、࢈学׭࿈ܞによる本֨的なイノ
ベーションの創出ڌ点として設置したηンターのこと。

Πϯλʔϯγοϓʝʝʝʝʝʝʝ �ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��
学生が自らのઐ߈や将来のΩϟϦア・ϓランに関࿈して、在学
中に一定期間、ا業ͦのଞでब業体験をੵΉための制度のこ
と。

େౡ٢חʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
（1908年11月10日ʙ1985年3月30日）1934年関西大学
ଔ業。཮上ٕڝબ手として、ロサンθルスΦϦンピοΫ ಔメ
μルを֫得。ベルϦンΦϦンピοΫ 6Ґ入৆。大学ଔ業後、ຖ日
新ฉ社に入社。東京ΦϦンピοΫ（1964年）のબ手ڧ化対策本
部長や日本બ手団団長などを຿めた。大阪体育大学の։設（ॳ
代෭学長）や日本スϙーπ少年団の創設にਚྗし、੨少年教育
にもݙߩした。൩年はスϙーπを通じたฏ࿨ӡಈにも܏஫。
1982年にアジア人ॳとなる「ΦϦンピοΫฏ࿨৆」を、
1985年には「ΦϦンピοΫޭ࿑৆」を受৆した。

ؔ੢େֶֶज़ϦϙδτϦʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
関西大学における教育・研究活ಈにより創造された教育・研究
成Ռ（学ज़ࡌܝࢽࡶ論文、学Ґ論文、ل要論文など）をインター
ωοトを通じて学内外にެ։しているコンテンπのこと。

ؔେϝσΟΧϧϙϦϚʔʢ,6.1ʣ�ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
本学が։発したֵ新的ҩ用高෼ࡐࢠྉのこと。これを࣠جに
デバイス化・システム化を実現し、ऀױやҩྍै事ऀのෛ担を
ܰ減したҩྍࡐثとҩྍシステムの։発を目ࢦす。

಺෦࣭อূʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �ɺ��
大学が自཯的な組৫として、ͦ の࢖命や目的を実現するため
に、自らが行う教育ٴび研究、組৫ٴびӡӦ、ฒびに施設ٴび
設උの状況についてܧ続的に点ݕ・ධՁし、࣭ の保ূを行うと
ともに、ઈえず改善・向上に取り組Ήこと。

ͳʹΘେڀݚࡕηϯλʔʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
関西大学の創立130周年ه೦事業の一環として、これまでの

「なにわ、大阪」に関する๛෋な学ज़࢈ࢿと研究実績をベース
に、「総合科学」の観点からӬ続的な研究ڌ点として設置した
ηンターのこと。

ϦΧϨϯτڭҭʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��ɺ��
৬業人を中৺とした社会人に対して、学校教育のमྃ後、いっ
たん社会に出てから行われる教育であり、৬৔から཭れて行
われるϑルタイムの࠶教育のみならず、৬業にबきながら行
われるύートタイムの教育もؚΉ。

ཤमূ໌੍౓ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ �
社会人等に対するଟ༷なχーζに応じた一定のまとまりのあ
る学習ϓログラムを։設し、ͦ のमྃऀに対して法にجづく
ཤमূ明書をަ෇する制度のこと。

ϨδϦΤϯεΩϟϯύεߏ૝ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ��
大学ならではのあらΏるݯࢿを活用・౤入することにより、地
Ҭॅ民を受け入れる๷災ڌ点として機能するための環境੔උ
を行う、全国ॳとなる׭民࿈ܞの事業のこと。
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຿ͷ֓ཁⅢࡒ

1 ຿ͷ֓ཁࡒ
 ʢ1ʣܾ の֓ཁࢉ
ア ɹۚࢿऩ支決ࢉは、ۚࢿऩ入が予ࢉに対し11ԯ8
900ສԁの増、ۚࢿ支出が予ࢉに対し7ԯ7
400ສԁの

増となりました。ͦ の݁Ռ、ཌ年度܁ӽ支෷ۚࢿは予ࢉに対し4ԯ1
500ສԁ増加し、総ֹ148ԯ6
000
ສԁとなりました。

�ࢉܾࢧऩۚࢿ˙ （୯Ґɿඦສԁ）
Պɹ໨ɹʘɹ༧ܾࢉ ༧ɹࢉ ܾɹࢉ ࠩɹҟ

લ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
139 14
139 0
当
年
度

ऩ入ۚࢿ 50
993 52
182 ˚ 1
189
支出ۚࢿ 50
687 51
461 ˚ 774
ऩ支ա不଍ 306 721 ˚ 415

ཌ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
445 14
860 ˚ 415
（஫）1ɹ୯Ґ表ࣔは、ඦສԁະຬをޒࣺ࢛入している。（イの事業活ಈऩ支決ٴࢉびウのିआ対র表もಉじ）
ɹɹ2ɹ「ࠩҟ」ཝは、「予ࢉ」ཝ 「ɻ決ࢉ」ཝのֹをࣔす。（イの事業活ಈऩ支決ࢉもಉじ）

イ ɹ事業活ಈऩ支決ࢉは、事業活ಈऩ入が予ࢉに対し11ԯ5
400ສԁの増、事業活ಈ支出が予ࢉに対し1ԯ
7
800ສԁの増となり、ج本ۚ組入લ౰年度ऩ支ֹࠩは予ࢉに対し9ԯ7
600ສԁの増となりました。さら
に、ج本ۚ組入ֹは予ࢉに対し4ԯ100ສԁの減となるため、౰年度ऩ支ֹࠩは予ࢉに対し13ԯ7
700ສ
ԁ改善し、9ԯ2
200ສԁのऩ入超աとなりました。
ɹこの݁Ռ、ཌ年度܁ӽऩ支ֹࠩは予ࢉでは251ԯ7
400ສԁの支出超աでしたが、決ࢉでは237ԯ
9
700ສԁの支出超աとなりました。

˙事׆ۀಈऩࢉܾࢧ� （୯Ґɿඦສԁ）
Պɹ໨ɹʘɹ༧ܾࢉ ༧ɹࢉ ܾɹࢉ ࠩɹҟ

 A 事業活ಈऩ入 50
015 51
169 ˚ 1
154
 # 事業活ಈ支出 48
620 48
798 ˚ 178
本ۚ組入લ౰年度ऩ支ࠩج $  （ֹAʵ#） 1
395 2
371 ˚ 976
ܭ本ۚ組入ֹ合ج %  ˚ 1
850 ˚ 1
449 ˚ 401
 & ౰年度ऩ支ࠩ （ֹ$ʴ%） ˚ 455 922 ˚ 1
377
 ' લ年度܁ӽऩ支ֹࠩ ˚ 24
719 ˚ 24
719 0
 ( ཌ年度܁ӽऩ支ࠩ （ֹ&ʴ'） ˚ 25
174 ˚ 23
797 ˚ 1
377

ウ ɹିआ対র表は、2019年度末で࢈ࢿの部2
270ԯ7
300ສԁ、ෛ࠴の部271ԯ4
300ສԁ、७࢈ࢿの部1
999
ԯ3
000ສԁとなりました。ج本ۚは2
237ԯ2
700ສԁ、ཌ年度܁ӽऩ支ֹࠩは237ԯ9
700ສԁの支出超
աです。

˙ିआରরද� （୯Ґɿඦສԁ）
Պɹ�ɹɹ໨ ����೥౓຤ ����೥౓຤ ૿ɹɹݮ

ͷ部࢈ࢿ
ɹݻ定࢈ࢿ 210
254 210
597 ˚ 343
ɹɹ༗ݻܗ定࢈ࢿ 111
334 114
874 ˚ 3
540
ɹɹಛ定࢈ࢿ 96
743 93
136 3
607
ɹɹͦのଞのݻ定࢈ࢿ 2
177 2
587 ˚ 410
ɹྲྀಈ࢈ࢿ 16
819 15
742  1
077

ܭの部ɹ合࢈ࢿ 227
073 226
339 734
ෛ࠴ͷ部
ɹݻ定ෛ࠴ 16
353 17
948 ˚ 1
595
ɹྲྀಈෛ࠴ 10
790 10
832 ˚ 42

ෛ࠴の部ɹ合ܭ 27
143 28
780 ˚ 1
637
७࢈ࢿͷ部
ɹج本ۚ 223
727 222
278 1
449
ɹ܁ӽऩ支ֹࠩ  ˚ 23
797  ˚ 24
719 922

७࢈ࢿの部ɹ合ܭ 199
930 197
559 2
371
ෛٴ࠴ͼ७࢈ࢿͷ部ɹ߹ܭ 227
073 226
339 734

（஫）「増減」ཝは、「2019年度末」ཝ 「ɻ2018年度末」ཝのֹをࣔす。

ʢ2ʣࢿ金ऩࢉܾࢧ
ิ、ऩ入は、学生生徒等ೲ෇ۚऩ入、手਺ྉऩ入、寄෇ۚऩ入ۚࢿ ॿۚऩ入、෇ਵ事業・ऩӹ事業ऩ入などの

法人にؼଐするऩ入のほか、લ受ۚऩ入などをؚめ、521ԯ8
200ສԁとなりました。
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び法人のӡӦにඞ要な諸経අ、施設設උඅなどをؚめ、514ٴ支出は、教৬һの人݅අ、教育研究活ಈۚࢿ
ԯ6
100ສԁとなりました。

この݁Ռ、ࠩ ֹ7ԯ2
100ສԁをલ年度܁ӽ支෷ۚࢿとあわせて、ཌ年度܁ӽ支෷ۚࢿは、148ԯ6
000
ສԁとなりました。
� （୯Ґɿඦສԁ）
ऩೖͷ෦ۚࢿ

Պɹɹɹ໨ ����೥౓༧ࢉ ����೥౓ܾࢉ ࠩɹɹҟ ཰ߦࣥ
1   学生生徒等ೲ෇ۚऩ入 38
512 38
695 ˚ 183 100�5�
2   手਺ྉऩ入 2
728 2
902 ˚ 174 106�4�
3   寄෇ۚऩ入 470 496 ˚ 26 105�6�
4   ิॿۚऩ入 5
218 5
352 ˚ 134 102�6�
ച٫ऩ入࢈ࢿ   5 43 72 ˚ 29 167�4�
6   ෇ਵ事業・ऩӹ事業ऩ入 1
079 1
263 ˚ 184 117�1�
7   受取རଉ・഑౰ۚऩ入 463 620 ˚ 157 133�9�
ऩ入ࡶ   8 1
393 1
648 ˚ 255 118�3�
9   आ入ۚ等ऩ入 0 0 0 ʵ
10 લ受ۚऩ入 6
550 6
955 ˚ 405 106�2�
11 ͦのଞのऩ入 2
179 2
062 117 94�6�
定צऩ入ௐ੔ۚࢿ 12 ˚ 7
642 ˚ 7
883 241 103�2�

（小ɹɹܭ） 50
993 52
182  ˚ 1
189 102�3�
13 લ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
139 14
139 0 100�0�

ܭऩ入の部合ۚࢿ 65
132 66
321  ˚ 1
189 101�8�
ग़ͷ෦ࢧۚࢿ

Պɹɹɹ໨ ����೥౓༧ࢉ ����೥౓ܾࢉ ࠩɹɹҟ ཰ߦࣥ
1   人݅අ支出 26
030 25
975 55 99�8�
2   教育研究経අ支出 14
329 14
627 ˚ 298 102�1�
3   管理経අ支出 1
848 2
152 ˚ 304 116�5�
4   आ入ۚ等རଉ支出 24 23 1 95�8�
5   आ入ۚ等ฦ済支出 1
297 1
297 0 100�0�
6   施設関܎支出 1
178 767 411 65�1�
7   設උ関܎支出 1
636 1
619 17 99�0�
ӡ用支出࢈ࢿ   8 2
685 4
021 ˚ 1
336 149�7�
9   ͦのଞの支出 2
777 2
922 ˚ 145 105�2�
10 予උඅ 500 ʵ 500 ʵ
定צ支出ௐ੔ۚࢿ 11 ˚ 1
617 ˚ 1
942 325 120�1�

（小ɹɹܭ） 50
687 51
461  ˚ 774 101�5�
12 ཌ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
445 14
860 ˚ 415 102�9�

ܭ支出の部合ۚࢿ 65
132 66
321 ˚ 1
189 101�8�

。に、主な科目についてઆ明します࣍
Ξࢿ�金ऩೖ

（ア） 学生生徒等ೲ෇ۚऩ入は386ԯ9
500ສԁとなりました。
授業ྉ、入学ۚ、施設අが主なऩ入です。
大学（法຿研究科（法科大学院）、会ܭ研究科（ઐ門৬大学院）、৺理学研究科৺理ྟচ学ઐ߈（ྟচ৺理
ઐ門৬大学院）ٴびط設研究科、留学生別科）においては、新入生の学අはલ年度からਾえ置きました。
大学（学部）においては、全学部で新入生の学අを改定しました。
高等学校・中学校・小学校の新入生の学අ、ฒびに༮ஓԂの保育අはલ年度からਾえ置きました。

（イ） 手਺ྉऩ入は29ԯ200ສԁとなりました。
入学ݕ定ྉが主なऩ入です。

（ウ） 寄෇ۚऩ入は4ԯ9
600ສԁとなりました。
教育と研究活ಈ全ൠをサϙートする「学の実化促進ืۚ」、঑学ۚや՝外活ಈิॿなど学生の経済໘を
サϙートする「ߟಈする関大人育成ืۚ」、教育ॿ成・研究ॿ成など్࢖をࢦ定した寄෇ۚがあります。

（Τ） ิॿۚऩ入は53ԯ5
200ສԁとなりました。
国からの私立大学等経ৗඅิॿۚٴび大阪府からの私立高等学校等経ৗඅิॿۚが主なऩ入です。

KANSAI UNIVERSITY
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（Φ） ࢈ࢿച٫ऩ入は7
200ສԁとなりました。
౔地ച٫ऩ入とຬ期ঈؐによる༗Ձূ݊等ച٫ऩ入が主なऩ入です。

（Χ） ෇ਵ事業・ऩӹ事業ऩ入は12ԯ6
300ສԁとなりました。
ΤΫステンション・Ϧードηンター受ߨྉや学生ྈऩ入などのิॿ活ಈऩ入や、受ୗ研究などの受ୗ
事業ऩ入が主なऩ入です。

（Ω） 受取རଉ・഑౰ۚऩ入は6ԯ2
000ສԁとなりました。
༗Ձূ݊や༬ۚのརଉ・഑౰ۚが主なऩ入です。

（Ϋ） ࡶऩ入は16ԯ4
800ສԁとなりました。
施設設උར用ྉ、ୀ৬ۚࡒ団ަ෇ۚが主なऩ入です。

（έ） લ受ۚऩ入は69ԯ5
500ສԁとなりました。
2020年度入学生のय़学期学අ（入学ۚをؚΉ。）が主なऩ入です。

（コ） ͦのଞのऩ入は20ԯ6
200ສԁとなりました。
ಛ定࢈ࢿの取่ऩ入、લ期末ະऩ入ۚऩ入が主なऩ入です。

Πࢿ�金ࢧग़
（ア） 人݅අ支出は259ԯ7
500ສԁとなりました。

教һ人݅අ、৬һ人݅අ、໾һ報ु、ୀ৬ۚが主な支出です。
（イ） 教育研究経අ支出は146ԯ2
700ສԁとなりました。

各設置学校の教育研究諸活ಈにඞ要なফ໣඼අ、ޫ ೤ਫඅ、঑学අ、研究・教育等ิॿඅ、मસඅ、業຿
ҕୗඅが主な支出です。

（ウ） 管理経අ支出は21ԯ5
200ສԁとなりました。
学生・生徒・ࣇಐ・Ԃࣇのืूや、法人の管理ӡӦにඞ要なҹ࡮・੡本අ、޿告අ、業຿ҕୗඅが主な支出
です。

（Τ） आ入ۚ等རଉ支出は2
300ສԁ、आ入ۚ等ฦ済支出は12ԯ9
700ສԁとなりました。
施設੔උの事業අに充てるためにա年度にआり入れたआ入ۚに܎るརଉٴびฦ済ֹです。

（Φ） 施設関܎支出は7ԯ6
700ສԁとなりました。
関西大学会ؗ଱਒改म工事、大ن模ϗールのఱҪ଱਒改म工事、千里山ΩϟンύスωοトワーΫװઢ
設置工事などを行いました。

（Χ） 設උ関܎支出は16ԯ1
900ສԁとなりました。
教育研究用機ثඋ඼やਤ書が主な支出です。

（Ω） ࢈ࢿӡ用支出は40ԯ2
100ສԁとなりました。
各ಛ定࢈ࢿへの܁入支出が主な支出です。

（Ϋ） ͦのଞの支出は29ԯ2
200ສԁとなりました。
લ期末ະ෷ۚ支出やલ෷ۚ支෷支出が主な支出です。
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΢׆�動۠෼ࢿ金ऩࢉܭࢧॻ
活ಈ区෼ۚࢿऩ支ࢉܭ書は、ۚࢿऩ支ࢉܭ書を組みସえて、活ಈ区෼ごとの現ۚ༬ۚのྲྀれをࣔしたもの

です。教育活ಈによるۚࢿऩ支は、Ωϟοシϡベースでの教育活ಈのऩ支状況を、施設੔උ等活ಈによるࢿ
ۚऩ支は、౰年度の施設設උのߪ入状況ٴびݯࡒのௐୡ状況を、ͦ のଞの活ಈによるۚࢿऩ支は、आ入ۚの
ऩ支やۚࢿӡ用の状況等、主にࡒ຿活ಈのऩ支状況をࣔしています。

2019年度決ࢉでは、ᶗ教育活ಈによるۚࢿऩ支はϓラス、ᶘ施設設උ੔උ等活ಈによるۚࢿऩ支はϚイ
ナス、ᶙͦのଞの活ಈによるۚࢿऩ支はϚイナスとなっており、また、教育活ಈのϓラスが施設੔උ等活ಈ
のϚイナスを上ճっていることから、法人のऩ支状況は通ৗの状ଶであることをࣔしています。
� ��������（୯Ґɿඦສԁ）

Պɹ໨ ܾɹࢉ

Ⅰ
教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

̍ 学生生徒等ೲ෇ۚऩ入 38
695
̎ 手਺ྉऩ入 2
902
̏ ಛ別寄෇ۚऩ入 452
̐ 経ৗඅ等ิॿۚऩ入 5
208
̑ ෇ਵ事業ऩ入 1
263
ऩ入ࡶ ̒ 1
646
教育活ಈۚࢿऩ入ܭ 50
166

支
出

̍ 人݅අ支出 25
975
̎ 教育研究経අ支出 14
627
̏ 管理経අ支出 2
139
教育活ಈۚࢿ支出ܭ 42
741

ࠩҾ 7
425
ௐ੔צ定等 ˚ 255
̖ 教育活ಈۚࢿऩ支ֹࠩ 7
170

Ⅱ
施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

̍ 施設設උ寄෇ۚऩ入 44
̎ 施設設උิॿۚऩ入 145
̏ 施設設උച٫ऩ入 43
施設੔උ等活ಈۚࢿऩ入ܭ 232

支
出

̍ 施設関܎支出 767
̎ 設උ関܎支出 1
619
̏ 減Ձঈ٫Ҿ౰ಛ定܁࢈ࢿ入支出 3
532
施設੔උ等活ಈۚࢿ支出ܭ 5
918

ࠩҾ ˚ 5
686
ௐ੔צ定等 ˚ 4
̗ 施設੔උ等活ಈۚࢿऩ支ֹࠩ ˚ 5
690
̘ 小ܭ（̖ʴ̗） 1
480

Ⅲ
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

̍ ି෇ۚճऩऩ入 407
̎ 受取རଉ・഑౰ۚऩ入 620
̏ Ҿ౰ಛ定࢈ࢿ取่ऩ入 383
̐ ͦのଞ 73
ͦのଞの活ಈۚࢿऩ入ܭ 1
483

支
出

̍ आ入ۚ等ฦ済支出 1
297
̎ Ҿ౰ಛ定܁࢈ࢿ入支出 489
̏ ͦのଞ 528
ͦのଞの活ಈۚࢿ支出ܭ 2
314

ࠩҾ ˚ 831
ௐ੔צ定等 72
̙ ͦのଞの活ಈۚࢿऩ支ֹࠩ ˚ 759
̚ 支෷ۚࢿの増減 （ֹ̘ʴ̙） 721
લ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
139
ཌ年度܁ӽ支෷ۚࢿ 14
860
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ʢ3ʣࣄ業׆動ऩࢉܾࢧ
経ৗ的な事業活ಈのうͪ、教育活ಈऩ入は、学生生徒等ೲ෇ۚ、手਺ྉฒびに寄෇ۚٴびิॿ （ۚ施設設උに܎る

ものをআく。）などのऩ入で、501ԯ9
800ສԁとなりました。教育活ಈ支出は、教৬һの人݅අ、教育研究活ಈٴび
法人のӡӦにඞ要な諸経අで、486ԯ6
300ສԁとなり、教育活ಈऩ支ֹࠩは、予ࢉに対し2ԯ1
000ສԁ増の15ԯ
3
500ສԁとなりました。ࡒ຿活ಈに܎る教育活ಈ外ऩ支ֹࠩ5ԯ9
700ສԁと合わせて、経ৗऩ支ֹࠩは、予ࢉに
対し3ԯ6
800ສԁ増の21ԯ3
200ສԁとなりました。

また、ಛ別ऩ支ֹࠩは、౔地ച٫ֹࠩや༗Ձূ݊等ച٫ֹࠩなどの࢈ࢿച٫ֹࠩ、施設設උにかかる寄෇ۚٴびิ
ॿۚ、࢈ࢿॲ෼ֹࠩ等のྟ時的な事業活ಈऩ入ٴび事業活ಈ支出によるऩ支ֹࠩで、予ࢉに対し1ԯ800ສԁ増の2
ԯ3
900ສԁとなりました。

これらの݁Ռ、ج本ۚ組入લ౰年度ऩ支ֹࠩは予ࢉに対し9ԯ7
600ສԁ増の23ԯ7
100ສԁとなりました。ま
た、ج本ۚ組入ֹが14ԯ4
900ສԁとなりましたので、౰年度ऩ支ֹࠩは予ࢉに対して13ԯ7
700ສԁ改善し、9
ԯ2
200ສԁのऩ入超աとなりました。これにલ年度܁ӽऩ支ֹࠩ247ԯ1
900ສԁの支出超աと合わせ、ཌ年度
700
ӽऩ支ֹࠩは、237ԯ9܁ສԁの支出超աとなりました。

なお、このཌ年度܁ӽऩ支ֹࠩのほかに、ཌ会ܭ年度Ҏ後の会ܭ年度において組み入れを行うこととなるج本ۚ
ະ組入ֹは60ԯ3
600ສԁとなりました。

これらは、今後の事業活ಈऩ支のߧۉ化策やआ入ۚฦ済ܭըなどࡒ政健全化策にとってҾき続き重要な՝題です。
 （୯Ґɿඦສԁ）

Պɹɹɹ໨ ༧ɹࢉ ܾɹࢉ ࠩɹҟ ཰ߦࣥ

教
育
活
動
収
支

収
入

1 学生生徒等ೲ෇ۚ 38
512 38
695 ˚ 183 100�5�
2 手਺ྉ 2
728 2
902 ˚ 174 106�4�
3 寄෇ۚ 477 483 ˚ 6 101�3�
4 経ৗඅ等ิॿۚ 5
203 5
208 ˚ 5 100�1�
5 ෇ਵ事業ऩ入 1
079 1
263 ˚ 184 117�1�
ऩ入ࡶ 6 1
393 1
647 ˚ 254 118�2�
̖ 教育活ಈऩ入ܭ 49
392 50
198 ˚ 806 101�6�

支
出

1 人݅අ 25
888 25
876 12 100�0�
2 教育研究経අ 20
125 20
413 ˚ 288 101�4�
3 管理経අ 2
054 2
367 ˚ 313 115�2�
4 ௃ऩ不能ֹ等 0 7 ˚ 7 ʵ
̗ 教育活ಈ支出ܭ 48
067 48
663 ˚ 596 101�2�
̘ 教育活ಈऩ支ࠩ （ֹ̖ʵ̗） 1
325 1
535 ˚ 210 115�8�

教
育
活
動
外
収
支

収
入

1 受取རଉ・഑౰ۚ 463 620 ˚ 157 133�9�
2 ͦのଞの教育活ಈ外ऩ入 0 0 0 ʵ
% 教育活ಈ外ऩ入ܭ 463 620 ˚ 157 133�9�

支
出

1 आ入ۚ等རଉ 24 23 1 95�8�
2 ͦのଞの教育活ಈ外支出 0 0 0 ʵ
& 教育活ಈ外支出ܭ 24 23 1 95�8�
̛ 教育活ಈ外ऩ支ࠩ （ֹ̙ʵ̚） 439 597 ˚ 158 136�0�
̜ 経ৗऩ支ࠩ （ֹ̘ʴ̛） 1
764 2
132 ˚ 368 120�9�

特
別
収
支

収
入

ച٫ֹࠩ࢈ࢿ 1 42 72 ˚ 30 171�4�
2 ͦのଞのಛ別ऩ入 118 279 ˚ 161 236�4�
) ಛ別ऩ入ܭ 160 351 ˚ 191 219�4�

支
出

ॲ෼ֹࠩ࢈ࢿ 1 22 99 ˚ 77 450�0�
2 ͦのଞのಛ別支出 7 13 ˚ 6 185�7�
 * ಛ別支出ܭ 29 112 ˚ 83 386�2�
̟ ಛ別ऩ支ࠩ （ֹ̝ʵ̞） 131 239 ˚ 108 182�4�
̠ 予උඅ 500 ʵ 500 ʵ
本ۚ組入લ౰年度ऩ支ࠩج ̡ （ֹ̜ʴ̟ʵ̠） 1
395 2
371 ˚ 976 170�0�
ܭ本ۚ組入ֹ合ج ̢ ˚ 1
850 ˚ 1
449 ˚ 401 78�3�
̣ ౰年度ऩ支ࠩ （ֹ̡ʴ̢） ˚ 455 922 ˚ 1
377 ˚ 202�6�
̤ લ年度܁ӽऩ支ֹࠩ ˚ 24
719 ˚ 24
719 0 100�0�
̥ ཌ年度܁ӽऩ支ࠩ （ֹ̣ʴ̤） ˚ 25
174 ˚ 23
797 ˚ 1
377 94�5�

ʢߟࢀʣ
事業活ಈऩ入ܭ（̖ʴ̙ʴ̝） 50
015 51
169 ˚ 1
154 102�3�
事業活ಈ支出ܭ（̗ʴ̚ʴ̞ʴ̠） 48
620 48
798 ˚ 178 100�4�

ɹ࣍に、事業活ಈऩ支ݻ༗の主な科目についてઆ明します。
（ア） 寄෇ۚには、ۚࢿऩ入の寄෇ۚのほかに現෺寄෇をؚみます。
（イ）   ۚࢿऩ入の寄෇ۚऩ入ٴびิॿۚऩ入のうͪ、施設設උに܎るものについてはͦのଞのಛ別ऩ入にܭ

上されています。
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ʢ5ʣࡒ産໨࿥ʢ2020೥3݄31೔ࡏݱʣ （୯Ґɿԁ）

࢈ࢿ ���
���
���
���
࢈ࡒ本ج ���
���
���
���
1ɹ౔地 964
828�15ᶷ 20
781
313
947
2ɹݐ෺ 463
948�01ᶷ 61
116
372
042
ɹɹ （1） 校ࣷ 296
067�56ᶷ 40
749
081
942
ɹɹ （2） ਤ書ؗ 21
749�93ᶷ 1
462
728
827
ɹɹ （3） 体育施設 31
351�47ᶷ 6
964
244
567
ɹɹ （4） 研究ॴ 21
357�24ᶷ 2
774
357
357
ɹɹ （5） ް生施設 55
204�67ᶷ 4
604
927
791
ɹɹ （6） ͦのଞ 38
217�14ᶷ 4
554
431
558
ɹɹ （7） ݐ設Ծצ定 6
600
000
3ɹਤ書 1
828
࡭580 14
157
189
654
4ɹ教具・校具ٴびඋ඼ 13
447点 7
268
971
355
5ɹ構築෺（ݐ設Ծצ定1
133
000ԁをؚΉ。） 6
888
801
717
ӡ༻࢈ࡒ ���
���
���
���
1ɹ現 ・ۚ༬ۚ 14
859
691
313
ɹɹ （1） 手ڐ現ۚ 7
825
801
ɹɹ （2） ී通༬ۚ 14
276
453
895
ɹɹ （3） 外՟༬ۚ 482
578
872
ɹɹ （4） ༣ศৼସ 92
832
745
2ɹੵ立ۚ 96
742
961
873
3ɹ༗Ձূ݊ 30
600
000
4ɹ不ಈ࢈ 1
121
220
400
5ɹஷଂ඼ 2
174
842
6ɹະऩۚ 1
245
113
444
7ɹલ෷ۚ 358
913
222
8ɹͦのଞ 2
499
566
166
ऩӹ事࢈ࡒ༺ۀ �
1ɹऩӹ事業用࢈ࡒ 0

ෛ࠴ ��
���
���
���
࠴ఆෛݻ ��
���
���
���
1ɹ長期आ入ۚ 4
738
970
000
ɹɹ （1） 日本私立学校ৼڵ・共済事業団 349
970
000
ɹɹ （2） 市中ۚ༥機関 4
389
000
000
2ɹ長期ະ෷ۚ 422
049
600
3ɹୀ৬څ与Ҿ౰ۚ 11
192
456
544
ྲྀಈෛ࠴ ��
���
���
���
4ɹ୹期आ入ۚ 1
297
190
000
5ɹલ受ۚ 6
956
301
143
6ɹະ෷ۚ 1
911
917
408
7ɹ༬りۚ 624
508
444

ʢ6ʣ؂ࠪࣄ؂報告ॻ

؂事؂ࠪ報告書

2020年5月13日

学校法人ɹ関西大学
ɹ理事長ɹ஑ɹ内ɹܒɹࡾɹ఼

学校法人ɹ関西大学

؂事ɹɹɹ২ɹ田ɹ๕ɹޫɹ῿
؂事ɹɹɹ小ɹ坂ɹ༟࣍࿠ɹ῿
؂事ɹɹɹ小ɹ谷ɹ׮ɹࢠɹ῿
؂事ɹɹɹ౯ɹ田ɹɹɹ進ɹ῿

ɹ私たͪは、私立学校法ୈ37৚ୈ3߲ٴび学校法人関西大学寄ෟ行ҝ
ୈ18৚のن定にجづき、学校法人関西大学の2019年度（2019年4月
1日から2020年3月31日まで）の業຿एしくは࢈ࡒの状況ຢは理事
の業຿ࣥ行の状況について؂ࠪした。
ɹ私たͪは؂ࠪに౰たり、理事会ٴびධ議һ会に出੮し、理事等から
業຿の報告をௌ取し、重要な決ࡋ書ྨ等をӾཡするとともに、会؂ܭ
ࠪ人と࿈ܞし、ࢉܭ書ྨについてݕ౼するなど、ඞ要とࢥわれる؂ࠪ
手続を実施した。
ɹ؂ࠪの݁Ռ、学校法人関西大学の業຿に関する決定ٴびࣥ行ฒびに
理事の業຿ࣥ行はద੾であり、ࢉܭ書ྨ、すなわͪ、ۚࢿऩ支ࢉܭ書、
事業活ಈऩ支ࢉܭ書ٴびିआ対র表（ݻ定࢈ࢿ明ࡉ表、आ入ۚ明ࡉ表
と合கࡌهா฽のܭ目࿥は、会࢈ࡒ表をؚΉ。）ฒびにࡉ本ۚ明جびٴ
し、ͦ のऩ支ٴび࢈ࡒの状況を正しくࣔしており、学校法人の業຿ए
しくは࢈ࡒຢは理事の業຿ࣥ行に関する不正の行ҝ、ຢは、法ྩएし
くは寄ෟ行ҝにҧ൓する重大な事実はないものと認める。

Ҏɹ上

（ウ）   人݅අのୀ৬ۚについて、「事業活ಈ支出」では「ۚࢿ支出」とҟなり、ୀ৬څ与Ҿ౰ۚ܁入ֹがܭ上さ
れています。

（Τ） 教育研究経අٴび管理経අには、「ۚࢿ支出」のほか、減Ձঈ٫ֹがܭ上されています。
（Φ） ࢈ࢿച٫ֹࠩとは、༗ݻܗ定࢈ࢿや༗Ձূ݊等のച٫ӹです。
（Χ） ࢈ࢿॲ෼ֹࠩとは、༗ݻܗ定࢈ࢿのഇغ・ച٫や༗Ձূ݊等のച٫に൐うॲ෼ଛです。
（Ω）   ج本ۚ組入ֹとは、学校法人が学校ӡӦにඞ要な校地、校ࣷ、機ثඋ඼、ਤ書などの取得やͦのための

आ入ۚのฦ済、または、ۚجに充౰するために、事業活ಈऩ入からج本 （ۚ自ۚࢿݾで取得した࢈ࢿの
Ձֹに૬౰するֹ）として組み入れられたֹのことです。ج本ۚの組入れは学校法人にとってඞ要不
Մܽなݻ定࢈ࢿ、ͦ のଞ࢈ࢿを自ۚࢿݾで࿫うためのݯࡒを確保するために行われます。

ʢ4ʣ貸आରরද
ɹ2019年度末（2020年3月31日）現在の࢈ࢿ、ෛ࠴、७࢈ࢿのࡒ政状ଶをࣔしています。
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˙事ۀผܾࢉʢڭҭܦڀݚඅࢧग़ɾ؅理ܦඅࢧग़ɾઃඋؔࢧ܎ग़ʣ� （୯Ґɿ千ԁ）

事ɹɹɹۀ ֹࢉܾ
ઃஔֶߍผ಺༁ٴͼ事ۀ෼ྨج४

େֶ ୈҰߴ౳ֶߍ ๺ཅߴ౳ֶߍ ౳෦ߴ ୈҰதֶߍ ๺ཅதֶߍ த౳෦ ॳ౳෦ ༮ஓԂ ๏ਓ
教育事業 3
195
409 2
580
425 78
878 106
079 155
132 46
406 27
109 74
375 123
356 3
649 0
ɹ 教育研究経අ支出 2
736
760

教育（実験実習、ࢹௌ֮、保健ŋ体育、情報ॲ理、՝外等教育をؚΉ。）、式య行事等に܎る経අɹ 管理経අ支出 12
862
ɹ 設උ関܎支出 445
787
研究事業 1
105
810 1
086
570 10
736 0 0 8
487 0 0 0 17 0
ɹ 教育研究経අ支出 1
048
121

る経අɹ܎人研究、共ಉ研究、機関研究等にݸ 管理経අ支出 11
084
ɹ 設උ関܎支出 46
605
入学試験事業 1
612
076 1
539
744 11
470 14
193 11
694 7
254 12
532 8
298 5
694 1
197 0
ɹ 教育研究経අ支出 898
459

各छ入学試験に܎るืू、実施経අɹ 管理経අ支出 713
033
設උ関܎支出 584

国際化事業 450
474 450
474 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ɹ 教育研究経අ支出 441
455 研究ऀ、学生の国際ަྲྀٴび国際ަྲྀの促進に܎る経අɹ 管理経අ支出 9
019
社会࿈ܞ事業 917
053 916
500 0 0 0 0 0 0 0 553 0
ɹ 教育研究経අ支出 729
324

ެ։ηϛナー、高大࿈ܞなどの学外との࿈ܞ事業、受ୗ研究、研究成Ռの出൛等に܎る経අɹ 管理経අ支出 17
955
ɹ 設උ関܎支出 169
774
学ज़情報事業 975
252 915
552 15
221 14
724 15
075 760 497 1
251 12
172 0 0
ɹ 教育研究経අ支出 840
044

ਤ書ؗ、学部ࢿྉࣨ、ത෺ؗ等でのࢿྉऩू੔理に܎る経අ管理経අ支出 47
設උ関܎支出 135
161

*5活用支援事業 1
523
569 1
523
569 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ɹ 教育研究経අ支出 1
353
199

情報ॲ理教育・研究支援、事຿システム、ਤ書ؗ情報システムٴび*5ηンターӡӦに܎る経අɹ 管理経අ支出 149
342
ɹ 設උ関܎支出 21
028
学生支援事業 1
548
099 1
351
415 56
358 83
773 49
605 2
091 955 1
591 1
824 487 0
ɹ 教育研究経අ支出 1
533
233

঑学ۚ、学生ྈ、学生෱རް生施設、学生団体へのࢦಋ、健康管理、՝外活ಈ等に܎る経අɹ 管理経අ支出 5
256
ɹ 設උ関܎支出 9
610
ΩϟϦアܗ成・ब৬支援事業 219
147 219
147 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ɹ 教育研究経අ支出 208
875

ब৬ࢦಋ、ٻ人։୓、ΤΫステンション・Ϧードηンター事業等に܎る経අ管理経අ支出 8
136
設උ関܎支出 2
136

管理ӡӦ事業 1
007
119 214
338 9
868 14
539 36
683 3
111 3
232 25
751 21
409 1
079 677
109
ɹ 教育研究経අ支出 156
487

る経අɹ܎のଞこれに४ずる法人業຿にͦࡒ຿、管ࡒ、ը、総຿ا 管理経අ支出 840
769
ɹ 設උ関܎支出 9
863
施設設උҡ࣋管理事業 5
794
949 4
528
680 187
327 268
095 146
648 70
552 51
082 111
659 124
404 24
937 281
565
ɹ 教育研究経අ支出 4
632
299

मસඅ、ޫ ೤ਫඅ等の施設のҡ࣋管理に܎る経අɹ 管理経අ支出 384
212
ɹ 設උ関܎支出 778
438
173
別事業 49ݸ 49
173 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ɹ 教育研究経අ支出 49
173 新ن事業、創立130周年ه೦事業に܎る経අ（施設の新築や改造に෇ਵする経අをؚΉ。）

ܭ 18
398
130 15
375
587 369
858 501
403 414
837 138
661 95
407 222
925 288
859 31
919 958
674

ʢ7ʣࡒ੓ج൫のཱ֬
予ࢉでは、౰年度ऩ支ֹࠩは支出超աと見ࠐんでいましたが、決ࢉでは、学生生徒等ೲ෇ۚ、手਺ྉ、経ৗ

අ等ิॿۚ等の全てのऩ入が増加し、一方ではج本ۚ組入ֹが減少したことからऩ入超աにసじたため、
ཌ年度܁ӽऩ支ֹࠩの支出超աがॖ小しました。本法人では、ࡒ政ج൫の安定が経Ӧの根װであるという
認識のもと、Ҿき続き、「Kandai Vision150」を౿まえた中長期ࡒ政方਑にԊって、ऩ入ݯࡒのଟ༷化ٴび
支出の཈制により୯年度の経ৗऩ支のߧۉをҡ࣋していくとともに、ج本ۚ組入ֹの཈制とܭը的な組入れ
に౒めてまいります。

ʢ8ʣࣄ業ผܾࢉの֓ཁ

ࢉ決	支出ۚࢿの主なものとして、「人݅අ支出」「教育研究経අ支出」「管理経අ支出」ň施設関܎支出ŉ「設

උ関܎支出」がありますが、このうͪ、各部ॺでࣥ行した「教育研究経අ支出」「管理経අ支出」「設උ関܎支
出」を事業ຖに෼ ・ྨू 398
総ֹ18	ࢉしたものが事業別決ܭ
130千ԁ
です。

なお、この事業෼ྨについては、実຿上のඞ要性から試行的に࢖用しているものです。
˙ओͳࢧۚࢿग़ʢܾࢉʣ� （୯Ґɿ千ԁ）

Պɹɹɹ໨ ֹࢉܾ Պɹɹɹ໨ ֹࢉܾ
人݅අ支出 25
974
741 施設関܎支出 767
442
教育研究経අ支出 14
627
429 設උ関܎支出 1
618
986
管理経අ支出 2
151
715 ܭ 45
140
313
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ʢܦৗࢧग़ʴجຊۚ૊ೖֹʣ ʢܦৗऩೖʣ

Ұਓ౰ͨΓ
ܭग़ࢧ

1,45�,024ԁ

Ұਓ౰ͨΓ
ऩೖܭ

1,4��,��0ԁ

ਓ݅අ
ʢ51.6�ʣ
752
340ԁ

ֶੜੜె౳ೲ෇金
ʢ76.1�ʣ

1
124
667ԁ

教育ܦڀݚඅ
ʢ40.7�ʣ
5�3
416ԁ

؅ཧܦඅ
ʢ4.7�ʣ
68
527ԁ

その他
ʢ0.1�

1
458ԁ

ৗඅ౳ิॿ金ܦ
ʢ10.2�ʣ
150
744ԁ

෇金د
ʢ1.0�ʣ
14
77�ԁ

ख਺ྉ
ʢ5.7�ʣ
84
23�ԁ

その他
ʢ7.0％ʣ
103
451ԁ

ຊ金૊ೖֹج
ʢ2.��

42
283ԁ

ऩֹࠩࢧ
1�
856ԁ

ʢ�ʣ201�೥౓ࣄ�業׆動ऩࢉܾࢧʹ͓͚Δňֶੜੜె౳Ұਓ౰ͨΓのܦৗతͳࢧग़ͱ͜ΕΛ࿫͏ऩೖŉ

（஫）̍ ɹ事業活ಈऩ支決ࢉにおける経ৗ的な支出（教育活ಈ支出、教育活ಈ外支出、ج本ۚ組入ֹ）ٴびऩ入（教育活ಈऩ入、教育活ಈ外ऩ入）の決ֹࢉを、科目ご
とにͦれͧれ学生਺34
386人（大学院・学部・留学生別科・高校・中学校・小学校・༮ஓԂの学අೲ入ऀ合ܭ）でআして、学生生徒等一人౰たりのฏۉ஋を
ࣔしたものである。

ɹɹ̎ɹ  ňج本ۚ組入ֹŉとは、校地、校ࣷ、機ثඋ඼、ਤ書などの取得、あるいは、ͦ のためのआ入ۚのฦ済、ຢは将来取得のためのੵ立ۚなどの主としてࢿ本的支
出に充てるֹである。
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ֶ෦� （୯Ґɿԁ）

ೖֶ
೥౓ ೥࣍

๏ɾจɾ
ɾ঎ɾࡁܦ
ࣾ会ֶ෦

จֶ෦
૯߹ਓจֶՊ
৺理ֶઐम

จֶ෦
૯߹ਓจֶՊ
ॳ౳ڭҭֶ
ઐम

੓ࡦ૑଄ֶ෦ ෦ֶޠࠃ֎ ਓֶ݈ؒ߁෦
૯߹৘ใ

	य़ֶظೖֶੜ

ɾࣾ 会҆શֶ෦

૯߹৘ใֶ෦
	ळֶظೖֶੜ
˞

γεςϜ理޻ɾ
ɾ޻ࢢ౎ڥ؀
Խֶੜ໋޻
ֶ෦

2019 1 1
150
000 1
150
000 1
150
000 1
190
000 1
476
000 1
200
000 1
522
000 891
000 1
713
000
2018 2 980
000 980
000 1
060
000 1
040
000 1
258
000 1
040
000 1
355
000 1
284
000 1
557
000
2017 3 980
000 990
000 1
060
000 1
040
000 1
290
000 1
040
000 1
355
000 1
355
000 1
557
000
2016 4 980
000 990
000 1
060
000 1
040
000 1
290
000 1
040
000 1
355
000 1
355
000 1
557
000

（஫）留学生別科をम （ྃमྃを待たずに進学するऀをؚΉ。）して学部へ進学するऀは、入学ۚを൒ （ֹ130
000ԁ）とする。
˞総合情報学部2015年度ळ学期入学生は、2019年度य़学期に682
500ԁを௃ऩする。

େֶӃ� （୯Ґɿԁ）

ೖֶ
೥౓ ೥࣍ ՝ఔ

๏ ɾֶ
จ ɾֶ
ࡁܦ ɾֶ
঎ ɾֶ
ࣾ会 ɾֶ

౦ΞδΞจԽɾ
ΨόφϯεڀݚՊ

৺理ֶڀݚՊ
ʢ৺理ֶઐ߈ʣ

૯߹৘ใֶ
Պڀݚ

理ֶ޻
Պڀݚ

ޠࠃ֎
ҭֶڭ
Պڀݚ

ࣾ会҆શ
Պڀݚ

ਓ݈ؒ߁
�Պڀ�ݚ

2019 1 લ期՝ఔ 859
000 879
000 1
109
000 1
269
000 939
000 1
109
000 899
000
後期՝ఔ 949
000 949
000 859
000 949
000 859
000

2018 2 લ期՝ఔ 729
000 749
000 979
000 1
139
000 809
000 979
000 769
000
後期՝ఔ 819
000 819
000 729
000 819
000 729
000

2017 3 લ期՝ఔ ー ー ー ー ー ー ー
後期՝ఔ 729
000 749
000 819
000 819
000 729
000 819
000 729
000

（஫）̍  本学学部をଔ業ຢはલ期՝ఔएしくは後期՝ఔをमྃして大学院へ進学するऀは、入学ۚを௃ऩしない。
̎ 留学生別科をम （ྃमྃを待たずに進学するऀをؚΉ。）して大学院へ進学するऀは、入学ۚを൒ （ֹ65
000ԁ）とする。

（୯Ґɿԁ） ߍ౳ֶߴ
ೖֶ
೥౓ ೥࣍ ୈҰߴ౳ֶߍ ๺ཅߴ౳ֶߍ ౳෦ߴ

2019 1 890
000 890
000 1
100
000
2018 2 690
000 690
000 900
000
2017 3 690
000 690
000 900
000

தֶߍ （୯Ґɿԁ）
ೖֶ
೥౓ ೥࣍ ୈҰதֶߍ ๺ཅதֶߍ த౳෦

2019 1 890
000 890
000 1
100
000
2018 2 690
000 690
000 900
000
2017 3 690
000 690
000 900
000

ཹֶੜผՊ （୯Ґɿԁ）
ೖֶ
೥౓ ೥࣍ य़ֶظೖֶੜ ळֶظೖֶੜ

2019 1 750
000 415
000
2018 1 ー 335
000

খֶߍ （୯Ґɿԁ）
ೖֶ
೥౓ ೥࣍ ॳ౳෦

2019 1 1
300
000

2018ʙ
2014 2ʙ6 1
000
000

（஫） 本法人の設置する༮ஓԂの教育՝ఔをमྃしたऀが、関西大学ॳ等部へ
進学する৔合は、入学ۚを200
000ԁとする。

༮ஓԂ （୯Ґɿԁ）

༮ஓԂ

ࣇࡀ3 492
000
ࣇࡀ4 452
000
ࣇࡀ5 412
000

（஫）内部進ڃのԂࣇはŊ入Ԃྉを௃ऩしないŇ

ʢ10ʣֶ ੜੜె౳ೲ෇金ֹҰཡ
ʻ೥ֶؒඅʢೖֶ金ʢೖԂྉʣ・त業ྉʢ保育අʣ・ࢪ設අʣ߹ֹܭʼ

େֶӃ๏຿ڀݚՊ
ʢ๏ՊେֶӃʣ （୯Ґɿԁ）

ೖֶ
೥౓

๏ֶະमऀ
ʢ�೥मྃʣίʔε

๏ֶطमऀ
ʢ�೥मྃʣίʔε

೥࣍ ೥࣍
2019 1 1
470
000 2 1
470
000
2018 2 1
360
000 3 1
360
000
2017 3 1
360
000 ʵ ー

（஫） 本学学部をଔ業、લ期՝ఔएしくは後期՝ఔをमྃຢは留学生
別科をम （ྃमྃを待たずに進学するऀをؚΉ。）して大学院法
຿ 研 究 科（ 法 科 大 学 院 ）へ 進 学 す る ऀ は、入 学 ۚ を ൒ ֹ

（130
000ԁ）とする。

େֶӃ会ڀݚܭՊ
ʢઐ໳৬େֶӃʣ （୯Ґɿԁ）

ೖֶ
೥౓ ೥࣍

2019 1 1
580
000
2018 2 1
350
000

（஫） 本学学部をଔ業、લ期՝ఔएしくは後
期՝ఔをमྃຢは留学生別科をमྃ

（मྃを待たずに進学するऀをؚΉ。）
して大学院会ܭ研究科（ઐ門৬大学
院）へ進学するऀは、入学ۚを൒ֹ

（130
000ԁ）とする。

େֶӃ৺理ֶڀݚՊ৺理ྟচֶઐ߈
ʢྟচ৺理ઐ໳৬େֶӃʣ （୯Ґɿԁ）

ೖֶ
೥౓ ೥࣍

2019 1 1
460
000
2018 2 1
230
000

（஫） 本学学部をଔ業、લ期՝ఔएしくは後期
՝ఔをमྃຢは留学生別科をम （ྃमྃ 
を待たずに進学するऀをؚΉ。
 して大
学院৺理学研究科৺理ྟচ学ઐ߈（ྟচ
৺理ઐ門৬大学院）へ進学するऀは、入
学ۚを൒ （ֹ130
000ԁ）とする。
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2 年ൺֱܦ
ʢ1ʣֶ ੜੜె౳਺ʢֶඅೲೖऀʣਪҠදʢ大ֶӃ・ֶ ෦・ླཱྀ ֶੜผՊߴ・ 中小༮ʣ

（஫）学生生徒等਺（学අೲ入ऀ）は、学අ全ֹೲ入ऀ਺をࣔす。

2018 （年度）

（୯Ґɿ人）

ཹ学ੜผՊ
学ੜ਺

学部学ੜ਺

大学Ӄ学ੜ਺

தੜెɾߴ
খࣇಐɾ
༮Ԃࣇ਺
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ʢ2ʣ૯ऀئࢤ਺ਪҠදʢ大ֶӃ・ֶ ෦・ླཱྀ ֶੜผՊߴ・ 中小༮ʣ

��
����

��
���

���
�������
����

��
���

2015 2016 2017 2018 2019 （年度）
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⁠�ିआରরදਪҠ （୯Ґɿඦສԁ）

೥ɹɹɹɹ౓ ���� ���� ���� ���� ����
༗ ܗ ݻ 定 ࢿ ࢈ 116
079 119
211 118
236 114
874 111
334
ಛ 定 ࢿ ࢈ 81
656 80
721 87
988 93
136 96
743
ͦ の ଞ の ݻ 定 ࢿ ࢈ 4
018 3
690 2
825 2
587 2
177
ྲྀ ಈ ࢿ ࢈ 16
141 17
748 16
609 15
742 16
819
ݻ 定 ෛ ࠴ 19
858 20
384 19
490 17
948 16
353
ྲྀ ಈ ෛ ࠴ 12
449 13
496 11
184 10
833 10
790
ج 本 ۚ 212
033 217
466 220
778 222
278 223
727
ཌ 年 度 ܁ ӽ ऩ 支 ࠩ ֹ ˚ 26
446 ˚ 29
976 ˚ 25
794 ˚ 24
720 ˚ 23
797

ʢ5ʣࢿ金ऩࣄ・ࢧ業׆動ऩࢧ・貸आରরදのओͳՊ໨ਪҠද

ਪҠ （୯Ґɿඦສԁ）ࢧऩۚࢿ�⁞

೥ɹɹɹɹ౓ ���� ���� ���� ���� ����
学 ೲ ۚ ऩ 入 38
041 38
063 38
853 38
777 38
695
手 ਺ ྉ ऩ 入 2
765 2
835 3
068 3
061 2
902
寄 ෇ ۚ ऩ 入 954 919 467 469 496
ิ ॿ ۚ ऩ 入 5
628 5
660 5
611 5
545 5
352
人 ݅ අ 支 出 25
345 27
872 25
402 25
781 25
975
教 育 研 究 経 අ 支 出 14
113 14
626 14
303 14
451 14
627
施 設 関 ܎ 支 出 5
566 7
654 3
991 1
333 767
設 උ 関 ܎ 支 出 1
212 1
656 1
337 1
538 1
619

 �事׆ۀಈऩࢧਪҠ （୯Ґɿඦສԁ）

೥ɹɹɹɹ౓ ���� ���� ���� ���� ����
事 業 活 ಈ ऩ 入 50
740 52
755 55
522 51
199 51
170
事 業 活 ಈ 支 出 48
225 50
852 48
029 48
625 48
798
ج 本 ۚ 組 入 ֹ 156 5
458 3
311 1
500 1
449

学 ೲ ۚ 38
041 38
063 38
853 38
777 38
695
手 ਺ ྉ 2
765 2
835 3
068 3
061 2
902
ิ ॿ ۚ 5
628 5
660 5
611 5
545 5
352
人 ݅ අ 25
274 27
791 25
327 25
763 25
876
教 育 研 究 経 අ 20
032 20
610 20
383 20
427 20
413

経 ৗ ऩ 支 ࠩ ֹ 1
732 894 2
385 2
305 2
132
本ۚ組入લ౰年度ऩ支ֹࠩج 2
515 1
903 7
493 2
574 2
371
౰ 年 度 ऩ 支 ࠩ ֹ 2
359 ˚ 3
555 4
182 1
074 922
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෼ɹɹɹྨ ൺ཰໊ ग़ํ๏ࢉ ���� ���� ���� ���� ����

ऩ入の構成関܎
学ೲۚൺ཰ 学生生徒等ೲ෇ۚʗ経ৗऩ入 76�4� 73�8� 77�1� 76�5� 76�1�
ิॿۚൺ཰ ิॿۚʗ事業活ಈऩ入 11�1� 10�7� 10�1� 10�8� 10�5�
寄෇ۚൺ཰ 寄෇ۚʗ事業活ಈऩ入 2�1� 2�0� 1�0� 1�1� 1�2�

支出の構成関܎
人݅අൺ཰ 人݅අʗ経ৗऩ入 50�7� 53�9� 50�3� 50�8� 50�9�
教育研究経අൺ཰ 教育研究経අʗ経ৗऩ入 40�2� 39�9� 40�5� 40�3� 40�2�
減Ձঈ٫ֹൺ཰ 減Ձঈ٫ֹʗ経ৗ支出 12�6� 12�1� 13�0� 12�7� 12�3�

܎本ۚ組入れの状況関ج 本ۚ組入཰ج 本ۚ組入ֹʗ事業活ಈऩ入ج 0�3� 10�3� 6�0� 2�9� 2�8�

ऩ支ߧۉの状況関܎

教育活ಈऩ支ֹࠩൺ཰ 教育活ಈऩ支ֹࠩʗ教育活ಈऩ入ܭ 2�8� 1�0� 3�9� 3�6� 3�1�
経ৗऩ支ֹࠩൺ཰ 経ৗऩ支ֹࠩʗ経ৗऩ入 3�5� 1�7� 4�7� 4�5� 4�2�
事業活ಈऩ支ֹࠩൺ཰ 本ۚ組入લ౰年度ऩ支ֹࠩʗ事業活ಈऩ入ج 5�0� 3�6� 13�5� 5�0� 4�6�
本ۚ組入後ऩ支ൺ཰ج 事業活ಈ支出ʗ（事業活ಈऩ入ʵج本ۚ組入ֹ） 95�3� 107�5� 92�0� 97�8� 98�1�

（஫）̍ ɹ経ৗऩ入ʹ教育活ಈऩ入ܭʴ教育活ಈ外ऩ入ܭ
̎ɹ経ৗ支出ʹ教育活ಈ支出ܭʴ教育活ಈ外支出ܭ
̏ɹ寄෇ۚ、ิ ॿۚには、ಛ別ऩ支の施設設උ寄෇ ・ۚ現෺寄෇、施設設උิॿۚをͦれͧれؚΉ。

3 ओͳࡒ຿ൺ཰
ʢ1ʣࣄ業׆動ऩ܎ؔࢧ

෼ɹɹɹྨ ൺ཰໊ ग़ํ๏ࢉ ���� ���� ���� ���� ����

܎の構成関࢈ࢿ

定ൺ཰ݻ ࢈ࢿʗ७࢈ࢿ定ݻ 108�7� 108�6� 107�2� 106�6� 105�2�
ྲྀಈൺ཰ ྲྀಈ࢈ࢿʗྲྀಈෛ࠴ 129�7� 131�5� 148�5� 145�3� 155�9�
構成ൺ཰࢈ࢿ定ݻ ࢈ࢿʗ総࢈ࢿ定ݻ 92�6� 92�0� 92�6� 93�0� 92�6�
༗ݻܗ定࢈ࢿ構成ൺ཰ ༗ݻܗ定࢈ࢿʗ総࢈ࢿ 53�3� 53�9� 52�4� 50�8� 49�0�
ಛ定࢈ࢿ構成ൺ཰ ಛ定࢈ࢿʗ総࢈ࢿ 37�5� 36�5� 39�0� 41�1� 42�6�
ྲྀಈ࢈ࢿ構成ൺ཰ ྲྀಈ࢈ࢿʗ総࢈ࢿ 7�4� 8�0� 7�4� 7�0� 7�4�

ୀ৬څ与Ҿ౰ۚの状況関܎ ୀ৬څ与Ҿ౰ಛ定࢈ࢿ保༗཰ ୀ৬څ与Ҿ౰ಛ定࢈ࢿʗୀ৬څ与Ҿ౰ۚ 100�0� 100�0� 100�0� 100�0� 100�0�
܎の保༗状況関࢈ࢿ ੵ立཰ ӡ用࢈ࢿʗ要ੵ立ֹ 85�8� 84�0� 86�2� 87�5� 88�5�

ෛ࠴のׂ合関܎

ෛ࠴ൺ཰ 総ෛ࠴ʗ७࢈ࢿ 17�4� 18�1� 15�7� 14�6� 13�6�
総ෛ࠴ൺ཰ 総ෛ࠴ʗ総࢈ࢿ 14�8� 15�3� 13�6� 12�7� 12�0�
構成ൺ཰࠴定ෛݻ （࢈ࢿʴ७࠴ෛ）ʗ࠴定ෛݻ 9�1� 9�2� 8�6� 7�9� 7�2�
ྲྀಈෛ࠴構成ൺ཰ ྲྀಈෛ࠴ʗ（ෛ࠴ʴ७࢈ࢿ） 5�7� 6�1� 5�0� 4�8� 4�8�

܎本ۚの組入れ状況関ج 本ۚൺ཰ج 本ۚ要組入ֹج本ۚʗج 96�2� 95�9� 96�1� 96�8� 97�4�
܎ӽऩ支ֹࠩの変ಈ関܁ ӽऩ支ֹࠩ構成ൺ཰܁ （࢈ࢿʴ७࠴ෛ）ӽऩ支ֹࠩʗ܁ ʵ12�1� ʵ13�5� ʵ11�4� ʵ10�9� ʵ10�5�
७࢈ࢿの充実関܎ ७࢈ࢿ構成ൺ཰ ७࢈ࢿʗ（ෛ࠴ʴ७࢈ࢿ） 85�2� 84�7� 86�4� 87�3� 88�0�

（஫）̍ ɹӡ用࢈ࢿʹ現ۚ༬ۚʴಛ定࢈ࢿʴ༗Ձূ݊
̎ɹ要ੵ立ֹʹ減Ձঈֹܭ٫ྦྷʴୀ৬څ与Ҿ౰ۚʴ2号ج本ۚʴ3号ج本ۚ

ʢ2ʣ貸आରরදؔ܎
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1 ֶੜɾੜ ɾెࣇಐ਺（2019年5݄1೔ࡏݱ）

大ֶӃ
Պڀݚ ՝��ఔ˞̍ ೖֶఆһ ऩ༰ఆһ ೖֶऀ਺˞� ੶ऀ਺ࡏ ՝��ఔ˞̍ ೖֶఆһ ऩ༰ఆһ ೖֶऀ਺˞� ੶ऀ਺ࡏ

法 学 研 究 科 લ 50 100 11 31 後 10 30 1 9
文 学 研 究 科 લ 96 192 38 114 後 19 57 12 65
経 済 学 研 究 科 લ 45 90 17 42 後 5 15 1 1
商 学 研 究 科 લ 35 70 17 33 後 5 15 1 6
社 会 学 研 究 科 લ 30 60 19 45 後 9 27 1 11
総 合 情 報 学 研 究 科 લ 80 160 17 56 後 8 24 6 28
理 工 学 研 究 科 લ 275 550 347 690 後 57 171 15 47
外 国 語 教 育 学
研 究 科 લ 25 50 24 65 後 3 9 3 32

৺ 理 学 研 究 科 લ 12 24 3 12 後 6 18 2 27
社 会 安 全 研 究 科 લ 15 30 10 16 後 5 15 3 13
東 ア ジ ア 文 化 研 究 科 લ 12 24 17 44 後 6 18 12 42
ガ バ ナ ン ス 研 究 科 લ 15 30 4 11 後 3 9 3 5
人 間 健 康 研 究 科 ˞̏ લ 10 20 3 10 後 3 9 4 20
法 ຿ 研 究 科

（ 法 科 大 学 院 ） ઐ 40 120 32 64

会 ܭ 研 究 科 ઐ 40 80 48 95
৺ 理 学 研 究 科
৺ 理 ྟ চ 学 ઐ ߈ ઐ 30 60 25 53

合ɹɹɹܭ લ 700 1
400 527 1
169 後 139 417 64 306ઐ 110 260 105 212
（஫）˞ 1ɹલɿത࢜՝ఔલ期՝ఔ、後ɿത࢜՝ఔ後期՝ఔ、ઐɿઐ門৬学Ґ՝ఔ

˞2ɹ2018年度ळ学期入学ऀをؚΉ。
˞3ɹ人間健康研究科ത࢜՝ఔ後期՝ఔは2016年度։設

ֶ෦
ֶɹɹ෦ ೖֶఆһ ऩ༰ఆһ ೖֶऀ਺˞ ੶ऀ਺ࡏ

法 学 部 715 2
860 691 3
179
文 学 部 770 3
080 763 3
337
経 済 学 部 726 2
904 774 3
268
商 学 部 726 2
904 725 3
168
社 会 学 部 792 3
168 814 3
433
政 策 創 造 学 部 350 1
400 391 1
599
外 国 語 学 部 165 660 164 705
人 間 健 康 学 部 330 1
320 367 1
414
総 合 情 報 学 部 500、ฤ入学30 2
090 501 2
186
社 会 安 全 学 部 275 1
100 282 1
219
シ ス テ ム 理 工 学 部 501 2
004 575 2
243
環 境 都 市 工 学 部 325 1
300 337 1
393
化 学 生 命 工 学 部 347 1
388 356 1
504

合ɹɹɹܭ 6
522、ฤ入学30 26
178 6
740 28
648
（஫）˞ ɹ2018年度ळ学期入学ऀをؚΉ。

ซ設ߍ
ֶɹɹߍ ೖֶఆһ ऩ༰ఆһ ೖֶऀ਺ ੶ऀ਺ࡏ

ୈ 一 高 等 学 校 400 1
320 400 1
189
北 ཅ 高 等 学 校 385 1
320 392 1
243
高 等 部 144 432 145 438
ୈ 一 中 学 校 240 720 239 718
北 ཅ 中 学 校 105 360 119 348
中 等 部 108 324 125 366
ॳ 等 部 60 360 64 366
༮ ஓ Ԃ 70 210 71 207

合ɹɹɹܭ 1
512 5
046 1
555 4
875

ཹֶੜผՊ
ೖֶఆһ ऩ༰ఆһ ೖֶऀ਺˞ ੶ऀ਺ࡏ

留 学 生 別 科
（日本語・日本文化教育
ϓログラム進学コース）

100 100 117 117

（஫）˞ ɹ2018年度ळ学期入学ऀをؚΉ。

σーλⅣ
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大ֶӃ
Պڀݚ ՝ɹఔ˞ ืूਓ਺ ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺ ՝ɹఔ˞ ืूਓ਺ ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺

法 学 研 究 科 લ 50 21 10 後 10 0 0
文 学 研 究 科 લ 96 94 42 後 19 13 12
経 済 学 研 究 科 લ 45 89 27 後 5 1 1
商 学 研 究 科 લ 35 82 16 後 5 3 1
社 会 学 研 究 科 લ 30 75 22 後 9 4 4
総 合 情 報 学 研 究 科 લ 80 28 26 後 8 6 6
理 工 学 研 究 科 લ 275 412 372 後 57 19 19
外 国 語 教 育 学
研 究 科 લ 25 87 27 後 3 10 7

৺ 理 学 研 究 科 લ 27 44 16 後 6 6 5
社 会 安 全 研 究 科 લ 15 10 7 後 5 5 5
東 ア ジ ア 文 化 研 究 科 લ 12 29 16 後 6 14 7
ガ バ ナ ン ス 研 究 科 લ 15 10 10 後 3 3 2
人 間 健 康 研 究 科 લ 10 15 13 後 3 2 2
法 ຿ 研 究 科 ઐ 40 129 56
会 ܭ 研 究 科 ઐ 40 104 65

合ɹɹɹܭ
લ 715 996 604

後 139 86 71
ઐ 80 233 121

（஫）˞ ɹલɿത࢜՝ఔલ期՝ఔ、後ɿത࢜՝ఔ後期՝ఔ、ઐɿઐ門৬学Ґ՝ఔ

ɹɹ・ɹ 各छ入学試験の実施研究科（ ɿ̢ത࢜՝ఔલ期՝ఔ、̙ ɿത࢜՝ఔ後期՝ఔ）
ɹɹɹɹ学内進学入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 全研究科（̢）ɹɹɹɹɹ    社会人入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ全研究科（̢）
ɹɹɹɹ 一ൠ入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 全研究科（ ・̢̙ ） ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ文学・社会学・理工学・外国語教育学・৺理学・
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ東アジア文化・ガバナンス・人間健康研究科（̙）
ɹɹɹɹಛ別બൈ入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ理工学研究科（̢）ɹɹɹɹ ඈびڃ入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ文学・外国語教育学・東アジア文化研究科（̢）
ɹɹɹɹ留学生入試ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ全研究科（̢）
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ 人間健康研究科をআくɹɹ 現৬教һ̍年制入試ŋŋŋŋŋŋ文学・外国語教育学研究科（̢）
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ 全研究科（̙）
ɹɹɹɹ̑年一؏教育ϓログラム入試ŋŋŋ経済学・商学研究科（̢）

ɹɹ・ɹ 文学・理工学・外国語教育学・社会安全・東アジア文化研究科のळ学期入学に܎る人਺はؚまない。

ֶ෦

ֶɹɹ෦ ืूਓ਺

Ұൠೖࢼ
ʻֶ෦ݸผ೔ఔɾશֶ෦೔ఔɾظޙ೔ఔʼ

ࢼͼηϯλʔར༻ೖٴ
ʻલظɾதظɾظޙʼ

ଟ༷ͳೖࢼ˞ ߹ɹɹܭ

਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺ ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺ ܭ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺ܭ
法 学 部 715 7
558 1
467 547 399 8
105 1
866
文 学 部 770 10
630 1
975 502 362 11
132 2
337
経 済 学 部 726 10
847 1
914 498 404 11
345 2
318
商 学 部 726 8
281 1
410 543 395 8
824 1
805
社 会 学 部 792 9
077 1
431 554 430 9
631 1
861
政 策 創 造 学 部 350 4
906 828 320 208 5
226 1
036
外 国 語 学 部 165 3
432 496 77 55 3
509 551
人 間 健 康 学 部 330 4
190 470 298 202 4
488 672
総 合 情 報 学 部 500 5
851 679 414 304 6
265 983
社 会 安 全 学 部 275 3
458 492 213 182 3
671 674
シ ス テ ム 理 工 学 部 501 9
686 1
988 339 238 10
025 2
226
環 境 都 市 工 学 部 325 4
780 1
251 212 148 4
992 1
399
化 学 生 命 工 学 部 347 4
929 1
788 225 147 5
154 1
935

合ɹɹɹܭ 6
522 87
625 16
189 4
742 3
474 92
367 19
663

（஫）˞ ɹଟ༷な入試のཝは、A0、S'、ਪન、学部留学生、ؼ国生徒、社会人、ซ設校などの人਺を表す。
ただし、総合情報学部のळ学期入学に܎る人਺やฤ・స入学試験はؚまない。

2 ೖֶݧࢼ（2020年度）

ཹֶੜผՊ
ཹֶੜผՊ ืूਓ਺ ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺

留 学 生 別 科
（日本語・日本文化
教育ϓログラム
進 学 コ ー ス ）

2019年度य़学期入学
100

61 50
2019年度ळ学期入学 107 83
2020年度य़学期入学 100˞ 65 51

（஫）˞ ɹ2020年度ळ学期入学と合わせて100人
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大ֶӃֶҐत༩਺
Պڀݚ मɹɹ࢜

തɹɹ࢜
՝ɹɹఔ ࿦ɹɹจ ߹ɹɹܭ

法 学 研 究 科 18 0 0 0
文 学 研 究 科 62 6 2 8
経 済 学 研 究 科 25 0 0 0
商 学 研 究 科 15 1 0 1
社 会 学 研 究 科 21 1 0 1
総 合 情 報 学 研 究 科 36 3 0 3
理 工 学 研 究 科 330 12 0 12
外 国 語 教 育 学 研 究 科 26 4 0 4
৺ 理 学 研 究 科 8 5 0 5
社 会 安 全 研 究 科 4 4 0 4
東 ア ジ ア 文 化 研 究 科 21 10 5 15
ガ バ ナ ン ス 研 究 科 6 0 0 0
人 間 健 康 研 究 科 ˞ 7 5 ʕ ʕ

合ɹɹɹܭ 579 51 7 53
ઐɹɹ໳ɹɹ৬

法 ຿ 研 究 科 11
会 ܭ 研 究 科 35
৺ 理 学 研 究 科

（ ৺ 理 ྟ চ 学 ઐ ߈ ） 28

合ɹɹɹܭ 74
総ɹ合ɹܭ 706

（஫） ˞ɹ人間健康研究科ത࢜՝ఔ後期՝ఔは2016年度։設

3 ֶҐत༩（ଔ業ੜ）਺ɾਐ࿏ɾݧࢼ֨ࢿ౳（2019年度）

ֶ෦ֶҐत༩਺
ֶɹ෦ ਓɹ਺

法 学 部 739
文 学 部 805
経 済 学 部 691
商 学 部 705
社 会 学 部 803
政 策 創 造 学 部 367
外 国 語 学 部 164
人 間 健 康 学 部 319
総 合 情 報 学 部 492
社 会 安 全 学 部 289
シ ス テ ム 理 工 学 部 481
環 境 都 市 工 学 部 310
化 学 生 命 工 学 部 329

合ɹɹɹܭ 6
494

ซ設ߍଔ業ੜ਺・ଔԂऀ਺
ֶɹߍ ଔۀੜ਺ɾଔԂऀ਺

ୈ 一 高 等 学 校 388
北 ཅ 高 等 学 校 412
高 等 部 152
ୈ 一 中 学 校 241
北 ཅ 中 学 校 117
中 等 部 126
ॳ 等 部 59
༮ ஓ Ԃ 69

合ɹɹɹܭ 1
564

ཹֶੜผՊमྃੜ਺
ཹֶੜผՊ मྃੜ਺˞

留 学 生 別 科
（日本語・日本文化教育
ϓログラム進学コース）

99

（஫） ˞ɹ2019年度य़学期मྃ生をؚΉ。

ซ設ߍ
ֶɹߍ ืूਓ਺ ਺ऀئࢤ ߹֨ऀ਺

ୈ 一 高 等 学 校 160（外部ืू） 214 185
北 ཅ 高 等 学 校 280（外部ืू） 399 365
高 等 部 40（外部ืू） 55 47
ୈ 一 中 学 校 240 473 249
北 ཅ 中 学 校 105 927 496
中 等 部 70（外部ืू） 418 124
ॳ 等 部 60 123 65
༮ ஓ Ԃ 14（一ൠืू） 14 14

֤छݧࢼ֨ࢿの߹֨ऀঢ়گ
ݧࢼ๏࢘
۠෼� ೥౓ ���� ���� ���� ���� ����
合 ֨ ऀ ਺ 22 15 12 6 12

ެೝ会ݧࢼ࢜ܭ
۠෼� ೥౓ ���� ���� ���� ���� ����
合 ֨ ऀ ਺ 31 28 22 29 28

ྟচ৺理֨ࢿ࢜ೝఆݧࢼ
۠෼� ೥౓ ���� ���� ���� ���� ����
合 ֨ ऀ ਺ 27 34 23 29 23

（஫）ɹ ৺理学研究科৺理ྟচ学ઐ߈मྃ生の合֨ऀ状況をࣔす。 
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େֶڭҭ৬һ
तڭ ।ڭत ઐ೚ࢣߨ ॿڭ ͦͷଞৗۈ ৗܭۈ ඇৗܭۈ ܭ߹

517 151 3 23 107 801 1
472 2
273

ซઃڭߍҭ৬һ
ֶɹߍ ɹ་ڭ ͦͷଞৗۈ ৗܭۈ ඇৗܭۈ ߹ɹܭ

ୈ 一 高 等 学 校 52 0 52 33 85
北 ཅ 高 等 学 校 41 12 53 33 86
高 等 部 23 7 30 13 43
ୈ 一 中 学 校 38 0 38 13 51
北 ཅ 中 学 校 14 8 22 6 28
中 等 部 13 7 20 13 33
ॳ 等 部 22 0 22 13 35
༮ ஓ Ԃ 3 7 10 0 10

ܭ 206 41 247 124 371

4 （ࡏݱ2020年3݄31೔）৬һ਺ڭ

事຿৬һ
۠ɹ෼ ৗܭۈ ඇৗܭۈ

法 人 171 14
大 学 491 107
高ɹ中ɹ小ɹ༮ 27 13

ܭ 689 134

5 Պݚඅͷ࠾୒ঢ়گͷਪҠ
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（஫）࠾୒ֹۚは間઀経අをؚんだֹۚをࣔす。

（୯Ґɿ千ԁ） （୯Ґɿ݅ ）

6 डୗڀݚɾڞಉڀݚɾҕୗڀݚһडೖΕٴͼࢦఆد෇（ڀݚॿ成）ͷਪҠ
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ॴࡏ஍Ұཡ
๏ਓؔ੢େֶߍֶ˙

〒564-8680 大阪府吹田市山手町3丁目3番35号
˙ؔ੢େֶ
ઍཬࢁΩϟϯύε 〔法・文・経済・商・社会・政策創造・外国語・システム理工・環境都市工・化学生命工学部および大学院〕
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3丁目3番35号
௬Ωϟϯύε 〔総合情報学部および大学院総合情報学研究科〕ߴ
〒569-1095 大阪府高槻市霊仙寺町2丁目1番1号
௬ϛϡʔζΩϟϯύε 〔社会安全学部および大学院社会安全研究科〕ߴ
〒569-1098 大阪府高槻市白梅町7番1号
Ωϟϯύε 〔人間健康学部および大学院人間健康研究科〕ࡖ
〒590-8515 大阪府堺市堺区香ヶ丘町1丁11番1号
കాΩϟϯύε
〒530-0014 大阪府大阪市北区鶴野町1番5号
ೆઍཬࡍࠃϓϥβ�〔留学生別科〕
〒565-0855 大阪府吹田市佐竹台1丁目2番20号
ֶੜྲྀަࡍࠃ ɾؗलྷྈ
〒564-0073 大阪府吹田市山手町3丁目3番1号
υϛτϦʔٰ݄͕
〒565-0847 大阪府吹田市千里山月が丘25番1号
ઍཬ֌෩ྈ
〒565-0851 大阪府吹田市千里山西6丁目541番2号
ೆઍཬࡍࠃϓϥβཹֶੜྈ
〒565-0855 大阪府吹田市佐竹台1丁目2番20号
ೆઍཬֶࡍࠃੜྈ
〒565-0862 大阪府吹田市津雲台3丁目3番
˙ؔ੢େֶୈҰதֶߍɾୈҰߴ౳ֶߍ�ʢઍཬࢁΩϟϯύεʣ

〒564-0073 大阪府吹田市山手町3丁目3番24号
˙ؔ੢େֶ๺ཅதֶߍɾ๺ཅߴ౳ֶߍ�ʢ๺ཅΩϟϯύεʣ

〒533-0006 大阪府大阪市東淀川区上新庄1丁目3番26号
˙ؔ੢େֶॳ౳෦ɾத౳෦ߴɾ ౳෦�ʢߴ௬ϛϡʔζΩϟϯύεʣ

〒569-1098 大阪府高槻市白梅町7番1号
˙ؔ੢େֶ༮ஓԂ�ʢઍཬࢁΩϟϯύεʣ

〒564-0073 大阪府吹田市山手町3丁目5番34号
˙౦ژηϯλʔ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内1丁目7番12号 サピアタワー9階
˙ඈௗจԽڀݚॴɾ২ాه೦ؗ

〒634-0123 奈良県高市郡明日香村稲渕
ַؗߴ˙

〒569-1095 大阪府高槻市霊仙寺町2丁目1番1号
˙നഅ௪஑ݪߴϩοδ

〒399-9422 長野県北安曇郡小谷村千国乙12840-91
˙࿡ࢁߕ૳

〒657-0101 兵庫県神戸市灘区六甲山町北六甲4512番414
˙඙ࠜ૳

〒522-0057 滋賀県彦根市八坂2071番地7
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